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　序章　エミリー・ウォルターの手紙







　その男は血走った目で、じっとそれを見つめていた。

『前略　私は貴き殿でんの日頃の振ふる舞まいを良く知っております』

　そんな文ぶん面めんが目に入る。その続きには事実の列れつ挙きよ……それは根こん拠きよのない、目に余あまる誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようだ、と男には見えた。そしてその後には、とんでもないことが書いてあった。

『当方には、事実関係を県教育委員会に報告すると共に、貴き殿でんを刑けい事じ告こく発はつする用意があることを御報告申もうし上げます。なお、その件に関しまして、当方は、示じ談だんに応じたいと考えております。つきましては、お手数ですが……』

　その先に、日時と場所が指定されていた。続いて色いろ々いろなこと……荒こう唐とう無む稽けいとも思えるような指示が書き連つらねてある。そして手紙の末まつ尾び。そこだけが手書きの、署名。

『合名会社サイバーネット技術者組合世界協会　代表取締役総そう裁さいエミリー・ウォルター』

「脅きよう迫はくのつもりか、子供のいたずらか……いずれにせよ、見み逃のがすわけにはいかんな」

　男は、不ふ敵てきに笑った。

「誰だれかは知らんが、その腐くさった根こん性じようを叩たたき直してやらねばなるまい……」
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「もう一度言ってみろ」

　ぼくは、静かに言った。

　二人の間に緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　極きよく度どの緊きん張ちよう。全身が熱くほてって、痛み以外の全すべての感覚が研とぎ澄すまされる感じ。

　こいつと出会うと、最後にはいつもこうなる。

　ここは音速列車の高こう架かチューブの下。

　今まさに、死し闘とうの幕まくが切って落とされようとしていた。

　敵はぼくと同じ五年生。赤いＴシャツにジーンズの半ズボンという格かつ好こうに、浅黒い、ちょっとオヤジっぽい丸顔がのっかっている、坊ぼう主ず頭の小学生だ。

　強そうな感じはしない。体格もぼくの方がやや有利。ただこいつの黒い顔は、目のまわりだけがうっすらと白くて、何やら不ぶ気き味みな迫はく力りよくがあった。

　そんな思いはおくびにも出さず、ぼくはもう一度、ゆっくりと宣言した。

「もう一度、言ってみろよ」

　凄すごみをきかせたつもりだったけれど、完全に失敗していた。自分でも驚おどろくほど、その声は震えていたんだ。奴は冷ややかな笑いを浮かべて、言った。

「何度でも、言ってやるさ。おまえの……」

　そのアルトの声がぼくの頭に入ると、どこからかカーッという音が聞こえてきて、頭の中が煮にえるような感じがした。

「おまえの妹は、き……」

　言葉はそこで途切れた。

　ぼくの頭は真っ白で、気がついたら全力疾しつ走そうしていた。身を低くして、まっすぐに、猛もう然ぜんと突っ込んでいた。

　ぶつかる！

　そう思った瞬しゆん間かん、ぼくの顔に固い何かがぶつかって来た。

　くらっ、ときた。天地がぐるりとまわったような気がした。ぼくの身体からだは、大きく右にバランスを崩くずして……倒れこそしなかったものの、止まることもできず、しかも、ぼくの進路は奴やつからそれて、まっすぐにコンクリートの支柱に向かっていた。

　そしてぼくの身体は、運動の第一法則に従したがうのだった。つまり……慣かん性せいの法則。

　痛みは、なかった。

　そのかわり鼻がツーンとして、しびれたような感じだけがあった。それは、鮫さめ皮がわでおろしたわさびが鼻にくるのとは、全く異なる感覚だった。マスタードでもなければ唐とう辛がら子しでもない。ひょっとしたら……からし蓮れん根こんか？

　ぼくは考え込んで、そして、こんなことを考えている場合ではないことを思い出した。

　我に返った。

　遅かった。

　顔を上げると、奴やつはすぐ目の前にいて、そして……。

　そしてぼくは、宙ちゆうに舞まった。
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　一度、二度。続けざまに衝しよう撃げきが走る。

「どんな雨も、いつかはやむ。心を閉じてじっと待っていれば、濡ぬれずに済む……」

　お父さんが、こんなことを言っていたっけ。

　だとすれば、ぼくの背中に降り注ぐこの雨も、いつかはやむのだろうか。

　ぼくはずいぶん奮ふん闘とうしたつもりだった。あいつも、パンチを五発はくらってる。それなのに、どういうわけか、倒れているのはぼくの方だった。

　もうほんとうに、こてんぱんにやられている。そして、ただただじっと耐えている。

　涙なみだがあふれてきそうだった。

　痛さに耐えかねたわけじゃない。少しも抵抗できない自分が情けなかったんだ。

　全すべての感覚が麻ま痺ひしていた。身体の痛みも、時間の感覚もなくなっていた。

　だから待つことなど、苦痛ではなかったのに。




　どれだけの時が過ぎたのだろう。

　いつのまにか、ケリの雨はやんでいた。

「カツマタぁ、命拾いしたな。アマモリに、ちゃーんと礼言っとけよ」

　オリジナリティのかけらもない、馬鹿が使う典型的な捨てゼリフが降ってきた。

　足音が遠ざかる。

　ぼくは、ゆらりと立ち上がった。

　にぶい痛みが走って、思わずうめき声がもれる。身体についた砂を払いながらあたりを見ると、宿しゆく敵てきの姿はなかった。見えるのは黒ずんだコンクリートばかり。

　気配に振り向くと、若い男がこちらに向かってきていた。

　ずいぶんでっかい男だった。見上げるような大男だ。このくそ暑いのに、男は黒いトレーナーの上に革かわジャンを羽は織おっていて、ゴワゴワのジーパンをはき、おまけに革かわ手て袋ぶくろまではめていた。これでサングラスでもかければ、立りつ派ぱなチンピラの出来上がりだ。

　けれど、じつは彼が小学生だということを、ぼくは知っていた。

　少年はぼくの側そばまでやって来ると、顔をしかめた。

　頰ほお骨ぼねの出た顔は野性的な感じなのだが、彼はとても優やさしい目をしている。この目を見ているとついついニッコリしてしまう、そんな目だ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ひかる。ずいぶん派は手でにやられましたね」

　彼の声はハスキーな低音で、渋くてかっこいい……しゃべりがですます調でなければ。

　ぼくは返事のかわりに微笑ほほえみを返した、つもりだった。けど、何だか顔全体が腫はれぼったくて、ひきつった笑顔になってしまった。

「鼻血、出てますよ」

　顔をなでたら、手にべっとりと血がついた。




　　　　３




　七月の空の下した、ぼくは大の字になって寝っころがっていた。

　市街地から自転車で一時間ほどのところに、ここ友とも井い町ちようはある。まるでここだけがまだ二十世紀であるような、そんな田舎いなか町まちだ。別の言い方をすれば、文明後進地帯。

　街の方を見れば、それはハッキリと分かる。

　妙みような形の巨きよ大だいな建たて物もの、空中に張り巡めぐらされた道路、音速列車の高架チューブ……。そして夜にもなれば、南の方にいくつもの流れ星が見える。それは塵ちりでも隕いん石せきでもなくて、宇宙港に降下して行く宇宙船の姿なんだ。

　友井町には、そういう二十一世紀の象しよう徴ちようとも言えるものが、ことごとく欠かけていた。唯ゆい一いつ、音速列車のチューブだけが通っている……ほら、すぐそこに。けれど、それもただ通っているだけで、駅などはない。要するに素通りだ。

　けど、そんなのはどうだっていい。どうせぼくら子どもには縁のない物ばかりだから。

　それよりもこんな日は、空を見ていた方がいい。七月の熱風も、芝生しばふの上ではそれほど熱く感じない。とってもいい気持ちだ。

　真っ青な空。こんな雲一つない空をながめていると、それは白にも、紫むらさきにも、緑にも思えてくる。空の色は空色と言うけれど、その色は、誰がどうやって決めたんだろう。

　遠くを見やると、山々の間から富士山がひょっこり顔を出していた。富士山はいつも見ているけれど、今日のは特に大きくて、立りつ派ぱに見える。

　ぼくは寝たまま首だけを回して、隣となりの少年に声をかけた。

「キャンディ、見なよ。今日の富士山」

　ちょっと鼻声だったからか、キャンディはクスリと笑った。

　彼の本名は、雨森康やす雄お。雨森は「うもり」とか「あめのもり」ではなくて「あまもり」と発音するのだそうだ。当然、「屋根が傷いたんでるぞ」と、からかう奴が現れるけど、彼は決して怒らない。にっこり笑って聞いている。

　そんな彼はどういうわけか、「キャンディ」という可愛かわいらしい愛あい称しようで親しまれていた。体格からは想像もつかないあだ名だけれど、何となく似合っていておかしい。本人も嫌いやがってはいないみたいなので、ぼくもそう呼ばせてもらっている。

　もっとも、親しくない人、特に女子がそう呼ぶと、キャンディも不ふ機き嫌げんになるけどね。

「うん、いい富士山ですね。特に、けんかに負けた後はすがすがしくて」

　キャンディに悪気はなかったとは思うが、ちょっとばかり腹が立った。

「別に負けちゃいないさ。だいいち、なんだよ。せっかく逆パンダの野郎をギュッと言わせてやるところだったのに、ひとの邪じや魔ましてさ」

　思いっきりうそぶいた。

「逆パンダって、伊い藤とうのことですか？」

「そう。パンダってのは、顔が白くて、目のまわりが黒いだろう。あいつはさ、顔は黒くて、目のまわりだけ白いから」

　キャンディは豪ごう快かいに笑った。

「それで『逆パンダ』ですか。でも、ひかるはその逆パンダに、メチャクチャにやられてたみたいに見えたんですけど」

「あれは……そう、作戦だったんだよ。油ゆ断だんさせといて、一気に逆転するつもりだったんだ。キャンディが通りかからなかったら」

　通りかからなかったらこてんぱんに、と言いかけて、ふと思った。

　キャンディは、どうして、こんなところへ来たのだろう。

　見れば、まだかばんも持っている。明らかに学校の帰りだけれど、それにしてもおかしい。だって、キャンディの家はまるっきり反対方向なんだから。

「僕が通りかからなかったら、何ですか？」

「いや、まあ。それより、何だってこんなところに？　帰り道ってことはないだろう」
















　強ごう引いんに話をそらせて僕ぼくが聞くと、キャンディはちょっと肩をすくめて、首をかしげた。

「うーん、ひかるには話すべきですかねぇ」

　思わせぶりなことを言う。

「なんだよ、話せよ。教えてくれよ」

「ちょっと待った。ひかるの方こそ、何でこんなところでケンカしてたんですか」

　さすがにキャンディはするどい。ぼくは、しどろもどろになって答えた。

「今日は、金曜日だからさ。金曜日はいつも、ちょっと寄り道してから帰るんだよ。今日はたまたま、あいつに出会って、ケンカ売られて。それでああなったというわけさ」

「へえ。で、どこへ寄り道したんですか？　それとも、これからするんですか」

「妹のことは話したっけ？」

　だしぬけにぼくは言った。

「妹？」

　キャンディはつぶやいた。と、突然真剣な顔になって、ぼくの顔をのぞき込んだ。

「その、ひかるの妹さんですけど、超能力があるとかないとか言ってましたね。ほんとですか？」

「ほんとだよ。断じてほんとさ」

「なんとか、会わせてもらえませんか」

　ぱっと手を合わせた。キャンディの必ひつ殺さつ技わざ、おがみ倒しだ。

「実はぼく、今からその妹を迎むかえに行くんだけど……」

　言い終わらないうちに、キャンディはパァッと顔を輝かがやかせた。

「そうですか！　こりゃあいい。ひかる、僕も連れてってくださいよ」

　そう言って迫せまって来る。ここまでされると、さすがにぼくも断れないけれど、

「だけどまだ、鼻血がさ」

　いちおう、最後の抵抗をしてみた。

「何言ってるんですか、もうとっくに止まってますよ」

　言うがはやいか、ぼくの鼻から生はえたティッシュを、乱暴に引っこ抜いた。

「うわ、何すんだよ」

　どばっと血があふれ出す……と思ったけれど、いくら待っても血は出て来なかった。
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　歩くこと十五分。

　このあたりまで来ると、田んぼや畑もちらほらと見えてくる。のどかな田でん園えん風ふう景けい、というのとはちょっと違うけれど、これはこれでなかなか風ふ情ぜいがある。

　今、目の前にはとてつもなく広い空あき地が広がっていた。

　その中央には、水をたたえた大きな池。

　このあたり一帯は遊ゆう水すい池ちといって、洪こう水ずいを防ぐための人工のため池なんだ。川があふれるほどの大雨が降ると、広い空き地も水みず浸びたしになって、ものすごくでっかい湖が現れる。

　そして、バカみたいに晴れたこんな日には、カメラを持ってコソコソしている人をよく見かける。のぞきの名所だから、じゃなくて、水鳥がいるからだ。

　ぼくは池から、その側そばの小高い丘に目を移した。

「あれがそうだよ」

　それは緑と白のだんだら模も様ようで、できそこないの積み木のように見えた。

　近付くにつれて、建物の姿がはっきりと見えてくる。

　門は半分さびかかってオンボロ。生いけ垣がきもあまり手入れされてないみたいだ。白い壁は大部分がツタに覆おおわれて、ところどころに花まで咲さいていた。

「なんだかスゴイところですね……」

　キャンディの口から、うめき声がもれる。

「中はそんなでもないって。さ、行こう」

　正面には自動ドアがあった。左の方は庭に続いていて、その向こうには池が見える。

　ドアの横には大きな札がかけてあって、何かが描かれていた。よく見ると、それは意い匠しようを凝こらした絵文字で、こう読めた。

「お茶の子広場。……なんなんですか。このセンスの悪い名前は」

　うなるキャンディ。引きつった笑みが浮かんでいる。

　いったい「お茶の子」とは何なのか意味不明だし、たしかに語ご呂ろも悪い。とは思うけど、実を言うとぼくは、このふるさとの香り漂ただよう名前がけっこう気に入っていたのだ。

「名前なんか、どうでもいいだろう」

「だけど、僕なんかが入ってもいいんですか？　なんかヤバそうですけど」

　キャンディはなぜか渋しぶっている。連れてけって言ってたのは自分のくせに。

「大だい丈じよう夫ぶだって、見学者はいつでも歓かん迎げいさ」

　ぼくが前に立つと、自動ドアは、音もなく左右に開いた。
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　自動ドアの向こうには、淡あわい黄色のじゅうたんが、ずっと奥まで続いている。

　外から見ると汚きたならしかったけれど、中は割とこざっぱりしていた。真っ白な壁に間かん接せつ照しよう明めいが当たっていて、とても明るい感じだ。

　何と言っても嬉うれしいのは、冷房がバッチリ利きいていること。外はこれでもかと言うほど暑かったから、本当に生きた心地ここちがする。思わず、「ハァー、極楽ゴクラク」とつぶやきそうになったくらいだ。

　ぼくらは玄げん関かんで靴くつを脱いで、下げ駄た箱ばこのスリッパと交換した。

「キャンディ、ついてきなよ。それとも恐こわい？」

　キャンディは、何やらキョロキョロしている。

「恐いわけがないでしょう。ちょっといろいろ見ていただけですよ」

　と、こんなやり取りをしながら、ぼくら二人は廊ろう下かの奥へと進んで行った。

　廊ろう下かの左右には窓があって、その向こうは部屋になっている。ガラス窓の部屋にさしかかると、キャンディは、いちいち中をのぞいた。

　教室に似た部屋や会議室のような部屋もあったけれど、小さな砂場や盆ぼん栽さいのある部屋とか、変な絵が飾かざってある部屋とか、わけの分からないものの方が多かった。大きな部屋には子どもが五、六人と先生のような人がいて、授業をやっているように見えた。他にも、テストを受けていたり、砂の上におもちゃを並べていたり。

　そんな光景を珍めずらしそうに眺ながめるキャンディをせかしつつ、ぼくはようやく曲り角までやって来た。木でできた、片開きのとびら。静かにノックすると、「どうぞ」と声がした。ぼくはノブに手をかけた。ひねって引っぱると、カチリと音がして、ドアは開いた。




　　　　３




　小さな部屋だった。じゅうたんの色は緑がかった水色で、淡いピンクの壁には派は手でな原色の丸や四角や三角が踊っている。

　まず目に入ったのが、正面にあるおもちゃ箱だ。大きめのみかん箱の中に、ぬいぐるみやバス、ままごとセットや積み木なんかが、あふれんばかりに詰まっている。左の方にもこれでもかというほどおもちゃが積み上げられて、まるで天国のような部屋だった。

　右の方を見ると、大きな窓が切ってある。窓の外は庭で、小さな池と砂場があった。ちっちゃい子どもが、二、三人、仲よく遊んだり取っ組み合ったりしている。

　そして、その窓まど際ぎわに二人の姿。なぜか女の人が体育座ずわりをしていて、その前には、女の子がうつぶせになって寝っ転がっているのだった。

　女の子の背せ丈たけは、ぼくよりほんのちょっと低くて、どっちかというと瘦やせ型。髪はおさげで、丈の長い長袖そでのワンピースを着ている。明るい若草色で、ひらひらのいっぱいついたかわいらしいやつだ。

「こんにちは、ひかる君。後ろの大きい人は、あなたのお友達？」

　いつのまにか女の人は、ぼくの前に来ていた。この人は大学院生で、中なか根ねさんという。

「こんにちは、中根さん。こいつは……」

「あ、はじめまして。僕、雨あま森もりっていいます。雨の降る森です。ひかるとは、おんなじクラスで、友達です。よろしく」

　キャンディは、一気に自じ己こ紹しよう介かいをした。ぼくはすかさず、大たい切せつなことを補おぎなった。

「あだ名はキャンディっていうんだよ」

「ひかる、余計なこと言わないでくださいよ。この人にまでキャンディなんて呼ばれたら、僕、一か月は立ち直れませんよ」

　それを聞いて、中根さんはひとしきり笑った。それから、静かに女の子の方に歩み寄って、側そばにしゃがみ込んだ。

「ほら、ひかる君が迎むかえに来てくれたわよ」

　中根さんは優やさしく声をかける。

　と、今まで身じろぎひとつしなかった女の子が、ぴょこん、と立ち上がった。

　両目を軽く閉じて、微笑ほほえんでいる。

　マシュマロみたいな柔やわらかそうなほっぺたに、ちいさなえくぼができていた。その笑顔は、まるでできたてのオムレツみたいだ。ふわっとしてて、ほんのり暖あたたかくて、卵と牛乳のやさしい味がする、お母さんのオムレツ。

　もしぼくがクリスチャンだったら、天使のような笑顔だと表現したかも知れない。

　……なんて、ものすごい誉ほめようだけど、だって、そりゃかわいいに決まってる。なにしろこの子は、ぼくの妹なんだから。

　そう。この子がぼくの妹、水み無な月づききららだ。

　きららは目を閉じたまま、ぼくに手を差し延べていた。

「迎えに来たよ。きらら」

　ぼくはその手を取って、両手で包つつんだ。

　きららはにっこり笑って、

「うん。でもひかる、遅おそかったね」

　一応ぼくが兄ではあるんだけれど、ぼくらは双ふた子ごで、誕たん生じよう日びは一日しか違わない。だからきららは、平気でぼくを呼び捨てにする。もっとも、きららがぼくを「おにいちゃん」と呼ぶとろくなことがないんだけどね。

「遅れてごめん。いろいろあってさ」

　ぼくは、きららと手をつないだ。

「それじゃあ、中根さん。どうも、ありがとうございました。さようなら」

「ええ、さょうなら、ひかるくん、きららちゃん、それから雨森君も」

「あ、さようなら、中根さん」

　ちょっとおじぎして、キャンディも言った。

　そしてぼくらは、部屋を出て行こうとした。

「きららちゃん、バイバイ」

　最後に中根さんは、もう一度言った。

　けれど、きららは答えない。そっちの方を見向きもしない。両目は閉ざされたままだけれど、あの微笑ほほえみは消えていた。

「さ、さようなら、中根さん。それじゃ、ぼくらはこれで」

　仕方ないので、ぼくがかわりに挨あい拶さつしておいた。
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　この時季には普通、コート掛かけには上うわ着ぎなんてかかっていない。

　けれどそこには、一着だけオーバーが。やまぶき色で、真っ白いふさふさの裏地がついた、あったかそうなやつだ。フードには、かわいいネコの耳みたいなのがついている。

　ぼくはそれをひょいと取って、きららに羽は織おらせてやった。

　きららは相変わらず目を閉じたままで、襟えり元もとを合わせ、フードをかぶった。このくそ暑いのに、きららはとんでもない厚着派なのだ。

「ありがと、ひかる。ついでに杖つえも取ってくれる？」

「いいよ。えーっと……」

　きららの杖は、見ればすぐに分かる。

　傘かさ立たてを見ると、一本だけ、取っ手にえびがついているステッキがあった。もちろん、えびは生きてない、作り物だけどね。えびはおせち料理にも入っている縁えん起ぎ物だから、きっとこれも縁えん起ぎがいいんだろう。

　ぼくはそれを、きららの左手ににぎらせてやった。

「うん、ありがと」

　杖を受け取ると、きららは自分で靴をはいて、出口の方へどんどん歩いて行く。

　自動ドアがすうっと開いて、きららに道をあけた。

「あ、ちょっと待てよ。一人で……」

「ひかる、ちょっと」

　キャンディだった。申し訳なさそうに、小声でキャンディは言った。

「こんなこと言うとあれだけど、きららさんて……ちょっと変じゃないですか？」

「変だったら悪い？」

「いや、悪くはないですけど。さっきから目をつぶったままだし、不ふ思し議ぎな子ですよね」

「うん、あいつ、目が見えないんだよ」

　ぼくはさらりと言ったが、キャンディはハッとなった。

「そうか……。僕、悪いこと言っちゃいましたね」

　ぼくは首を左右にした。

「別に気にしないさ。もう六年だもの、慣なれっこだよ。目が見えなくても、大たい抵ていのことは一人でできるしね。それより、そんなふうに気を遣つかわれる方が嫌いやがるよ」

　それにきららだって、キャンディみたいな奴と友達になりたいんだよ。




　建物から出て、ぼくはウーンと背伸びをした。むわーんと暑い。

　空はまだ晴れていたけれども、西の方から、ちょこっと雲が出て来た。

　ぼくは、急いできららを捜さがした。

　きららは、すぐに見つかった。門の手前で、ひっくり返っていたんだ。

「どうした、きらら」

　何があったのかは、聞くまでもなかった。

　すぐ目の前には木があって、ちょうどおでこの高さに枝えだが張り出している。そしてきららのおでこには、そのあとがくっきり残っていたんだ。

「だから言ったろ、一人で歩くなって……」
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　きららの手はやわらかいんだけど、暖かくてぬるいような、不思議な感じがする。

　誤ご解かいのないように言っておくと、手をつないでいるのは、目の見えないきららを誘ゆう導どうするためではない。単に誘導するんだったら、肩につかまってもらった方がいいんだ。そうすれば身体の回転も伝わるから、次にどっちに曲がるのか、きららにも分かりやすい。

　手をつないでいる真の理由は……禁断の愛が芽め生ばえてるだなんて、冗じよう談だんじゃない。きららに逃げられると、このぼくが困こまるからだ。

「僕ぼくは誤解してませんよ。仲のいい兄妹だな、って思っただけです」

　キャンディがそう言ってくれたので、僕はほっと胸むねをなで下ろした。

「ほんとは、わたしのこと好きなんだよね」

　きららは何か言っていたが、無視して門の外へ向かう。

　と、門をくぐってこちらへ入って来る人たちがいた。一人はおばさん、もう一人は小さな男の子。ぼくらより二つ三つ下といったところかな。……おばさんが、じゃないよ。

「こんにちは」「こんにちは」

　ぼくがあいさつすると、おばさんもあいさつを返した。

「水み無な月づきさん、相変わらず元気みたいね」

　呼ばれたきららはおばさんを無視して、子どもの方に近付いた。

「ひょっとしてケンちゃん？　しばらく会わないうちに、大きくなったねー」

　彼の頭に手を置いて、嬉うれしそうに言う。きららはチビだけど、彼よりは背が高かった。

「ねえ、ケンちゃん」

　ニコニコしながら、きららは聞いた。

「ケンちゃん。一九七五年の、九月二十二日は何曜日？」

　ところがそのケンちゃんは、きららの手を乱らん暴ぼうに払いのけたのだ。

「え、何？　どうしたの？」

　戸と惑まどうきらら。

「きららさん。どうしてこのボクに、そんなつまらないことを聞くんですか」

　ケンちゃんはボーイソプラノで、ハッキリ言った。

「ボクは、この施し設せつに来ている人たちの中で、あなたが最も知的水準が高いと思っていましたが、ハッキリ言って失望しましたよ。政治や経済について論ろんじようとはボクも思っていませんが、せめてユングやフロ……」

「こら、ケンイチ。ごめんなさいね、今日はちょっとあいさつに来ただけなのに」

　きららはもう、泣きそうな顔をしている。ぼくはそっと、その手を握り締しめた。

「それじゃあ、これで……。ほら、ケンイチ」

　二人はそのまま、建物の中へ消えた。

「……なんだよ、あいつ」

「わたしの知ってたケンちゃんじゃない」

　きららは、首を力なく振った。

「ケンちゃんはちょっとトボけて優しくて、いつもニコニコ笑ってたのよ。何月何日は何曜日、って聞くとね、ものすごく嬉しそうにして、得意げに答えてくれたの……」

「もう何年も会ってなかったよな」

「うん。たしか二年くらい前、何とかクリニックっていう、どっかの病院に入院したって聞いてたけど……」

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、きららだった。

「……ま、どうでもいいや。早く帰ろうよ」

　どうでもよくはないんじゃないか？

　どうでもいいの一言で片付けてしまうあたり、やっぱりきららもお母さんの子だ。

「そうだね。日が暮れないうちに」

　ここから家まで、ゆっくり歩いて十五分だ。

「あ、二人とも、ちょっと待ってくださいよ。僕の用事はどうなるんですか」

　そうだった。その前に寄るところがあったんだっけ。

「用事って、何？」

　ぼくはきららに、これからのことを説明してやった。
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「マシュマロみたいな、めーだからー」

　きららは、ものすごくきれいな声をしている。澄すんでいて、頭のてっぺんに響ひびいて来るような声。聞いていると、なんだかくすぐったくなってくる。多分こういうのを、鈴すず虫むしを転ころばすような声、と言うのだろう……じゃなかった。鈴を転がすような声、だっけ。

　きららはぼくのすぐ左にいて、左手には杖つえ、右手にはぼくの手をにぎっていた。

　杖をマイクであるかのごとく振りかざして、きららは歌う。

「えびかにイカだけ、撃うったらＡねー」

　ぼくらは今、歩道を歩いていて、すぐ右には車がビュンビュン走っている。

　ちなみに車はエアカーなどではなく、タイヤつきの四輪車だ。残念ながら、日本ではエアカーは一台も走っていない。どうしても見たければ、アフリカか中国へ行くといい。

「きららぁ……。歌もいいけど、こんなとこで歌わないでよ」

　たしかに、きららは声はいい。けど、あんまり歌は上じよう手ずじゃないんだ、これが。なぜ合がつ唱しよう歌かに演えん歌か風のこぶしがつくのか理解に苦しむし、歌詞も音程も相当怪あやしい。それを大声で、しかもぼくのすぐ隣となりでやるんだから、たまらない。

「きららっ！　ぬかみそは大事にしろ！」

　ぼくが強く言ったら、歌はやんだ。

「何それ。どういう意味？　ひかるのくせに、ちょっと生なま意い気きなんじゃない？」

「お前はジャイアンか？　そんなこと言うと、手、つないでやらないぞ」

「いいよ別に。一人で歩けるもん」

　きららは言った。それをやられると困こまるから、わざわざ手をつないでいるのだ。

「そういう問題じゃないだろ。おまえが……」

「双ふた子ごかぁ。いいなぁ」

　そう言って、キャンディは微笑ほほえんだ。

「どぉーこが」

「まあ、ひかるは盲もう導どう犬けんと同じくらい、役には立つけどね」

「な、こんなやつが妹なんだぜ」

　キャンディはなぜか笑いころげた。

「なんだかんだ言って、やっぱり仲がいいんですね」

　そうかなあ。

「ねえ、あの、きららさん……って、呼んでもいいですか」

「え、わたし？　うん、いいよ」

「きららさんって名前、どういう字なんですか？」

「単なるひらがな。ひかるとおんなじ」

　きららとキャンディは、もうずいぶん親しげに話をしている。なんだかよく分からないけど、ちょっと嫌いやな感じだ。

「目が見えないんですか？　大変ですね」

「うん、ま、ちょっとだけね」

　キャンディ、もうちょっと言葉を選べよ。

「でも、ほとんどのことは一人でできるし、一人で家まで帰れるし……」

　意外に思うかも知れないけれど、きららは、目の前が壁かべかどうかちゃんと識しき別べつできる。微び妙みような音の反響で分かるらしいんだ。だから、壁に激突することはほとんどない……ただし、頭の高さに枝えだが張り出しているような場合は例外だ。

「ところが困ったことに、こいつ、ものすごい方向音痴なんだ」

　ぼくが言うと、ヨケイナコト言ウナとばかりに、きららはぼくをこづいた。

「そうですね。目印とか、分からないから」

　キャンディは、あくまできららの肩を持つ。

「いやいや、そんなんじゃないの。こいつはちーっちゃい時から、とんでもない方向音痴だったんだ。目が見えてた時から」

「へぇ」

「そのかわり、他の感覚はすごいんだ。足音を聞いただけで、その人のことがなんでも分かっちゃうし」

　ぼくが言うと、きららは両手を腰に当てて、不敵に笑った。

「ふっふっふ。実はそうなの。キャンディのこと、当ててあげるね」

「！」

　きららは何なに気げなく言ったけれど、その瞬しゆん間かん、空から［ガーン」という巨大な文字が降って来て、キャンディの後ろ頭にぶつかって砕くだけるのが、ぼくにはハッキリと見えた。

　もっともきらら自身は、キャンディを傷つけたとは、夢にも思ってないんだろうな。

「うーんとねぇ、身長は百七十、体重は七十……七十はないかな。六十八くらい。で、体育が得意で、スポーツテストはもちろん一級。それでねぇ、空から手てか、それとも合あい気き道どうか、とにかく武道をやってるでしょ。学校の成績は普通くらいだけど、ちょっと社会が得意で算数は苦にが手て。で、機械にもちょっと詳くわしくて、修理なんかも得意。あと、校内書道コンクールで銅賞をとれるくらいの習字の腕前もある」

　きららは一気に、さらりと言ってのけた。

「すごい！　全部当たってる！　足音だけでこんなにも分かるものなんですね……」

　キャンディは感かん無む量りようといった感じで、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。でもねえ。いくらなんでも、書道コンクールのことまで分かるはずはないと思うんだけどね。

「キャンディ。だまされてるぞ」

　え？　という感じで、キャンディはぼくを見、きららを見た。

「ぼくがきららに、キャンディのこと。話してないとでも思う？」

「あ、そうか」

「へへへー、ばれたか。でも、身長と体重はあってたでしょ」

「そうですね。それだけでもすごいですよ」

　そんなこんなでワイワイやっているうちに、交こう差さ点てんに差しかかった。ここを右に曲がるとぼくんち、まっすぐ行くとキャンディの家。もちろん、きららはぼくと同じ家だ。

「交差点を渡って、左に行くからね」

「うん。いつもと反対ね」

　横断歩道の三歩前で立ち止まって、待つ。

　信号が緑に変わった。滑すべり込みの車が猛もうスピードで通過するのを見送ってから、

「よし、大だい丈じよう夫ぶ。行こう」

　きららの手を引いて、ゆっくりと横断歩道を渡る。左折車がプップーッとクラクションを鳴ならすたびに、きららはビクッと身体を震ふるわせた。

　そんなきららをかばいつつ、完全にマイペースで横断歩道を渡り切った。もう信号は赤に変わっている。後ろから罵ば声せいが聞こえたが、そんなのは無視だ。

　今度は道の右側を歩くことになるので、ぼくはきららと入れ替わった。左側にぼく、右側にきらら。

　こうしてぼくら三人は、それから五分くらい歩いたかな。
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　マンションというのは英語で、豪ごう邸ていという意味だ。お父さんは、そう言ってた。

　けれど日本では、こんなボロい建物をマンションと呼ぶらしい。

　この鉄てつ筋きん三階建て、築五十年の建物は『お茶の子』の三・一四倍はボロかった。壁なんか、きっともともとは白だったんだろうなあ、という感じで、今はもうなんとも形容し難がたい、微び妙みような色しき彩さいをかもし出している。あえて表現するなら、利り休きゆうねずみというか、アオミドロというか、ドブというか……そんな色だ。

　そして、この今にも崩くずれ落ちそうな豪邸に、柿かき田た平へい太たは住んでいるはずだった。

「左に曲がるからね」

　四角く切り取られた入口をくぐると、階段があった。

　きららは、階段でも平気だ。杖でこつこつつっつきながら、つかつか上る。

　三階の突き当たりまで来ると、あめ色のドアがあった。「柿田」と表札が出ている。

「きらら。分かってるね？」

　きららがうなずくのを確認してから、ぼくはチャイムを押した。

　リンロン、リロン。リロリロン。

　何回も鳴らしていると、カチャ、チャリチャリ、ゴットン、と音がした。

　グギキキキキィ……。

　ドアがすごい音を立てて、ゆっくりと開く。ドアの隙すき間まから、ひょこっと顔が出た。

「あの、何でしょうか」

　四十がらみの、髪かみの薄くなりかけたおじさんだった。ちょっと神経質そうな感じだ。

「あ、すいません。平太君いますか？」

　キャンディは、にこやかに微笑ほほえみながら尋たずねた。

「また君か……。そっちの二人もクラスメイトかい？」

「はい」

　ぼくは答えた。きららは無言のままだ。

　きららを見たおじさんが表情を変えるのが、ハッキリと分かった。

「平太はいない。帰ってくれ」

　おじさんは言い放って、ドアを閉めようとする。

「あ、じゃあ、どこにいるのか教えてくださ……」

　言い終わらないうちに、顔は引っ込んだ。

　バターン。ゴトン、ガチャガシャ。

　無情にもドアは堅かたく閉ざされて、ごていねいにチエーンまで掛けられた。
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　結局あれからおじさんは、全く、なーんにも言ってくれなかった。

　あげくのはてには「警察を呼ぶぞ！」と言い出したので、ぼくらは仕し方かたなく引き下がった。別に悪いことをしたわけじゃないんだから、平気なはずなんだけどね。

「別に、逃げることはなかったのに」

「逃げたんじゃない、戦略的撤てつ退たいだよ。もう、目的は果たしてる」

　ぼくはうそぶいた。ほんとはちょっと警察も恐こわかったんだよね。

「目的を果たしてるって、どういうことですか。ひかる、まさか、柿田がどこでどうなっていようと知ったこっちゃない、なんて言い出すんじゃないでしょうね」

「誰もそんなことは言ってないだろ。ぼくだって心配さ」

　ぼくだって柿田のクラスメイトだ。友達だ。その友達が五日間も無断欠席している上に家に行ってみればあの始し末まつなんだから。これを心配するなという方が無理だ。

　思えば、柿田が転校してきたのは、去年の六月のことだった。ぼくやキャンディと同じ四年一組に、柿田は編へん入にゆうされたんだ。

　柿田はとても頭がよくて、物知りだった。ぼくは柿田に、算数でも社会でも、ついでに言えば身長でもかなわない。ただ、理科だけは互ご角かくの勝負をしていて、お互いに競い合っていた。ぼくも柿田も体育がひどく苦にが手てだったから、気が合ったんだ。

　ぼくの親友のキャンディと柿田も、すぐに仲良くなった。

　五年生になって、みんなはバラバラになったけど、ぼくとキャンディ、柿田の三人は、そろって同じ組になったんだ。柿田は、ぼくやキャンディと同じ組になれたって言って、本当に喜んでいた。

　五年二組の担任は、里中という先生だった。

　最初は楽しかった。が、五月頃だっただろうか。あの「石せつ灰かい水すい事件」が起こったんだ。

　柿田は、変わった。

「わっ！」

　突然、耳元で大声がした。

「うわ、なんだよ、きらら」

「なんだよとはなによ。さっきから、ずっと呼んでたのよ。どうせ、一人で回想シーンに入ってたんでしょ。まったく、ひかるには空想癖へきがあるから……」

　図ず星ぼしだった。

「うん、まあ。ごめん」

　いつのまにやら、ぼくたちは広い通りに出ていた。きららが車道側を歩いているのに気がついて、あわてて入れ替わる。

「結局、何のために柿田の家へ行ったんですか」

　キャンディは、ぼくを責せめた。でも、忘れているのはキャンディの方だ。

「何のためにって、そりゃもちろん、きららを親父おやじさんに会わせるためさ。何のために、きららを連れて来たと思ってるんだ？」

「でも、足音で、柿田の居場所までは……」

　はぁ？　ははぁ、キャンディの奴、きららのことを誤解してるな。

「キャンディ、最初は、きららが他人の心を読むと思ってたんだろ」

「……でも、足音でその人が分かるってのもすごいですよ」

　やっぱりだ。

「キャンディ、だまされてるぞ」

「どういうことですか？」

　キャンディはけげんそうに眉まゆを寄せて、ぼくときららをかわりばんこに見た。

「きららはたしかに足音を聞くけど、実は、心も読むんだよ。な、きらら」

「うーん、読むって言うのはちょっと違うけど。どっちかって言うと聞くって感じかな」

「心を、聞く？」

　キャンディの眉み間けんのしわは、まだ消えない。

「うん。声とおんなじでね、強く念じたことは大声で聞こえるし、ちらっと考えたことは聴きこうとしないと聞こえてこないの」

「へぇ」

　キャンディは、まだ半はん信しん半はん疑ぎみたいだ。

　きららはにこっと笑って、言った。

「ほんとかなあ。たしかにこの子はすごいみたいだけど、どうもほら臭くさいなあ。第一、ひかるの妹だっていうところからして怪あやしい……ん？　何を言ってるんだこの子は。げ。ほんとに心を読まれてるみたいだぞ。あー、あー、本日は晴せい天てんなり」

　キャンディの思ったことを、そのまま、きららが口に出しているんだ。

　きららはさらに続けた。

「うーん。こんなのはどうかな。隣となりの客は良く柿食う客だ。たけやぶにたけたけたてた。バスガスばすばす、赤パジャマ黄パジャマぱちゃまじゃ……あれ？」

　ぼくは思わず、腹を抱かかえて笑ってしまった。

「もう！　でも、ひかるは噓うそついてなかったでしょ、キャンディ」

　キャンディは無言でうなずいた。

「聞かせてくれるかい、きらら。あのおじさんの心の声を」

「うん……」

　きららはうつむき加減になって、言葉を濁にごした。

「あのおじさんの思ったことをまとめると、たぶん、柿田、って人は、その……」

　きららは、とつとつと語りはじめた。
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「柿田君は、五年生になってからは、なんだか調ちよう子しがおかしかったみたい。しゃべらなくなったし、夜中に時とき々どき、泣いてたんだって、学校も休みがちになったって」

「……続けて」

「うん。それで、その……うん。うーと、先週の金曜日のことだけど」

　いよいよ核心の部分だ。

「金曜日、何があったって？」

「うん。その、なんて言うのかな。柿田君は、あのマンションの三階から……」

　三階、から、と来たら、後に続く言葉は……。

「まさか、飛び降りたんじゃあ」

　無情にも、きららの首は、縦たてに動いた。

「でも、わたしのせいじゃないよ」

「当たり前だろ。それで、どうなった？　まさか」

　今度は、きららの首は横に動いてくれた。

「植うえ木きがクッションの役目をして、かすり傷で済んだって」

　ふぅーっ。ぼくとキャンディは、ほっと胸をなで下ろした。

「それで、きららさん。その後は」

「病院へ行ったの」

「かすり傷だったんだろ？　その後だってば」

　ぼくはイライラしてきた。

「そうじゃないの。怪け我がを治なおすために病院へ行ったって意味じゃなくてね、その……」

　きららは、またうつむいてしまった。

　しばらくの沈黙の後、きららは顔を上げた。

「柿田君は今、病院にいるはずよ。デアトラウム神経クリニック、ってところに。身体からだじゃなくて、心の病気だってことで」

「きらら……」

　ぼくは手に力を込めた。

「で、その何とかクリニックはどこにあるんですか？」

　キャンディは、あくまで柿田の味方だ。きららじゃなくて。

「宇宙港の近くだって」

「宇宙港って言ったら、海の向こうじゃないですか」

「それで、どうするつもりなんだ、キャンディ」

「連れ戻します」

　キャンディはまた、とんでもないことを言い出す。

「だって、病気が治れば帰って来るんだろう？」

「あいつのどこが病気なんですか。僕がもっと早く、悩なやみを聞いてやればよかったんだ」

　キャンディの歯ぎしりの音が聞こえてきそうだった。

「しようがないよ。キャンディのせいじゃない。大だい丈じよう夫ぶ、柿田はちゃんと帰ってくるさ」

「冷たいんですね、ひかる。たしかに、いつかは帰ってくるでしょうが……」

「うん、帰ってくるよ」

　答えたのは、きららだった。

「帰ってくるよ。ケンちゃんみたいになってね」

「えっ？」

「思い出したの。ケンちゃんの行った病院の名前」

「……なんたらかんたら、か」

　きららは無言で、力なくうなずいた。三人とも、しばらく黙だまっていたが、

「迎えに行こう」

　ぼくが言うと、二人は力強くうなずいた。

「でも、どうやって？　飛行機ででも行くんですか？」

　キャンディの問い。

「たしか、音速列車でも行けると思ったよ。海の中を通る時、きれいな魚が見えるって」

「それを言うなら、船でも行けるな」

「でも……金がないですね」

「ないの？」

「千円やそこらじゃ、無理でしょう。僕、この前、バッシュ買っちゃったから」

　バスケットシューズかぁ。

　実はぼくの小こ遣づかいも、もうほとんど残っていない。望ぼう遠えん鏡きようを買っちゃったから。

「きらら、お金持ってない？」

「わたし？　わたしだって、わらいぶくろ買ったから、お金ないよ」

　はぁー。思わずため息。

　よりによって笑い袋かぁ。笑い袋ってのは、変な袋に顔が描いてあって、押すとバカ笑いするという、ただそれだけの代しろ物ものだろう？　あんなもののどこがいいんだ？

「いいんだもん。おもしろいもん」

　ま、いずれにしてもぼくたちの小遣いじゃあ、飛行機にも船にも超音速列車にも、何にも乗れない。せいぜいバスか、電車くらいだ。

「無理かぁ」

　無理だ。どう考えても……。

「あっ、そうだ！」

「ん？　どうした、きらら」

　きららはにっこり笑った。

「いいこと、思い付いちゃった」

「何」

「ただで行ける方法」

　にっこりと笑うきららを見たら、なんだか、ものすごく嫌いやな予感がしたんだ。

　ぼくにだけこっそり耳打ちしてから、きららは言った。

「いい考えでしょ。……ね、おにいちゃん」

　うーん、これが出ると、どうしようもないんだよなあ。
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　キャンディとは、また明日会う約束をして、そのまま別れた。

　ぼくときららの家は、友井町のはずれにある。パンを焼く香こうばしい匂においがしてきたら、家が近い証しよう拠こだ。

　うらぶれた感じのパン工場を右手に見ながら歩く。このパン工場には直売店もあって、そのパンがまた、美お味いしいんだ。とくに揚あげたてのカレーパンなんか、もう最高。それより美お味いしいものがこの世にあるだろうか、ってくらいだ。とぼくは思うんだけど、きららは絶対にパンを食べない。好き嫌いが激しいんだよね。困こまったもんだ。

「うるさいなあ。わたしが何を食べようと、ひかるの知ったことじゃないでしょう」

　はい、その通り。

　パン工場を過ぎると、懐なつかしの我が家が見えて来る。

「どこが『懐かし』なの。今け朝さ家を出たばっかりでしょ」

「チェックが厳きびしいなあ」

　きららは、いちいち人の心を読んでツッコミを入れる時がある。ちょっと嫌いやだ。

　やがて、赤い屋根の、生け垣のある家が見えてきた。御み影かげ石いしの門柱に「水み無な月づき」という立派な表札と、「勝かつ亦また」というボロっちい木の札がついている。これが、ぼくのうちだ。二階建てで、割と立りつ派ぱなたたずまい。ちょっと狭いけど庭もある。

　その庭に、誰かがいるのが見えた。地面にあぐらをかいて盆ぼん栽さいの鉢を抱かかえ、右手に持ったぞうさんのじょうろで水をやっている。

「ただいまー」

「おっ、帰って来たか。おかえり。ひかる、きらら」

　言いながら、しょぼしょぼのこけ盆栽をそーっと下ろす。この盆栽、買っちゃったのはお母さんなんだ。なのに、その世せ話わはお父さんに押し付けられている。

「今日は遅かったんだな。もう三時過ぎてるぞ」

　お父さんは、そう言って立ち上がった。中肉中背で、二十五歳くらいに見えるけれど、それはあくまで見た目。でなきゃ、ぼくらの立場がない。たしか、今年の夏で三十一歳になったはずだ。それでもずいぶん若いんだけど、うちにはもう一人、もっとすごいのがいるから……。

　しかもこれで、職業は大学の教授だというんだから、世の中って分からない。

「お父さん、大学はどうしたの？」

「ああ、休講にした。今日は家にいたかったからな」

「またずる休み。いいの？　そんなに休んで」

　お父さんは、よく休む。それも、堂どう々どうと。

「いいの。俺おれが休むと、学生は喜ぶんだから」

　先生が勝手に休むなんて、いいのかなあ。しかも、その日の気分で休むから、何の予告もなしに、いきなり休みになるんだよ。学生の皆さんは、大変だろうね。

　ま、約一名、お父さんが休むことが事前に分かる学生も、いるにはいるんだけど。

「でも、休むのはよくないよ」

「知ったことか。愛あい想そうのない学生と顔をつき合わせてるより、おまえたちと一緒にいた方がいいに決まってるだろ」

　大学の先生としては、ちょっとよくない態度だけれども、ぼくは好きだ。

「ひかる、今日は暇ひまなんだろう？」

　また新しいソフトでも手に入れたのか、お父さんは期待をこめた目でぼくを見た。

「暇なんかじゃないよ。宿題がドッサリさ。算数ドリルが山ほどあるし、作文だって」

「理科はないのか？」

「理科はないよ。ざんねんだけど」

「そうかぁ。理科だったら、物理屋の俺でも手伝ってやれるんだがなあ」

　お父さんは、自称「物理屋」。でも、お父さんの専門は「航空宇宙学」だから、物理専門というわけでもない。化学もやるし、天文や地質学、ロケット工学なんかにも詳くわしい。おまけに宇宙船の操そう縦じゆう免めん許きよも持っている。それどころか、自分で宇宙船を設計して、レースに参加したこともあるんだ。結果はリタイヤだったけど……。

　実はそこら辺が、お母さんとの「なれそめ」になっていたりもするらしい。

　とにかく、お父さんはやさしいし、物知りで、とっても頼りになる人だ。

　変人だけどね。
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「じゃ、とっとと宿題済ませて、遊ぼうぜ」

　お父さんはキャンディより高くて、百七十五センチはある。軽くぼくの頭に手を置いた。するときららが、お父さんの方に歩み寄った。

「ん？　おいで、きらら」

　お父さんは言って、腕うでを広げた。きららを抱き締しめて、頭をなでなでする。

「うーん、きららぁ。おまえは、かわいいなぁ」

　そのままどっこいしょ、ときららを抱き上げた。

　きららの方は、だまって抱っこされている。

　見てのとおり、お父さんはきららを溺でき愛あいしている。きららも、やっぱりお父さんが大好きなんだと思う。

　けれどきららは、お父さんと口をきかない。

　きららを見ると、時とき々どき、酸素不足の金きん魚ぎよのように口をパクパクと動かしている。

　話さないんじゃない。話したくても、言葉が出て来ないんだ。お父さんに限らず、きららは、大人とは話ができない。これは「バメンカンモク」というこころの病気の一種なんだって。だからこそ、週に一度『お茶の子広場』に通かよっているんだ。

　しばらくして、お父さんはきららを下ろした。そして、ぼくの方を向いて、

「よし、ひかる。おまえも来い」

　とんでもないことを言い出した。

「あのねぇ、お父さん。ぼく、もう十歳なんだよ」

「それがどうした。十歳までは抱っこして育てるもんだって、死んだ親父おやじは言ってたぞ」

「お父さんのお父さんが何を言っていようが、そんなのぼくの知ったことじゃないよ」

「ま、そりゃそうだ。でもな、ひかる。親の役目ってのはさ、子どものストレスを取ってやることだと、俺は思ってるんだが」

「べつに、ストレスはないよ」

　このくそ暑い時に抱っこされたら、余計ストレスがたまるような気がする。

　ぼくが口答えすると、お父さんは厳きびしい顔になって、ぼくの前にしゃがみ込んだ。

「ほんとか？　ひかる、俺の目を見て物を言えよ。隠してもだめだぞ。派は手でに鼻血を流しました、って顔してるもの。何があったか、言ってみろ」

　真剣な目だ。

「……ちょっとさ、けんかしたんだ」

「そうか」

　お父さんの表情が緩ゆるんだ。何も言わずに、ぼくの髪の毛をかき回す。そのまま、ぼくの身体を抱き締めた。

「泣いてもいいぞ」

　誰だれが！
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「ああ、そうだ。おやつにたいやきが買ってあるぞ。台所のテーブルの上だ」

　ぼくはやっと解放された。

「ただいまー」

　家の中は、きれいに片付いている。お父さんが家にいる日は、だいたいこうだ。ちなみに我が家では、家事は全部お父さんの仕事になっている。お母さんにやらせたら、ぼくたちの身がもたないからだ。

「たいやき、たいやき」

　きららはあんこ類が大好きだ。もちろんぼくも。手を洗って、一いつ緒しよに台所に入る。

「あれれ？　ないぞ」

　テーブルはあった。けど、その上には白いテーブルクロスが広がっているだけだ。

「たいやき、ないの？　匂においはするけど」

　きららは鼻もいい。

「うん。おとうさーん、ないよー」

「ないー？　たしかにテーブルに置いたぞー」

　ということは、考えられる可能性はひとつだ。

「あ、ひかる、二階へ行くの？　だったら、これ持ってって」

　きららはポケットから、金属製の最も中なかのような物を取り出した。手のひらサイズの、カード型バッテリーだ。

「充じゆう電でんしてもらえばいいんだね」

「うん。わたしはお父さんと一緒にいるから」

　ぼくはうなずいて、台所を後にした。
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　木の階段は、グゴゴ、ゲゴゴと鳴く。お母さんに言わせると「うぐいす張り」ってことになるんだけど、ぼくに言わせると、せいぜいカエル張りってところかな。

　二階へ上がると、すぐ右にドアがある。禁煙マークの下に、「仕事中！　開封厳禁」という、ちょっと勘かん違ちがいしたような札が出ていた。

　扉とびらを開けて、中に入る。

　小さいけれど、明るい部屋だった。大きな窓から光がたっぷり入ってきて、白い壁をやさしく照らしている。窓際には小さめの机があって、その上にはむき出しの基き板ばんや、よく分からない機械がひしめいている。

　そして、机つくえの前のパソコン用の椅い子すに、この部屋の主は腰掛けていた。

　きららと同じくらいの少女に見える。背丈も、体型も、横顔も、何もかも、きららとそっくりだ。ついでに言えば血液型と星座も同じだったりするのだが、ただ違うのは、白のブラウスにサーモンピンクのオーバーオールという服装と、ショートカットの髪型。それから、ディスプレイと睨にらめっこしている二つの目だ。矯きよう正せい視し力りよく〇・二の目はパッチリと開かれ、画面をしっかり捉とらえている。

「ただいまー」

　ぼくは言いながら、画面をのぞき込んでみた。わけの分からない数字や記号が、滝たきのように流れている。何かのプログラムなんだろうけど、それにしてもすごい量だ。とても常人に把は握あくできるものじゃない。我が家の変人王、お母さんならではだ。

　そう。信じられないかも知れないけど、この、一見チビの女の子は、実はすでに二十六歳で、二児の母だったりするわけだ。しかもお母さんは、去年は大学八年生、今年は一年生という強者。その大学はお父さんの勤め先で、二人は教師と生徒の関係にある。

　と言うと、誤解を招まねくかな。言っとくけど、お父さんが教え子に手をつけた、ってわけじゃないからね。ただお母さんが、お父さんの大学に入っただけだから。その前に、もうぼくらは生まれてたんだよ。
















「おかえりー」

　まばたきひとつせず、画面を凝ぎよう視ししたまま言った。声まできららそっくりだ。これほどそっくりな母娘も珍めずらしいんじゃないかな。なにせおない歳どしに見えるんだから、すごい。ここまでくると、「チビで童顔」の一言で説明できる範はん囲いじゃない。

　本人は「超能力で若さを保たもっている」「気の力だ」「放射能で汚お染せんされたミルクを飲んだからだ」などと説明しているが、なぜか毎回理由が違っているのがすごい。お父さんの説では「生まれついてのホルモンの異状」なのだそうで、これが一番信しん憑ぴよう性せいが高い。

　どっちにしろ、この身体で双ふた子ごを産んでいるというのはすごいと思う。

　うーん、すごい。とにかく、すごいの一言だ。

「ねえ、お母さん、何してるの？」

「ウイルス」

　心ここにあらずという感じで、ポロッと単語をこぼした。口をへの字に結んで、腕組みしながら、真剣な眼まな差ざしでディスプレイをにらんでいる。

「ワクチンを使っておしまい、ってわけにはいかないの？」

「いかない」

　目はあくまで、画面を見み据すえている。

「ひょっとして、また銀行？」

「そ」

　さっきからやけに真剣だと思ったら、やっぱりね。しばらく、話はできそうにないや。
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　コンピューター・ネットワークは二十世紀末から急成長し、悪質なコンピューター犯罪の増加と共に、ハッカーと呼ばれる人々の需じゆ要ようも高まって行った。

　と、社会科の教科書には書いてある。「ハッカー」という単語はゴシック体の太字だ。

　本当に最近は、非道なコンピューター犯罪が多い。

　例たとえば、銀行のオンラインシステムでは、数十万行にも及ぶ巨大なプログラムが走っている。それのどこかにウイルスを仕掛けて、金を要求するんだ。金をよこせば、ウイルスを取り除く方法を教えてやる。さもないと、お前の銀行のコンピューターは、一斉に止まることになるぞ、ってね。

　プログラムがでっかいから、ウイルスを捜さがし出して取り除くのは不可能に近い。かと言って事実を公表すれば、銀行の信用はがた落ちだ。これはもう泣き寝入りするしかない。

　が、しかし。大半のハッカーは、悪人ではないんだ。お母さんに言わせると、自分の力に陶とう酔すいして犯罪を犯おかすような奴は、ハッカーとは呼ばないんだそうだ。

「現代のハッカーは、三国志の軍師にも等しい存在だ」

　お父さんは言っていた。「お母さんは孔こう明めいなんだ」って。「それって誰だれ？」と訊きくと、「うーん、銀英伝のヤン・ウェンリーに近いかな。ひかる、銀英伝って分かるか？」

「銀河英雄伝説でしょ？　読んだことはないけど、日本のスペースオペラの歴史を語る上では欠かせない、不ふ朽きゆうの金字塔だって……この前テレビでやってたよ」

　実はここ数年、二十世紀の「ＳＦクラッシック」が大ブームになっていて、とてつもなく古いアニメフィルムがテレビを賑にぎわせていたりするのだ。お父さんが言うには、「月面基地、宇宙ステーション、火星植民計画……こういったものが夢物語でなくなってくるということは、幻想が崩れるということでもあるわけだ。そんな時、人々は、かつて抱いていた夢を懐なつかしむ……知ってるか？　二十世紀の終わりに、原子力が人々の幻想を恐怖に変えた時、鉄腕アトムの人形に百万の値がついたって」

「……それはちょっと、違うんじゃない？」

　結局この時は、そのまま話題がそれてしまった。あとでお母さん本人に聞いてみたら、

「軍師？　うーん、あたしたちはすごいことがいろいろできるから、魔法使いみたいだって言われることはあるけどね」

「いろいろって言うと？」

「うーん……情報操作で、原発がメルトダウンを起こしても隠し通せる、ってのは自じ慢まんになんないよねぇ……総理大臣をクビにしようと思ったら一週間もかかるし……あっ、そうだ。世界征服だったら五分でできるよ」

　だって。これならなんとなく分かるけど、だったらなんで征服しないんだろう？




「いた！」

　お母さんは、興こう奮ふんした面おも持もちで叫んだ。

「ふっふっふ。まだまだ青いのぅ」

　お母さんは腕まくりして、おもむろにキーボードに手をかけた。はんだごてより重いものは持ったことがないという細い腕だ。釜かま上あげしらすのような白い指が、鍵けん盤ばんの上でせわしなく動きはじめる。速い。動きに全く無む駄だがない。まるで、キーボードをモミモミしているように見える。あれよあれよと、文字や記号が塗り替えられていった。

「よーし。任務完了、っと」

　ぽんっ、とキーを叩いて、机の上にあった虹にじ色の筒を取り上げる。ポン、とふたを開けて手の上で揺すると、茶色い、まあるいチョコボールが、ころりと転がり出て来た。

　ぱくっ！　素早く口にほうり込んでにんまり笑った。お母さんも、えくぼができる。お父さんはこれに惚ほれたのかな。

　その時、ぼくは見つけた。机の上に、怪しい紙袋が置かれているのを。そしてそれに、ごく微び量りようではあるが、あんこらしき物が付着しているのを、ぼくは見逃さなかった。

「ん？　何？」

　たいやきの入っていたであろう袋は、たしかにあった。袋だけだけど。

「え、うん……」

　お母さんのおなかの辺あたりに目をやっても、見えるのはオーバーオールのポッケだけだ。

　ちなみにお母さんは、家の中だろうと外だろうと式典だろうと、常にこの格好だったりする。昔、お母さんと一緒に買い物に行った次の日に、「ひかる、おまえ、友達にファイアマリオがいるだろ」と言われ、顔から火が出る思いをしたことがあった。

　とりあえずそれは忘れることにして、ぼくはポケットからバッテリーを取り出した。

「あ、これ充電してほしいんだ」

「うん、いいよ。三分十五秒かかるけど」

　お母さんはそれを取って、機械のスリットに差し込んだ。お母さん手作りのバッテリーチャージャーだ。お母さんは機械マニアで、何でも自分で作ってしまう。パソコンから洗せん濯たく機き、レーザーガン、宇宙船、義足やエスカレーターまで、何でもござれだ。

「あとね、気が向いたら、デアトラウムクリニックってのを調べてほしいんだけど」

「え？　なに？」

「デアトラウムクリニック。宇宙港の側そばにある病院さ。友達がそこにいるんだよ」

「ふーん。やだ」

　にべもない。

「どうして。ちょちょいのちょいでしょ」

「一人で行くの？」

　お母さんの会話には、脈みやく絡らくというものがない。

「きららも一緒だよ」

　ここまで言ってから、しまったと思った。行くことは秘密だったんだ。

「秘密も何もないでしょ。あたしだって『心の声』は使えるんだからね」

　そうだ。すっかり忘れていた。きららの超能力も、実は遺伝なんだよね。

「超能力じゃなくって、ポイだってば」

　お母さんにもきららにもいろんな能力があるけれど、それを「超能力」とは呼ばないんだそうだ。あえて言うなら特殊能力、正式には「ポイ」なんだって。変な名前。

「変で悪かったね。でも、あたしが決めたんじゃないから。それに、他人事みたいに言うけど、そういう自分だってポイは使えるんじゃない？」

　それは言いがかりというものだ。

「ぼくには、超能力なんてないよ」

「ポイだってば。ひかるの場合、コントロールができてないんだよね。練習しないから」

「練習すれば、ぼくも心が読めるようになるわけ？」

　お母さんは、肩をすくめた。

「ひかるの場合、ＭＣはあんまりなくて、ＰＫやＤＢが高いからね」

「どういうこと？」

「要するに、心は読めないけど、念力が使えるってこと。練習すれば念力も強くなるし、『サイコバインド』なんて技わざも、もっと訓練すれば『次じ元げん断だん層そう』も使えるようになるよ」

「うそつき」

「うそじゃない。うそじゃないって。ひかるは、あたしの子なんだから」

「いくら念じても、なんにも起こらないよ」

「今はね。でもいつか……それも突然に、ひかるにも力が使えるようになるはずだよ。それが、心から誰かを守りたいと思った時なのか、それとも、あたしみたいに……」

　ピゅいーひゃららー。

　いつになく真剣な顔でお母さんが言いかけたその時、そんな間抜けな音がした。

「あ、充電終わったよ。はい」

　お母さんはバッテリーをひっこ抜いて、ぼくに渡した。ぼくはそれをポケットに突っ込んだ。

「じゃ、下行こっか。よしりん、きっと待ってるよ」

　お父さんの名は勝かつ亦また芳よし久ひさ。その「よしひさ」を二で割ってリンを加えると、化学反応を起こして「よしりん」になる。

　お母さんは立ち上がって、肩を回した。ぼりぼりっ、と小気味よい音がした。
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　下に降おりると、二人はこたつに入っていた。お父さんがきららをひざに入れて、本を読んで聞かせている。きららは、目を閉じて、とっても幸せそうだ。

　なんだか、声をかけるのがはばかられた。

　バッテリーを返すのは、また今度にしよう。きららは予備を持ってるから、まだ当分は歩けるはずだ。

「お、みんな来たな。……おい、きらら。きらら」

　お父さんが揺すっても、きららは動かない。寝入ったみたいだ。

「しようがないな」

　お父さんは火の入っていないこたつからそっと出ると、きららに上着を掛けてやった。

「じゃあ三人で、キャッチボールでもやるか」

　お父さんは立ち上がって、肩をぶんぶん回した。

「えー。あたし、キャッチボールなんてやだよ」

「ぼくも、宿題があるから」

「ちっ。二人とも冷たいな。宿題なんて、知らん顔しちゃえよ」

　うちのお父さんは、宿題をやるなとは言うけれど、決してやれとは言わない。

「無責任なこと言わないでよ。やってかないと、殴なぐられた上に、うさぎとび十周だよ」

「じゃあ、学校休んじゃえ」

　なんて親だ！　やっぱり、二人とも変人だよ。
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　朝の空気は、今日もフレッシュだ。顔を洗ってさっぱりしたら、窓の外には立りつ派ぱな富士山が見えていた。雲一つない。快晴だ。

　こんなに気持ちのいい朝は、滅めつ多たにない。深呼吸すると、力がみなぎってくるような感じがする。二十段の飛び箱だって軽く跳べそうなくらいだ。

　パジャマを脱いで洋服に着替える。シャツを着て、たまご色のトレーナーを着て、半ズボンをサスペンダーで吊つって……。

「あれ？」

　ズボンがやけに重い。ポケットを探ると、中からいろんな物が出てきた。ティッシュにハンカチ、マッチ一本、チビた鉛筆、どこかで拾ったビー玉、くしゃくしゃのレシート、お父さんにもらった黒くろ雲うん母ものかけら。ああ、雲母は崩れてコナゴナになっちゃってる。せっかくもらったのに、缶の底に残った海の苔りのくずみたいになっちゃったな。

　それから反対側のポケット。こっちには財さい布ふが入っている。中身は金五百八拾六円也。現金の他には図書券と、プリペイドカードが何枚か。

　そして財布の他に、見なれない金属片があった。きららのバッテリーだ。

「あとで、きららに渡しとかなくっちゃな」

　とりあえず雲母とレシートだけ残して、あとは全部ポケットに戻す。雲母はていねいに全部集めて、レシートでくるんでからポケットに入れた。

　リュックを持って、準備完了。リュックの中身は、地図の他に食料と飲み物、懐かい中ちゆう電でん灯とうと電池、メモ帳と筆記用具。万ばん全ぜんだ。

「ひかる、見て。この服どう？　かわいい？」

　きららが部屋に入ってきた。空色のワンピースに白いむぎわら帽子。くるりと回ってみせると、背中や頭なんかに大きなリボンがついている。きららは我が家でいちばんおしゃれで、衣装持ちだった。

「うん、かわいいよ。いいんじゃない」

　ぼくは言った。しかし、ホントにこんなよそ行きで行くつもりなんだろうか。

「そう？　じゃ、これで行こっと。ひかる、乗せてってね」

　きららもナップザックを背負った。きららの分担は自分のお弁当だけのはずだけど、着替えでも入っているのか、パンパンにふくらんでいる。

「うん。行こうか」

　ぼくたちは玄関に出た。

「あっ、ちょっと待った！」

　ドタバタと音がしたかと思うと、お母さんが飛び出して来た。

「なーに、お母さん？」

　きららが言った。きららはお母さんとなら話せるんだ。でも、この二人は声がそっくりだから、聞いていると混乱してくるけどね。

　お母さんはオーバーオールのポケットから、銀色の筒のようなものを取り出した。

「ひかるに、これあげるよ」

「何、これ？」

　手に取ってみると、やけに軽い。静かに揺すると、コトコトと音がした。

「チョコボールの筒に銀紙を巻いたようにしか見えないけど」

　他に表現のしようがなかった。

「そう？　でもそれ、すごいんだよ。ちょっと貸してみ」

　お母さんはそれを受け取ると、左手で握り、頭の上にかかげた。

　キシュゥゥン！　ちょっと嫌いやな音がした。と同時に、銀の筒が激しく光った。

「うわっ」

　目を開けると、筒から、光の帯のようなものが伸びていた。緑色の、不ぶ気き味みな光だ。お母さんは目であたりを物ぶつ色しよくしていたが、やがて下げ駄た箱ばこに目を留とめると、不敵に微笑ほほえんだ。

　一瞬、下駄箱がおびえたように見えたのは、気のせいだろうか。

「えいやーっ！」

　かけ声と共に、斬きりつけた。

　一瞬の間をおいて、合板の下駄箱は、音も立てずに二つに裂さけた。さらに間を置いて、その一方がゆっくりと倒れて来る。

「すごいでしょ。使い方は簡単！　ただ、刃やいばよ出ろ、って念じるだけ。そうすると、ひかるの精神力に反応して刃が出る。あとはぶった切るだけ」

「ライトセーバーか……」

　お母さんは右手の指をピンと立てて、チッチッチ、と横に振った。

「そんなつまんない名前はつけないよ。名付けて……」

「名付けて？」

「ぶった・ぎりお君一号！」

　うわあ。たしかに個性的ではあるけれども、ハッキリ言って、センス最悪。

　お母さんのセンスの悪さは、今にはじまったことじゃない。たとえば、ぼくのひかるという名前も、お母さんがつけたんだ。

　え、普通だって？　そりゃそうだ、精いっぱいの妥だ協きようをしたんだから。お母さんが最初に考えたぼくの名前は、驚おどろくなかれ、なんと「マタンゴ」。勝かつ亦またマタンゴ……。ぼくはこの話を聞いた時、正しよう直じき、背せ筋すじが寒くなった。

　ま、そのおかげで「女みたいだ」と言われても、平気でいられるんだけどね。

「ぶった・ぎりお君一号、かっこいい！」

　お母さんはぴょこぴょこと不ふ思し議ぎな踊おどりを踊っていた。

「それより、お母さん。これどうするの」

　ぼくが言うと同時に、下駄箱の切断面から、四分の一足になったお父さんの靴くつがコロッと転がり落ちた。

「……勢いきおいって恐おそろしいよね。でも、ばれなきゃ大だい丈じよう夫ぶだよ。かまいたちのしわざだって言っとけば」

　いいや。絶対にばれる。保証する。だって……。

「ほう。すごい切れ味だねー。で、誰だれにばれないって？」

　お母さんが振り向くと、お父さんが仁に王おう立だちで、ニコニコ笑っていた。

「これのどこが、かまいたちだ！」

「じゃあ、プラズマ……かな？」

　雷が落ちた。
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「いたたた……。ところで、二人とも自転車でしょ。だったら、二人乗りするんだよね」

　涙なみだ目めで頭をさすりながら、お母さんが言った。もちろんパフォーマンスだ。

「まあ、そうだけど」

　きららは自転車に乗れないので、必然的にそうなる。

「じゃあ、あたしの自転車、貸してあげるよ。あれなら二人乗りしても大だい丈じよう夫ぶだよ」

「えーっ！」

　嬉うれしいような、迷めい惑わくなような……。

「ターボブースターを使えばパトカーだって振り切れるし、すっごく快かい適てきだよ」

　いくらなんでも、自転車でパトカーを振り切りたくはないなあ。

「はいこれ、コントローラー。使い方は知ってるよね」

　小さなリモコンを手渡した。ぼくの手のひらに収まるサイズだ。

「うん」

　ぼくは受け取って、ポッケにしまった。

「じゃあ、キャンディんちまで、ちょっと行ってくるよ」

「いってらっしゃーい」

「気を付けて、大だい冒ぼう険けんしてこいよ！」

　お父さんも、楽しそうに手を振った。




　我が家のガレージは、広い。

　そのまん中で、メタリックシルバーの車体が鈍にぶく光っている。このお父さんの愛車は、なんと八十年以上も昔の物で、補ほ助じよ動力もついていない。が、十八段変速だし、整せい備びもよく行き届いていて、ブレーキもよく利きくし、ライトもつく。

　ただ、残念ながらぼくはこれに乗れない。サドルを目め一いつ杯ぱいさげても足がつかないんだ。自分で言うのも悲しいけど、ぼくはまだチビだからね。とほほ。

　このお父さんの自転車、先祖代々伝わっているものらしいんだけど、これには「グランド・サンセット号」という名前がついている。どこぞの高級ホテルのような名前だけど、略すと「Ｇサン」になるので、これはこれで、八十歳の自転車にはふさわしいと思う。

　その隣となりには、ぼくの自転車。これには名前がついてない。まあ、普通は自転車に名前をつけたりはしないよね。

　で、少し離はなれたところにあるのが、問題のお母さんの自転車だ。

　小さい女の子用の自転車で、車体はピンクと白のツートン。横っちょには、どういうわけか伊い勢せえびのイラストが描えがかれている。ぼくが乗るには、ちょっと勇ゆう気きがいるデザインだ。補助輪がついていないのがせめてもの救い、かな。

　この自転車、名前は「ママチャリーナⅡ世号」という。ママチャリでもないのにママチャリーナとは変な名前だが、お母さんがつけたにしてはいい名前だと思う。

「よし、乗って、きらら」

「ラジャー！」

　きららは後ろの荷に台だいをシートにして、そこに座すわった。ママチャリーナⅡ世号はスタンドもないのに、きららを乗せてまっすぐ立っている。ＲＧバランサという装置が、自転車をジオイド面に対し常に八十から百度という角度に保つ、らしい。要するに、「この自転車は倒れない」ということでいいと思う。

　でもそれって、補助輪がついてるのと同じことじゃないのかなぁ。

　ま、とにかく、すごい自転車なのはたしかだ。サドルにまたがってみると、そのすごさがよく分かる。ハンドルのまん中についているスイッチの中には、「ターボブースト」とか「ミサイル」「飛行モード」「潜せん水すいモード」などという、とんでもないものがあったりするのだ。もちろん、改造したのはお母さん。ほとんどダブルオーセブンの世界だけど、困こまったことにお母さん、こういうのが大好きなんだよね。しかもぼくのポケットには、遠えん隔かく操そう作さ用のリモコンまで入ってるんだから、ほんとに気合いが入ってるよ。

「ママチャリーナⅡ世、発進！」

　前かごにリュックを放ほうり込んで、ぼくはペダルを踏み込んだ。
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　さすがに、ママチャリーナⅡ世の乗りごこちはすこぶるいい。ちょっと日差しはきついけど、空も青いし、口くち笛ぶえでも吹ふきたい気分だ。

　本当なら、口笛に合わせて、チリンチリンとやりたいところだけど、ママチャリーナⅡ世には「ぷー」と鳴くかわいいブザーがあるだけで、ベルはない。仕方なしに口笛だけ吹いていると、どこからともなく変な音が聞こえてきた。

　ふー、ふー、うすー、うすー。

「ん？　きらら、なんか変な音がしない？」

「え？　べ、べつに」

　きららが言うと、音はやんだ。ひょっとしてひょっとすると、きららも口笛を吹こうとしてたのでは？

　自転車を飛ばすと、あっと言う間にキャンディの家についた。

　キャンディの家は中古電化製品の店。と言うと聞こえはいいが、実際は怪あやしげなガラクタばかりを扱う、いわゆるジャンク屋だ。店の名前は「ホルンフェルス」という。

　ちなみに、これは石の名前らしい。ＩＣもイシだから、かな。

　キャンディは、その店の前で待っていた。

「なんですか、その自転車？　かっこいいですね」

　もちろん「かっこいい」というのは皮肉だ。

「お母さんの自転車なんだ」

「それじゃ相当すごいんでしょうね、それ」

　キャンディは、おびえとも尊そん敬けいともつかない表情をしている。うちのお母さんは「ホルンフェルス」の常じよう連れんなので、キャンディとも知り合いだった。

「それより、そろそろ僕ぼくにも、きららさんの計画ってのを、教えてほしいんですけど」

　言いながら、キャンディは自転車にまたがった。かっこいいマウンテンバイク。ママチャリーナⅡ世とは雲うん泥でいの差だ。

「そうね。走りながら話すよ。なにしろ大学まで行くんだから」

「大学？　十キロは離れてますよ」

「だから自転車で行くんでしょ。さ、大学に向けて、しゅっぱーつ！」

　きららは元気に手をあげた。こぐのはきららじゃなくて、ぼくなんだけどね。




　　　　４




　友とも井い町ちようから大学までの道のり、およそ十キロ。そのちょうど中間点にあたるところに、最大の難所があった。

　大学は、はるか南の方にある。線路を越えて行くんだけど、そこには、通称「ケッタ殺し」と呼ばれる巨大な陸橋が待ちかまえているんだ。陸橋は線路をまたいでいるから、当然、坂になっている。その勾こう配ばいは十パーセントとも二十パーセントとも言われており、自転車にとっては恐おそろしい坂だ。

　だったら、降りて自転車を押せばいい、と思うかも知れない。けれど、ぼくも男だ。降りて行くなんて、ぼくのポリシーが許ゆるさない。

　信号が変わった。

「ぬおおおーっ！」

　猛もう然ぜんとダッシュをかける。スピードをつけて一気に坂を上ろうという目もく論ろみだ。

　坂にさしかかった。ペダルが重くなり、スピードが一気に落ちる。と同時に、ママチャリーナⅡ世のオートギアシフトが作動して、ペダルは軽くなった。さすが、メカマニアのお母さんが作っただけのことはある。

　それでも、橋の頂上につく頃には、息はハァハァ、心しん臓ぞうはビャクビャク言っていた。

「ぜぇ、ぜぇ……」

　ふと後ろを見ると、キャンディは、なんと！　自転車から降りて、手で押しながらのんびりと上ってくるじゃないか。

　ぼくの「男の意地」が、音を立てて崩くずれていった。

「ふう。あー、疲つかれました」

　やっとキャンディがてっぺんまで来た。疲れたと言いながら、余よ裕ゆうの笑え顔がおだ。

「キャンディ～」

「おー、ひかる、根こん性じようありますねー」

「いちおう、男だから」

「ひかるったら、無理しちゃって、自転車がこれだからよかったけど、そうでなかったら死んでたかもよ」

「お前なー、誰のせいで……」

「あ、見てみて！　いい景色！」

　きららは強ごう引いんに話題を変えるべく、前の方を指さした。

　たしかに、景色けしきはよかった。真っ青な空を背景に、山々が連つらなっている。その向こうは海のはずだけど、ここからでは見えない。かわりに、山の上にある建物はハッキリ見えた。てっぺんにレンガ色の建物、そのまわり、少し下に白い建物がいくつもある。

「うん、いい景色ですねえ。で、大学ってのはどの辺ですか？」

　キャンディは言ったが、きららがこの景色を見ているはずもない。

「多分、正面に、標高二百メートルくらいの山が見えてるはずだけど」

「ああ、見えてるよ」

「山の上に、建物が……」

「あるよ、いっぱい」

「一つだけ、茶色い建物がない？」

「ああ、あのてっぺんのやつ？」

　嫌いやな予感がした。

「ピンポーン！　がんばってね！　ひかる！」

「ゲーッ！　ほんとかよー」

「それはちょっときついですね」
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「ひゃっほー！」

　上りはきつかったが、下りは楽だ。蓄たくわえた位置エネルギーを運動エネルギーに変え、ママチャリーナⅡ世は時速四十キロに達しようとしていた。

「ひかる、ちょっと速いんじゃない？」

　風で速さを感じて、きららが言った。

　あっと言う間に坂を下って、慣かん性せいで突き進む。すぐ前に交差点があったので、ぼくはちょっとブレーキをかけて、少し減速した。……つもりだった。

　ところが、ママチャリーナⅡ世はたいした自転車だった。軽くブレーキをにぎっただけなのに、音もなく、ピタッ、と止まってしまったんだ。どうやら、速度がある程度以上だと、重力制御の緊きん急きゆうブレーキが働くらしい。

　これは予想していなかった。

「うわっ！」

　自転車は止まれど、ぼくは止まらず、放り出されそうになった。が、ぼくも男。気合いでハンドルをにぎり、かろうじて踏みとどまった。

「きゃあっ！」

　しかし、きららにはにぎるハンドルがなかった。ぼくの背中につかまろうとしたものの、その程度では物理法則には逆らえなかった。

「きらら！」

　きららは地面でワンバウンドして、ガードレールを乗り越えた。

　そして、激しいブレーキ音。

「きららーっ！」

　ぼくは、思わず目を閉じた。







　第六章　笑うな、きらら！
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　うわっはははは、ひーっひっひひひ、ぎゃーっはっはっはっは……！

　けたたましい笑い声が聞こえてきた。

　おそるおそる目を開あけると、きららは道路に倒れていて、すぐ横にナップザックが転がっている。その十センチ横に、軽乗用車のタイヤがあった。

「きらら！」

「どうしました！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　キャンディも自転車を放り出して駆けつけた。きららはぐったりしている。キャンディは、きららの身体からだを少し揺すった。

　ぼくは、身体が動かなかった。

　まさか、こんなことになるなんて。六年前の悪夢が、繰り返されるなんて……。
















　軽乗用車は少しバックして、きららから離れた。ガードレールにこすったのか、ちょっと塗と装そうがはげていたけど、中の人間は無事みたいだ。

　運転していた男が降りて来て、ぼくは、声にならない叫さけびをあげた。

　派は手でな刺し繡しゆう入りの特攻服、斜ななめに伸びた積せき乱らん雲うんのような頭。その男は、一発でそれと分かる格かつ好こうをしていたんだ。よく見れば、車の中にも同じような格好の女がいて、とろんとした表情であんパンを食べているじゃないか！

　男は、車を見て顔をしかめた。次いで倒れているきららを見て、舌打ちする。

　ちょっと熱いものを感じたが、今はこんな男を相手にしている場合じゃない。ぼくは男から離れて、きららのもとへ駆け寄った。

「きらら！　キャンディ、どうだ？」

「ぼ、僕ぼくは医者じゃないですから……。とにかく、救急車です」

　さすがのキャンディも取り乱している。どこからか聞こえて来る笑い声が、それに拍車をかけていた。

　と、その時。

「ふっかーつ！」

　声と共に、きららがぴょん、と立ち上がった。

「ひかる、ちゃんと運転してよ。ああ恐こわかった」

「だ、大丈夫なのか？」

　きららはこくっ、とうなずいた。

「救急車、呼ぶ？」

　きららは笑って、首を横に振った。ぼくはほっとして、へなへなとなってしまった。

「きららさん、ご無ぶ事じそうでよかった。でも、医者に見せた方が……」

　と、その時、下品な声が聞こえてきた。

「チッ、ぶねーじゃねーか、キぃつけろ！」

　男はタバコに火をつけて二、三回ふかすと、

「誰だれだ？　笑ってやがるのは！」

　と、どなった。バカな笑い声は、さっきから少しも衰おとろえていなかった。男はきららにガンを飛ばしたが、もちろんきららは笑ってなどいない。けれども、バカ笑いはそっちの方から聞こえてくるみたいだった。

「そんなことより、この子のことを心配したらどうだ！」

　ぼくは思わず叫んでしまった。

「んだとぉ！　飛び出してきたのはテメーらの方だろーが。ぶねぇっつってんだよ」

　ぶねぇ、ぶねえ……？

　それが「危あぶない」の意であることに気付くまで、少し時間がかかった。

「あ、あぶないのはこっちだ！　お前は死なないだろうが、このタコ！」

「ちょっと、ひかる。やめといた方が」

　キャンディはぼくをなだめようとするが、ここで退ひいては男がすたる。

「あんだとぉ……」

　男はかなり頭に来ているみたいだった。けれど、さっきからずっと聞こえている笑い声が気になるのか、いまいちその気になれないようだ。

　ヒーッヒッヒッヒッヒッヒッヒ、ギャーッハッハッハ、イイーッヒッヒッヒ……。

　腹の底から絞しぼり出すような笑い声が、延々と続いている。

　きららは首をかしげると、キャンディに言って、ナップザックを拾ってもらった。ポケットの一つをまさぐって、だいだい色のきんちゃく袋を引っぱり出す。袋には、ピエロの笑い顔が描えがかれていた。

「まさか……」

　きららは、袋の中をゴソゴソした。笑いはやまない。

「え、うそ……それじゃあ」

　きららの表情が、みるみる暗くなる。それに呼こ応おうするように、笑い声はぷっつりと途と絶だえた。

「きららさん、どうしたんですか？」

　尋ねるキャンディに、きららは袋の中から電池を出して見せ、答えた。

「わ、わたしのわらいぶくろが、わらいぶくろが……壊こわれちゃったよぉ～」

「わ、笑い袋……」

　キャンディは絶ぜつ句くした。

「わたしのかわいいわらいぶくろ……寝る時も、お風ふ呂ろの中でも一いつ緒しよだったのに……」

「うそつけ！」

　その時、後ろからどんよりとした気け配はいが伝わってきた。

　ぼくはギギギギィーと首を回して、後ろを見た。

　ぶちっ！　という音が聞こえたような気がしたので、ぼくは慌あわててきららを自転車に乗せ、自分もサドルにまたがった。キャンディもそれにならった。
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「やべぇ！　逃げ切れないぞ！」

「もっとスピード出して！」

　ぼくたちは、危き機きに陥おちいっていた。

「えーん、わたしのわらいぶくろが……」

　きららだけは別の意味で、危機的状態だった。

「笑い袋なんてどうだっていいだろ！　それより、後ろを見ろ！」

「どうでもよくないもん！　ついでに言えば、どうやっても後ろは見えないよ、わたし」

　きららの代わりに振り向くと、猛もうスピードで迫ってくる軽乗用車が見えた。

「追いかけられてるんだよ。笑い袋を見て、あいつ、切れちゃったんだ！」

「違う！　ひかるがタコとかイカとか言ったからですよ。そもそも、きららさんを危ない目にあわせたのは、ひかるでしょう」

　たしかに、そう言われればそうかも……。

「キャンディ、やけにきららの肩持つな」

「そんなこと言ってる場合ですか！」

　プオー、パラリらパラリら、という音が間ま近ぢかで聞こえた。

「ねえ、二手に別れたら？」

「そうだな。よし、次の角で別れよう」

「オーケー。大学の正門で落ち合いましょう！」

　キャンディは自転車を傾かたむけて、曲り角に消えた。ぼくはそのまま大通りを直進する。

　ぼくには、ひょっとしたらキャンディの方へ行ってくれるんじゃないかなーという甘い期待があった。が、それは派は手でなクラクションによって、あっさり破られた。

「オラ待て、このガキィー！」

　弱い犬ほどよく吠ほえるというけれど、本当だ。

「びびってるくせに……」

　きららがチェックを入れてきた。

「だいたい、なんでぼくたちが追いかけられなきゃいけないんだ？　こっちは被害者なんだぞ」

「被害者は、ひかるじゃなくて、このわたし。五・七・五でまとめてみました」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろうが」

　その時敵の車は、すでにママチャリーナⅡ世と並んで走っていた。

　窓が開いて、男が汚い顔を出した。

「こら、止まらんかい、ワレ！」

　すっかり大阪弁になっている。が、ハイそうですかと止まるわけにはいかない。

「ど、どうしよう、きらら……」

「そんな、わたしが知るわけないでしょ。元はと言えば、ひかるのせいなんだからね」

「なんとか振り切らなきゃな。……ん？」

　パトカーでも振り切れる？

「そうだ、ターボブーストだ！」

　ハンドルのまん中に、コントロールパネルがある。「ターボブースト」と書かれた青いボタンは、すぐに見つかった。

「ま、まさかひかる、ちょ、ちょっと待ってよ。そんなの、お母さんだから死なないで済むのよ。わたしたちじゃあ無理よ」

「為なせば成る！　しっかりつかまって！　うりゃ、ターボブースト、ファイヤー！」

　ぽちっとな。

　フュンフュンフュンフュン……ウニョニョニョニョニョ……。

　なんだか、いかにも「エネルギーチャージしてるぞっ」というような音がした。

　その時、車の窓からにゅっと手が出てきて、きららの首ねっこを捕つかまえようとした。

　次の瞬間、奴の手は視界から消えた。

「うわーっ！」

「きゃああぁぁぁー」

　ママチャリーナⅡ世は猛然とダッシュして、あっと言う間に車を引き離した。そしてそのまま、さらに加速を続ける。

「ひかる、ブレーキ！　ブレーキ！」

　ぼくはブレーキをにぎったが、いくらやっても一向に速度は落ちない。よくよく見れば、ママチャリーナⅡ世は宙に浮いてるじゃないか！

「ど、どうやったら止まるんだ～！」

　地面から五センチメートルの高度を保ちながら、ママチャリーナⅡ世は爆進した。信号も、踏み切りも、一方通行も、この自転車には通用しなかった。
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　十分後、ぼくらは浜辺にいた。

「し、死ぬかと思った……」

　げっそりしているぼくに、

「そう？　けっこう楽しかったよ」

　きららは言って、笑った。

「百キロは出てたぜ、絶対。ホント、お母さんって信じられない性格してるよな」

　きららもだけどね、と心の中でつけたした。

「たしかにこれなら、パトカーだって振り切れるね」

「そ、それより、ちょっとさぶい……」

　ぼくの服は、濡ぬれたままだ。

「暖あたためてほしい？」

　きららはいたずらっぽく言う。

「やだ、ひかる。エッチなこと考えてるんじゃないでしょうね？」

「バカ！　それよりどうするんだよ、あれ」

　はるか沖の方に、ピンク色の物が漂ただよっていた。

「おこられちゃうね」

　ぼくの素す晴ばらしいハンドルテクニックのおかげで、障害物にはぶつからずに済んだ。しかし、ママチャリーナⅡ世号は止まってくれなかったんだ。海に突っ込むまでは。

「ハンドルテクニックって……。宙に浮いてたのに、どうやってハンドル操そう作さしたの？」

「気合いでやったんだ、気合いで」

　きららは浜はま辺べに放り出されたけど、ぼくは自転車と一緒に突っ込んだ。でも、海に落ちたのがぼくだけでよかった。きららは泳げないからね。

「でも、まったく、トホホだよ」

「トホホなのはお母さんの方じゃない？　あれ、改造するのに一年かかったんでしょ？」

「それが海の藻も屑くずかぁ。人生って、厳きびしいな」

「ほんとだね」

「キャンディ、待ってるかなあ」

「多分ね。……服、乾かしてあげる」

　きららはぼくに向かって手をかざし、

「バーニング、サンダァァァー、アタァァァック！」

　と、叫んだ。すると、もわもわーっと暖かい空気が流れてきた。きららは「心の声」以外にも、超能力を使えるんだ。

「いったいなんなんだよ、そのアターックって言うのは？」

「イメージよ、イメージ。『心の声』なんかと違って、こういう技わざは、イメージが大切なの。声を出すと、イメージが固まりやすいでしょ」

　うーむ。しかし、バーニングサンダーアタック！　と叫ぶイメージって、一体……。ひょっとして、ぼくを黒こげにするつもりでやってるんじゃあ……？

「もういいよ。歩いてるうちに乾くから」

　真夏の太陽がガンガン照らしつけてくれるから、すぐに乾くだろう。

「そうね。じゃ、行こっか。バイバーイ、ママチャリーナⅡ世！」

　きららは叫んで、手を振った。全然違う方向にだったけど。
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　大学は海の近くだったので、地図を見ながら十分も歩くと、簡単にたどり着いた。

「遅いですよ、ひかる」

　キャンディは正門で待っていた。

「ごめん。ママチャリーナⅡ世が大破しちゃって、大変だったんだ」

　ぼくは今までのことを話した。

「そうですか。さすが水み無な月づきさんのマシーン、後のことはなんにも考えてないですね」

　キャンディは妙みようなところで感心している。

「それより、きららさん、大丈夫ですか？　ひかるに二回も落っことされるなんて、かわいそうに。怪け我がはありませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。なにしろ……」

　きららは強がりを言った。と、一いつ瞬しゆん思ったが、大丈夫な理由がふるっていた。

「ちゃんとシールド張って防ぼう御ぎよしてるんだから」

　シ、シールド……。どうりでかすり傷一つないわけだ。服も汚れてないし。

「ひかるだって、お母さんの子どもなんだから、使えるはずなんだけどね。って言うか、本当はひかるにこそ使える技なのに……」

　使えない。断じて使えない。ぼくはきっと、お父さんに似たんだな。

「超能力ですか？　ま、よく分からないけど、とにかく無ぶ事じでよかったですよ」

「そうだね」

　ぼくたちが落ち着くと、きららは笑って、

「じゃ、がんばって山登りしようね」

「え？」

　門の向こうには、恐ろしく広い大学の敷しき地ちが広がっている。

「橋の上から見たでしょ。てっぺんの建物まで、標高差百メートル、徒歩十分。わたしの足だと二十分くらいかな」

　こんな山の斜面に建ってるなんて、なんて大学だ！　しかもそのてっぺん？　冗じよう談だんじゃない。もう、すでにくたくたなんだよ。

「がんばって登りましょう、きららさん！」

「うん！　その意気よ。ひかるも、ほら」

「よーし、がんばるぞー」

　一応言ったが、ハッキリ言ってがんばれそうにないと思った。




　てっぺんまでは、十五分かかった。

「で、きらら。どうするんだ？」

　目の前には、大きなレンガの建物があった。陸橋から見えていたやつだ。

「建物に入るのよ。そしたら、六階まで上るの。もちろん階段でね」

「だけど、どうしてエレベーターや動く歩道がないんですか？　忘れてるかも知れないけど、今は二十一世紀なんですよ」

　キャンディがチェックを入れたら、

「国立大だから、お金がないのよ」

　きららはしっかり答えてくれた。
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「へえ。大学の教室って、こんなのなんですね」

　誰だれもいない講義室。小学校と違って、机と椅い子すは固定式だ。黒板は理科室と同じ、二段式。上にはスクリーンと思われる巻物のようなものも見える。

「ほんとに、時代に取り残されてるって感じですね」

　キャンディが机をどん、と叩くと、ミシミシッ、ときしんだ。

「学校ってところは、だいたいそうさ。ぼくらの学校だって、いまだにほうきとちりとりで掃そう除じしてるだろ」

「大学は違うんじゃあ……」

「端末室はすごいんだって。最新のコンピューターがズラリだって言ってたよ」

「たしかにお父さんはそう言った。でも、お母さんに言わせると三流のマシンだってさ」

「水無月さんはプロですからね。……で、この教室に、何があるんですか？」

「後ろに、大きなコンクリート台があると思うけど」

　たしかに、むき出しのコンクリートで、恐ろしく頑丈そうな大きな台ができている。上にキャンディが十人乗って踊っても、びくともしないだろう。

　と思ったら、きららがプッと吹き出した。

「きららさん、どうかしました？」

　キャンディは尋ねたが、きららはくすくす笑って首を振るばかりだった。真実を知ったら、キャンディは悶もん絶ぜつするかも知れない。

「台ってこれだな」

　台の方に回り込む。台の裏には戸と棚だながあって、南なん京きん錠じようがぶら下がっていた。

「とびらがあるぞ」

　扉と言っても、大人一人がしゃがんで、やっと通れるくらいのものだ。

「はいこれ、カギ」

　きららはポケットから、小さな鍵かぎを取り出した。それを差し込んでひねると、カシッ、と音がして鍵は開いた。しかしこの鍵、いったいどこから持ってきたんだろう。

「そんなの、秘密に決まってるじゃない。とにかく、開けてみて」

　中には、古めかしい映写機が入っていた。それを二人がかりで引っ張り出す。重い。

「結構しんどいですね」

「さすがはきらら、人使いが荒い」

「きらら、キーック！」

　……映写機を台の上に置いた。戸棚は空からっぽになった。

「じゃあ、その下の床板を持ち上げて」

　またしても肉体労働だ。けれどキャンディは喜き々きとして働いている。まったく、底なしの体力だ。それとも、マゾなのか。

「おっ！　穴があったぞ」

　床の下からポッカリと、四角い穴が顔を出した。のぞいてみると中は真っ暗だ。ただ、穴の横壁にはハシゴがついている。

「すげぇ。隠し通路だよな、これって」

「世の中には、隠し通路とか秘密兵器とかが大好きな人もいるのよ」

　それが誰なのか、言うまでもない。

「いくらなんでも、こんなの作るなんて、許可おりないんじゃないのかなあ」

「夜中に、二人でこっそりやったに決まってるでしょ。とにかく、中に入ろうよ」

　入ると言っても、中は真っ暗だ。

「でも真っ暗ですよ、きららさん」

「え、まっくら？　わたし、暗いところって大好きよ」

「あのなあ、お前は吸血鬼か？……まあいいや。せっかくだから、先頭行ってくれよ」

「うん！　任まかせといて！」

　きららは荷物をぼくに渡すと、後ろ向きになって穴の中に入って行った。
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　真っ暗な縦穴の中を、きらら、ぼく、キャンディの順で下りる。懐かい中ちゆう電でん灯とうは持てないので、あたりは完全に暗くら闇やみだ。手元、足元が覚おぼ束つかないので、一向に進まない。先頭のきららは、ぼくに合わせてゆっくり下りている。

「いったい、どこまで続いてるんだ？」

　だぁー、だぁー、……小声で言ったつもりが、反響して耳にワンワン響いた。

「地下百メートルまでよ」

　きららはさらりと言った。けどそれって、ものすごい長さなんじゃないだろうか。

「二十階建てのビルってとこかな。いっそのこと、飛び降りようか？」

「バカッ、死んじまうぞ」

「シールドを使うから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「きららさんのシールドっていうの、一度見てみたいですね」

「頼むから、あおらないでくれ。シールドったって、気休め程度なんだから」

　いくらなんでも、百メートルの落下には耐えられないだろう。

「どうせ、わたしは未み熟じゆく者ものよ。でも、ひかるに言われたくはない」

「ぼくには元々、超能力はないんだってば」

「超能力じゃない。ポイ」

「ポイってなんですか？」

　キャンディの声がこだまする。

「パワー・オブ・イソガイアンの略らしいよ。お母さんに力の使い方を教えたのが、ティエンリー・イソガイっていう日系の中国人なんだって。その弟で子しをイソガイ主義の人、つまり『イソガイアン』って言うの。その『イソガイアンの力』が『ポイ』なのよ」

「ネーミングセンス最悪だな」

「わたしも同感。でも仕し方かたないよ、人の名前なんだから」

「でも、いいですね。僕ぼくも訓練すれば、そういうパワーを身につけられるんですか？」

「残念だけど無理ね。使えるかどうかは、血の問題だから……っと、ストップ！」

　きららの指示に従って、ぼくたちも止まった。

「どうした？」

　きららの方を見ようにも、上も下も分からないような真っ暗闇だ。不安がつのる。

「これ以上下には行けないけど、横穴があるよ。気をつけてついてきて」

　きららが動き出す気配がしたので、ぼくも再び下りはじめた。

　しばらく行ったが、変わりはない。きららはさっき、どの辺にいたのだろう。何も見えないし、声が反響するので、距離感がつかめない。

　おかしいな、と思いはじめた時、いきなり何かにつき当たった。コンクリートの床だ。

　どうやら、きららとはかなり離れてしまっていたらしい。

　早く追わなくちゃ。ぼくは急いで横穴を探さがした。もちろん手探りだ。手間取ったが、穴はなんとか見つかった。

　その時、ぼくの脳天に激しい衝しよう撃げきが走った。

「ぎゃああああっ！」

　思わず叫んでしまった。

「あっ、すみません」

　すぐ上で聞こえた。

「だいじょうぶー？」

　かなり遠くから聞こえてきた。

「いてー。何すんだよ」

「全くなんにも見えないもんですから……許してください」

　キャンディに踏まれた頭はまだ痛かったが、我が慢まんして横穴に入った。こちらも、這はって通るのがやっとという感じの、狭せまい穴。相変わらず真っ暗だ。

「ひかる、大丈夫？　どこにいるの？」

　前の方で、きららの声がした。

「大丈夫。今行く」

　遅れまいと、ハイペースで進む。つもりなのだが、ハイハイには慣なれていないので、なかなか進まない。手足が疲つかれるばっかりだ。いい加減うんざりしてきた……。

　と、その時。ぼくの顔面に、やわらかくてほんのり温かいものが押しつけられた。

「きゃあっ！」

　声と共に、何かがぼくの肩を強打した。続いて胸、顔面にも直撃をくらって、ぼくはふっ飛ばされてしまった。

「うううぅ」

　思わずうめく。鼻がツーンとして、鉄棒の香かおりがする。

「あ、ひょっとして今の、ひかるだった？　ごめんね」

「ご、ごめんねじゃないよ……」

　ぼくって、なんて不幸な奴なんだ。つくづくそう思った。




　隠し通路は、きららのすぐ前で行き止まりになっているようだ。道はないかと探していたところ、ぼくがおしりにぶつかってきたらしい。

「ひかる、ライトをつけて、見てみてよ」

　そう言われても、きらら・キックをまともにくらったぼくは行動不能だ。

「僕がやります。ひかる、リュックを開けますよ」

　キャンディは動物的な勘かんでぼくのリュックを探り当てると、ライトを取り出して明かりをつけた。

「うわっ、まぶしい！」

　思わず目をつぶった。しばらくすると、やっと見えるようになってきたが……。

「うわー、やっぱり鼻血出てるぅ……」

「ちょっとキャンディ、前に出てみて。ひかる、下がって」

　狭い通路で押し合いへし合いして、なんとか入れ替わることに成功した。

「ひかるぅ、ほんとにごめんね……」

　きららは泣きそうな顔で、ぼくの顔をなでた。

「いいよ、べつに……慣れてるから。すぐ止まるよ」

　きららは首を振ると、ぼくの顔に手をかざして、静かに呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

「天竜は日本の象しよう徴ちよう、コペパセジ……天竜は、日本の象徴コペパセジ……」

「なんだよ、その変な呪文は。日本の象徴は富士山だろう。コペパセジって何だよ？」

「ヒーリングのおまじないよ。お母さんは、いつもこうやって怪け我がを治してくれたじゃない。天竜は……」

「そう？　聞いたことないなぁ」

「ひかるは大怪我したことないからよ。コペパセジ」

　きららは呪文を唱え続ける。しばらくすると、ぼくの鼻血は止まった。

「……ね。わたしのヒーリングだってけっこう効きくのよ」

　そうかなあ。時間が経たったから止まっただけでは？

「とにかく。キャンディ、やっぱり行き止まり？」

「いや、扉とびらみたいなものがありますよ。それと、パスワード入力装置かな、これは」

　キャンディの巨体の向こうに、頑がん丈じようそうな扉とびらが見えた。
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　キーボードには、ゼロから九までの数字と、ＡからＺまでのアルファベットが並んでいる。それを押すと、扉の横にある液晶の画面に文字が出ることが分かった。

　キャンディは「オールクリアー」のキーを押して、画面を消した。

「きららさん、ほんとにパスワード、知らないんですか？」

「知らないよ。こんなのがあるなんて、ハッキリ言って想像もしてなかったもん」

　さっきからいろいろやってみてはいるのだが、どれも全くだめだった。

「やっぱり英語じゃないのか？」

「でも僕、英語は分からないし、きららさんは？」

「少しなら話せるよ。でも、読み書きはぜんぜんだめ」

「困こまりましたね」

　ぼくに英語が分かるかどうか聞いてないのに、キャンディは早々とあきらめた。

「お母さんの好きな言葉じゃない？」

「たとえば？」

「うーん、何だろうね？」
















「まさか、『よしりん大好き』とかじゃないだろうな」

　二人は笑った。

「ま、やってみますか？　よ、し、りん、だ、いす、き、っと」

　キャンディはＩを押し、続いて「入力」を押した。

　ピピピピピ、シュゥー。

「まさか……」

　しかし、扉は開いた。

「おいおい、ほんとかよ」

「こんなパスワード、身み内うちでないと分かりませんね」

　あきれて物も言えないが、とにかく扉は開いたのだから、よしとしよう。




　扉の向こうは、とてつもなく広い空間だった。懐中電灯の光がとどかないほどだから、体育館くらいか、それ以上の広さだ。今日は土曜日で休みだから、人の気配はない。

「やっと着いたね。外に出ようよ」

　きららの声が反響する。

「で、出るって、どうやって出るんですか？　床が見えないんですけど」

　そう。恐おそろしく大きい部屋の、かなり上の方に出たみたいなんだ。

「三人で一いつ緒しよに飛び降りようか。せーの……」

「おい、ちょっとま……うわっ！」

　ドンガラガッシャーン！　ぼくらは見事に墜つい落らくして、何かをめちゃくちゃにした。

「いたーい」

「うーっ」

「大丈夫ですか、二人ふたりとも」

　キャンディは無傷だ。さすが、スポーツ万能の体育魔人。

「大丈夫じゃないよ……。きらら、何がシールドだよ」

「ごめーん。でも、ちょっとはダメージを減らしたはずよ」

　ガラクタの山をかき分けるようにして、ぼくときららは立ち上がった。

「あ、あれを見てください」

　キャンディが照らしている方を見ると……。

「す、すげぇ」

　光の輪の中に、白い宇宙船の姿が浮かび上がっていた。

　全長はだいたい五十メートルくらいだろうか。流線型のフォルムで、大気圏航行用の翼つばさが美しいカーブを描いている。塗装は白というよりアイボリーに近く、鮮あざやかな緑のラインが斜めに走っている。……かっこいい！

　が、しかし、ふざけたことに、ボディにはまたしても巨大な伊い勢せえびが描かれていた。

　きららはにっこり笑うと、両手を腰に当て、胸を張って言った。

「ふふふふふ。これこそ我々が長年捜さがし求めてきた宇宙船、その名も……」

「その名も？」

　しばらく間があって、

「……なんだっけ？」

　ぼくとキャンディは、派は手でにずっこけた。
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　宇宙船のハッチは、開いていた。

「無防備ですね」

　中に入ると、エアロックになっていた。内側に、もうひとつ扉があるが、これにも鍵かぎはかかっていない。

「とことん無む防ぼう備びだな」

　エアロックの向こうは、廊ろう下かになっていた。突き当たりにドアがあったが、やはり簡単に開いた。

「思いっきり無防備だね」

　そこはダイニングキッチンだった。宇宙船のレースは何か月もかかるので、こういう設備は欠かせない。

　キッチンの先は一段低くなっていて、そこがコックピットだった。

　照らしてみると、椅い子すが二つあるのが見えた。その周りは計器やスイッチで埋うめつくされていて、足の置き場もない。ただ、ぐるりと窓に囲まれているので、それほど狭苦しい感じはしなかった。

「電源スイッチは、どこでしょう？」

　キャンディがそう言った瞬間、パッと明かりがついた。

「あ、明るくなった」

「なぜだか分かりませんが、スタンバイＯＫになったようですね」

　ディスプレイや計器も電源が入って、妙なアニメーションを映し出した。

　ここで、なぜか二人はぼくの方を向いて、

「じゃ、あとはひかるに」

「任せました」

「ええっ！　な、なんで？」

　そんなことを言われても困るんだけど。

「何でって、わたし、宇宙船の操そう縦じゆうできないもの」

「僕ぼくもです。ここは宇宙船マニアのひかるに任せます」

　たしかにぼくは、お父さんの影響で、宇宙船にはちょっと詳くわしい。だけど。

「あ、あのなー。いくらぼくだって、宇宙船の操縦なんてできないぞ。免許もないし」

「ええっ！　わたし、ひかるが操縦できると思って、当てにしてたんだけど」

「わるいけど、連絡用シャトルと宇宙船じゃあ全然違うからね」

　ぼくたちは途と方ほうにくれてしまった。

「こうなったら仕方ない。適当にやってみよう」

　覚悟を決めて、ぼくはコックピットの左側に座すわった。きららも右の席に座る。キャンディは椅子がないので、その場にしゃがんだ。

「えーっと、どうするかな」

　見回すが、ハッキリ言って全然分からない。

「大事なスイッチってのは大たい抵てい、目立つところにあるものよ」

　きららが言った。そう言われて見てみると、ぼくの椅子のすぐ左に、黄色と黒のしましま模も様ようのふたのようなものがあった。赤い字で、何か書いてある。

「これかな？　きらら、英語読める？」

　それは英語だった。たったの六文字だ。

「読めないけど、発音を聞けば分かるよ」

「えーと、ダン……ゲ……アール。ダンゲルかな？」

　キャンディの方を振り返ると、キャンディも首をかしげた。

「ダンゲル？　そんな言葉、知らなーい。ひょっとしてドイツ語かな？」

「つづりは、Ｄ・Ａ・Ｎ・Ｇ・Ｅ・Ｒですけど。知りませんか？」

「わたし、つづりとか知らないのよ。あくまで会話だけで、読みはだめなの」

　ふたを開けてみると、下にはスイッチがいくつかあった。

「ミッシレ、ラセル、プホトントロペドとかあるけど、スタートなんてないぞ」

　ぼくだってスタートのつづりくらいは知っている。「ＳＴＡＲＴ」だ。我が家のゲーム機はスタートボタンの利ききが悪いので、この文字はぼくの頭にしっかりと焼き付いていた。だからこそ確信を持って言えるけど、今、ぼくの目の届とどく範はん囲いに、そんな文字はない。

「とにかく、何か押してみたらどうですか」

「そうだな」

　ぼくは、ミッシレというスイッチを押すことにした。ゆっくり手を伸ばす。

「ひょっとして自じ爆ばくスイッチだったりしてね」

　きららが、縁えん起ぎでもないことをささやいた。

「まさか。そんな物、あるわけないですよ。間違って押したら大変ですからね」

　キャンディは言うが、

「いーや、分かんないよ。なにしろ、あの二人の設計だからね」

　たしかに、二人とも自爆装置とか好きそうだ。あの二人だけは、常じよう識しきでは判断できない。

「あー、もう。とにかく押すぞ、いいな！」

　ぼくはボタンに手を伸ばした。

「あーっ！　だめ！　だめです！」

　いきなり叫び声がした。ぼくはびくっ、と手を引っこめた。

「……今言ったの、だれ？」

　きららもキャンディも、首を振った。

「勝かつ手てにボタンを押さないでください！　危あぶないじゃないですか！」

　それはまったく聞き覚おぼえのない、女の人の声だった。
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「誰だれだ？」

　ぼくの問いに、その声は静かに答えた。

「私はこの宇宙船ＡＳ─Ⅱのオペレーター、ソフィアと申します」

　後ろを振り返ってみるが、キャンディの他には誰もいない。

「どこにいるんだ？」

「ここにいますよ」

「ここって……どこ？」

　ぼくは聞くが、きららが笑って、

「たぶん、この船のコンピューターよ。コンピューター」

「コンピューター？　でも、しゃべったぜ」

「たしかに私は機械です。でも、しゃべれますよ」

　人工知能とか、人工無能ってのは珍しくない。音声で命令を入力するというのもある。けれど、こんな風に自然に会話を交わすコンピューターなんて、聞いたことがなかった。第一、コンピューターが「あーっ！」なんて言うかね？

「私のことはソフィーと呼んでください。それより、あなたたちはなんですか」

　後半はちょっと厳きびしい口調になった。芸が細かい。

「えーと、ぼくらはこの船に乗りたいんだけど」

「真っ暗な中をこそこそ忍び込んで来るなんて、露ろ骨こつに怪あやしいんですけど」

「べつに怪しい者じゃないよ。見てのとおり、子どもだし……って、見えるのかな？」

「ちゃんと見えてますよ」

「あ、そう。で、とにかく、この船に乗って出かけたいんだ」

　ぼくは精いっぱい胸を張って言った。

「誰の許可で？」

　ぼくはきららを見た。黙だまってうなずくきらら。

「ないんですね。じゃ、とっとと降りてください」

　突然ぞんざいな口調になるソフィー。

「降りないよ。だってこれ、ハイジャックだもん」

　きららは平然と言い放った。

「ハイジャックって、人ひと質じちもいないじゃないですか」

　ソフィーのツッコミ。もっともだけれど、人質はあったのだ。

「あっ、こんなところに……」

　言いつつ、きららはナップザックからかなづちを取り出す。

「こんなところに、衝しよう撃げきに弱くて壊れやすい、しかも恐ろしく高くて修しゆう理りの難むずかしい三次元立体イメージ投影ディスプレイが！」

　かなづちをでたらめに振り回す。きららだけに、余計恐ろしい。

「きゃあ、やめて！　お願いだからやめてください！　言うこと聞きますから！」

「最初っからそう言ってくれればよかったのよ」

　我が妹ながら、恐ろしい娘だ。

「ひかる、もう一回くらい鼻血流そうか」

　きららは笑ってかなづちを振り上げた。

「うわ、やめてくれ！」

　ぼくはとっさに腕を上げて防御したが、

「うぎゃ！」

　左ストレートをもろにくらった。かなづちはフェイントだったのだ。

「いいですね、仲がよくて」

　キャンディ、見てないで止めてくれよ。
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「やっぱり、あの二人の子どもだったんですね。そうじゃないかと思いました」

　事情を話すと開口一番、ソフィーは言った。

「どうして分かったんだ？」

　ぼくが鼻血を拭ふくと、きららはまた「ヒーリング」をはじめた。ぼくに手をかざして、またしてもわけの分からない呪文を唱える。

「ちょんまげ隠すプフェ、ちょんまげ隠すプフェ……」

「呪文が違います」

　キャンディは言った。聞く人が聞いたら地獄に落とされた気分になる台詞せりふだ。けれど、きららはおかまいなしに続ける。ま、勝手にやらせておけば鼻血は止まるだろう。

「……かなづちで私を脅おどすなんて、まともな人のすることじゃあありませんからね。あの二人の子どもならではです」

「それって、誉ほめられてる気がしないんだけど」

「プフェ、ちょんまげ隠すプフェ……」

「それでも男の子……ひかるさんの方は、割とまともに育った。人間て不ふ思し議ぎですね」

　ソフィーはしみじみと言う。

「それはさておき、早さつ速そく発進しますか？」

　切り替えの早いコンピューターだった。

「自動操そう縦じゆう、できるの？」

「自動じゃありません。私の操縦です」

「それを自動と言うんじゃあ……？」

「とにかく、一いつ刻ときも早く出発しましょう」

　キャンディは熱っぽくこぶしを振り上げた。

「そうだな。じゃあ、出発だ」

「分かりました。セルフチェックを行いますので、しばらくお待ちください」

　ディスプレイに棒グラフと、小さな妖精の絵が映し出された。見事なアニメーションで妖精が飛び回り、それと共にグラフのゲージが伸びて行く。

「やけに凝こってますね」

　棒グラフが一番右まで達し、セルフチェックが完了したことを告げた。

「セルフチェック終了。結果は……っと、皆さんに言っても分かりませんよね」

　と、画面の中の妖精が首を傾かしげる。

「僕は機械にはちょっと詳くわしいですから、分かりますよ」

「ひかるは宇宙船マニアだし。ちょんまげ」

　きららはまだヒーリングを続けている。

「そうですか？　まあ、一言で言うと、コンディションは良好。大気圏、宇宙空間ともに航行可能です。ただし、ミサイル兵器の七十六パーセントは弾切れで使用不能です」

　聞かなきゃよかった。この船、レース用だったのでは？

　見ると、キャンディも苦笑している。

「エネルギー兵器は使えますが、バスター粒りゆう子し砲ほうの使用はできるだけ避さけてください」

　バスター粒子砲……聞いたことのない名前だが、中身は容易に想像できた。

「おいおい、そんなもんまであるのかい？」

　あの二人ならやりかねない。けれど、これが発覚したら、お父さんもお母さんも刑務所行きなのではないだろうか。

「ありますけど、まだ実験段階なので……くれぐれも、使わないでくださいね」

「当たり前だ！」

「では、発進しますね。ドック、オープン」

　前方に、光の筋が走った。壁が左右に開くとともに、まぶしい光が差し込んでくる。

「補助エンジン出力上昇。出力七パーセント」

　左右の壁がゆっくりと後ろに流れて行く。ぽっかり開いた四角い穴に吸い込まれるように、ソフィーは前進した。その向こうは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっているらしく、波のはじける音が聞こえて来る。

「メインエンジン始動……ＡＳ─Ⅱ、発進」

　声に合わせて、宇宙船は海の上へと飛び出した。かなりのＧが来る。

「うわーっ、すごい！」

　きららが、感嘆の声を上げた。ヒーリングはいつのまにか終わっている。

「ひゃっほう！」

　何度か旋回したあと、海の上で静止した。

「ＥＭ─ＭⅡ回収完了。推進ベクトル設定……飛ばしますよ！」

　いきなり激しい水しぶきを上げて、宇宙船は飛び立った。ぐんぐん高度が上がる。海岸が、大学が、友とも井い町ちようが、どんどん小さくなって行く。

「ひょえー」

　本州が、日本が、アジアが小さくなって行って……。

「すごいや……」

　地球は、やっぱり青かった。白い雲が散りばめられて、宝石みたいに輝いていた。

「なんてきれいなんだろう……なあ、きらら」

「うん」

　やがて、地球はゆっくりと回りはじめた。いや、回っているのはぼくらの方か。

「地球か……」

「地球ですね」

「で、これからどこへ行くんだって？」

　ぼくは聞いた。

「宇宙港……って、日本にあるんだったよね。駿河するが湾わん……太平洋？　どっち？」

「どっちにしろ、今向かっている方向でないことはたしかですね」

　気まずい空気が流れた。

「ソフィー？　どこへ行くの？」

「どこって……。宇宙じゃなかったんですか」

　さらに気まずい空気が流れた。

「バカーッ！　最初に目的地を言っときなさいよ！　あなたも、聞きなさいよ！」

　きららの絶ぜつ叫きよう。ああ、もう、バカばっかりだ！
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　宇宙船ＡＳ─Ⅱは、太陽系最速を誇ほこる、お父さん自じ慢まんの宇宙船だ。

　メインエンジンはカツマティ社のＶＰデルタ。それを三基も積んでいるのだから、これほどぜいたくな船はちょっとないだろう。

「さすが宇宙船マニア、異様に詳くわしい！」

　速さだけではなく、旋回能力、船体のバランス、復元力、大気圏内での能力、どれをとっても最高クラス。だから当然、いつも優勝候補にあがっているし、オッズも低い。

　それなのにこの船は、どういうわけか、レースにおいて一度も優勝したことがなかった。

「きっと、乗組員の性格が悪いのよ」

　そう。まさにその通りだ……って、おい。

「きらら。ぼくがかっこいい解説をやってる時に、チャチャ入れるなよ」

「だってわたし、暇ひまなんだもの」

　きららは頰ほお杖づえをつきながら、大福を頰張ばった。

「すみません。もう少しですから」

　キャンディは、精密ドライバーで機械をいじくり回している。機械と言っても何のことはない、笑い袋の中身だった。機械に強いキャンディが修理を買って出たんだ。

「でも、暇だなー。あとどのくらい？」

「いったん軌道に乗りましたから、地球を一周しないと帰れないんですよ。こんなところで全力を出すわけにも行きませんから、半日くらいですね」

　ソフィーはそう言うが、本当のところは、燃ねん料りようが足りないんだろう。

「わたし、お風ふ呂ろに入ってこようかな」

　ＡＳ─Ⅱにはもちろん、バスもトイレも完備されている。旧時代には無重量状態で入浴や排はい泄せつを行うという困こん難なんもあったようだけれど、今の宇宙船はほとんど例外なく重力制御がされていて、キッチンもバスルームも地上と同じ感覚で利用できるのだ。

「お風呂、ですか？」

　キャンディの声がうわずった。何を想像したんだ？

「うん。ねえ、ひかる。入ろうよ」

「しようがないなー。じゃあ、入るか」

　キャンディは無言で笑い袋に向かっていたが、動どう揺ようを隠し切れていなかった。

「じゃあ、キャンディ。わたしたち、お風呂入るからね。何かあったらよろしくね」

「え、ええ、わかりました。ごゆっくり」

　キャンディは背中で泣いていた……かどうかは、ちょっと分からない。




　結局、ぼくときららはお母さんの、キャンディはお父さんの部屋で寝ることになった。

「これは大学の船じゃなかったんですか。なんで専用の部屋があるんです？」

「完全に私物化されてるんだよ」

　扉とびらはロックされていたが、ソフィーを脅きよう迫はくするとすぐに開けてくれた。

　お母さんの部屋には、大小色とりどりのぬいぐるみが散乱している。

　きららは、ベッドに倒れ込んだ。シングルだが、ぼくら二人が寝るには十分だ。

　きららはナップザックを開けて、中から何かをひっぱり出した。

「じゃーん！」

　それは、きららがいつも使っているタオルケットだった。

「そんな物を持って来てたのか？」

「うん。これがないと眠れないから」

　これにはきららの匂においがたっぷり染しみ込んでいるので、側そばにあると安心して眠れるらしい。いわゆる「ネンネ毛もう布ふ」というやつだ。

　きららはベッドにもぐり込むと、タオルケットにほおずりした。

「おやすみ……」

「ああ。おやすみ、きらら」

　よっぽど疲れていたんだろう。きららはもう、安らかな寝息を立てていた。
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　友井小学校のグラウンド。

　鉄棒のまわりに、五年二組の生徒が集まっていた。

　人の輪の中心で、鉄棒と向き合っているのは柿かき田ただった。担任の里さと中なか先生が、そのすぐ後ろに立っている。

　サト先こと里中先生が、タバコをふかして煙をぽっと吐き出した。

「できるまで、何度でもやらせるぞ！」

　罵ば声せいと共に吸すい殻がらを捨てて、踏ふみつける。その声に押されるように、柿田は鉄棒に向かった。

　鉄棒を逆さか手てに握にぎり、地面を蹴ける。足が浮ういた。

　ぼくは祈った。

　しかし、その足は空中で二、三度もがくと、そのまま地面に引き戻された。

「柿田ーっ！」

　サト先のビンタが飛んだ。柿田は三メートルほど飛ばされて、ひっくり返った。

　一同は、水を打ったように静まり返っている。みんな、怒りの矛ほこ先さきが自分に向けられることを恐れているんだ。

「健けん全ぜんな精神は、健全な肉体に宿やどる！　お前がいくら勉強だけできても、だめだ。本当に頭のいい奴に、体育のできない奴はいない！」

　柿田の目に、何かが光った。

　目が合った。

「柿田……」

　その時突然、サト先が声をあげて笑い出した。続いてクラスの何人かが笑い、しまいには、ぼくと柿田を除く全員が大爆笑をはじめた。

　啞あ然ぜんとしているぼくを、クラスのみんなが取り囲んだ。

　ぼくの身体からだが、恐おそろしい力で地面に押し付けられる。重い。身動きがとれない。

　柿田が、恐ろしく険けわしい目でぼくを見た。

「ひかる……」




　ギャッハハハハハハッ、ヒャーハハハハハ、ヒィーッヒヒヒヒヒヒ！

　耳元で、騒そう々ぞうしい笑い声が響ひびいていた。

　布ふ団とんがやけに重くて、なんだか苦しい。

「ひかるってば」

「うーん……」

　ぼくは目覚めた。すぐ目の前に、きららの顔があった。どうも重いと思ったら、きららが乗っかっていたんだ。

「どけよ。重いんだよ」

「わたし、そんなに重くないよ」

　抗こう議ぎの声を無視して、ぼくはきららごと布ふ団とんをはねのけた。きららは転がって、くるりと一回転してから立ち上がった。

「おっはよー、おはよー、ひかるくんー」

　わけの分からない歌を歌い、踊おどりながら、右手に持った笑い袋を押す。

　ヒーッヒヒヒヒヒ、ヒャーッハハハハ！

　笑い袋はけたたましく笑い出した。

「ひかる、起きた？」

「まったく、どういう起こし方してるんだよ」

　ぼくは壁の時計を見た。九時十分過ぎだ。

「たいへんだ！　宇宙海賊ゾルバッチョが始まってる！」

　ぼくは大ボケをかました。

「あのねぇー。ここはどこ？　あなたは誰だれ？」

　言いながら、きららはぼくの頭をガシッとつかんだ。

「目を覚さましなさい！」

　そのまま脇わきにはさんで、力いっぱい締めつける。

「いててててて」

「目、覚めた？」

「覚めた、覚めた。覚めたから、放してくれ！」

　きららは、ぼくをポイッと捨てた。ぼくは疑ぎ似じ重力場に引かれ、九・八メートル毎秒・毎秒の加速度で布団の上に落っこちた。




　三人でキッチンをひっかき回した結果、テーブルの上にごはんとみそ汁、それに目玉焼きを並べることができた。

「いただきまーす！」

　真っ先に箸はしをのばしたのは、きららだった。

「うんうん、けっこういけるよ」

　すごい勢いで目玉焼きを口に運ぶ。ぼくも負けじと喰くらいついた。

　キャンディは一人油断しているが、ハッキリ言って甘い。

　きららは食べる。本当に食べる。ものすごい量を食べる。てんこもりのどんぶりで、お父さんの倍くらいの量を平気でたいらげるんだから、驚おどろきだ。ちなみに、お母さんも同じくらい大食いだったりする。やせの大食いという言葉があるけれど、まさにそれだ。

　キャンディがようやく目玉焼きをつまもうとしたその瞬しゆん間かん、きららの手が素す早ばやく伸び、目玉焼きを奪うばい去った。

「あっ！」

　キャンディは、とうとう目玉焼きを食べることができなかった。
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　人工衛星が、大きな羽は根ねを広げている。

　発電衛星「ひいらぎ」は、日本の真南、赤道上空に位置する静止衛星だ。宇宙空間で太陽光発電を行い、指向性の高いマイクロ波に変へん換かんして地上に送信する。これ一基で友とも井い町ちよう百個分以上の電力をまかなうことができる、スグレものだ。

「つまり、この真北が日本ってことですか？」

「そういうことだね」

「どうせなら、赤道じゃなくて、日本の真上に置けばいいのに……」

　コックピットに身を乗り出して、外を見ながらキャンディは言った。もちろん、静止衛星は本当は静止してるわけじゃないから、赤道上空でないとだめだ。

　ＡＳ─Ⅱは、発電衛星の近くで軌道を変えた。さすがに、ソフィーは発電衛星の前を横切るようなヘマはやらない。何も知らない鳥たちはよくそれをやるらしくて、受信ディスクの周辺には文字どおりの焼き鳥が……って、全ぜん然ぜんしゃれにならないけどね。

「もうすぐ到着するということですね」

「皆さん、ちゃんと席について、シートベルトをしてください」

　どうやら、このまま大気圏に突入するらしい。コックピットの席のぼくは、素早くベルトを着用した。きららのベルトも締めてやる。

「あの、僕ぼくにはシートベルトがないんですけど……」

「すいません。私、二人乗りなんですよ。仕方ないから、どこか適当なところにつかまっててください」

　キャンディは青くなって、柱にしがみついた。




　しばらくすると、窓の外が赤くなってきた。

　きららが、ぼくの手をにぎり締しめる。ぼくもにぎり返す。

　十分、いや三十分くらい経たっただろうか。

　気が付いたら、ＡＳ─Ⅱは青空の中を悠ゆう々ゆうと飛んでいた。

　下はだだっ広い海。そして、正面に小さな小さな島影が見えた。

　島影は、どんどん大きくなる。

　島のまわりを、さらに小さな島が取り巻いているのが見えてきた。中心の島は正七角形で、各頂点の延長線上に一つずつ小島がある。

　もちろん、こんな地形が自然に出来るわけがない。これこそが宇宙船離着陸のための人工島、通称メテオ・アイランドだった。

　ＡＳ─Ⅱはその中心の島に近付いて行く。島の中心には巨大ドーナツを五つ積み上げたような建物があり、その中心を輪投げの棒のようなものが貫つらぬいている。この変な形の建物は「ペントーラス」と呼ばれ、宇宙港のコントロールタワーであり、駅ビルであり、整せい備び工場であり、ここで働く人々の住居でもある。

　ＡＳ─Ⅱはドーナツから伸びる滑かつ走そう路ろの一つへ、ゆっくりと降下した。
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　空中で停止したＡＳ─Ⅱは、ゆっくりと垂直に降下した。コンクリートの大地に脚あしがつき、軽い衝しよう撃げきが走る。船体はそのまま少しだけ沈んで衝撃を吸収し、完全に静止した。

「もう、シートベルトをはずしても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ソフィーは言った。でも、キャンディの立場はどうなるんだろう？

「生きた心地がしませんでしたよ。でも、意外に安全なんですね。衝撃もないし」

　意外にも、本人はケロリとしていた。

「では、降りてください」

「あ、でも、このまますんなり降りられるのかな？」

　宇宙船をドロボウしてきたことがばれたら、ただでは済まないと思うが。

「今、私は故こ障しようしています。そのままの飛行は危険なので、とりあえずここに寄りました。あなたたちの保護者は、修しゆう理りのために手が離せません。そこであなたたちに、このペントーラスを見学させることにしました。……ということにしてありますから、そのつもりでふるまってください。たぶん、大だい丈じよう夫ぶです」

「あ、そう。やけに気が利いてるね」

　きららに脅きよう迫はくされて付き合ったにしては、いやに協力的だ。

「ま、とにかく降りようよ」

　きららはそう言って、ぼくの肘ひじをつかんだ。

「あ、そうそう。ママチャリーナⅡ世号を出しておきますね」

　エアロックにさしかかると横っちょの壁が開いて、ピンク色の自転車が出てきた。

「え？」

「こ、これは……」

　その自転車には、たしかに「ままちゃりーなⅡ」と書いてあるし、えびのマークもある。まさに、昨日の昼、海に落ちたはずのあの自転車だった。

「海に浮かんでいたのを、私が拾って整備したんですよ。ブーストエネルギーもちゃんとチャージしておきましたから」

「あ、ありがとう……」

　なぜか素す直なおに喜よろこべないぼくであった。




　狭せまい通路を通って、ペントーラスの中に入る。通路の出口にはものものしいゲートが据すえ付つけられていて、それをくぐらないと中に入れないようになっている。

　ゲートの左右には筋肉モリモリのガードマン風の男が立っていて、鋭い目でゲートをにらみつけていた。

「何だかドキドキするね」

「そうですね」

　まず、キャンディがゲートをくぐる。

　何も起こらない。そのままゲートの向こう側に抜けた。自転車を引いたぼくが続くけれど、やっぱり反応なしだ。続いてきららがゲートをくぐる。

　りんころーん、りんころーん。

　チャイムが鳴った。ぼくの目の前で、キャンディが振り返った。顔が真っ青だった。

「きららさん！」

　ムキムキマッチョ達が素早く動き、きららの行く手に立ちふさがる。

　しかしきららはあわてず騒がず、ポケットをまさぐった。カードのようなものを取り出すと、背伸びして、筋肉魔人たちの鼻っつらにそれを突き付けた。

　大男の一人がそれを受け取り、脇わきの端たん末まつに差し込む。データを確認して、それをきららに返した。

「失礼致しました。ペントーラスへようこそ」

　きららは男達を無視して、大手を振ってこっちへ歩いてきた。

「ピースよ、ピース」

　きららは笑って、キャンディにブイサインをした。

「今のは、いったいぜんたいなんですか？」

「わたしのＩＤカードみたいなもんよ。あれでバスとか割り引きにしてもらえたり、こういうところが通れたり、いろいろ便利なの」

「へえーっ。いいですね。どうやったら手に入るんですか？」

　キャンディの問いに、きららは答えなかった。かわりに、ぼくが言った。

「小さなメダルを百枚集めりゃいいんだよ」

　どうやったら手に入るのか、キャンディも少しは自分で考えてみた方がいいと思う。
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　このあたりはペントーラス商業地帯の中央部分で、人通りはかなり多い。その大半は、きららに好奇の視線を注いで行く。

「無視されるより面おも白しろがられる方がいいし、何にも悪いことはしてないんだから、いくら面おも白しろがられたって平気よ！」

　突然、きららは言った。たぶん、ぼくにではなくてキャンディに言ったのだろう。

「そ、そうですね。すみません」

　やっぱりきららは、キャンディの心を読んでいたみたいだ。

「……あった、あった。これですよ」

　案内板がわりの端末を操そう作さしながら、キャンディが言った。

　ペントーラスの内部は、信じられないほど広い。なにしろ本州から百キロ以上離れているので、ここで働く人はみんなここで暮らしている。つまり、この中には商業地区、工業地区の他に居住区もあって、一つの都市として機能しているんだ。

　地上部分は主に商業地区になっていて、宇宙港に降り立った人に物を売りつける。地下の一番下、海底に近い所は工場地帯。そこでは宇宙船の修理や整備をしたり、上で売っているみやげ物を製造したりしている。そしてその中間、地下部分の上層がペントーラスで働く人々の住居になっていた。もちろん、それ以外にも病院や学校など、ありとあらゆる施し設せつがあるわけで、とにもかくにも複ふく雑ざつ怪かい奇き。目的地を探さがすのにもひと苦く労ろうだ。

「あったって？　どこ？」

「えーと、残念ながら、ここではないみたいですね」

「どういうこと？」

　きららが柿田のおじさんからかすめ取った情報によれば、ここに何とかという病院があるはずなんだけど……。

「ペントーラス内部の施設ではないんです。ここから西南西の方角にある島に、その『デアトラウム』というクリニックはあるんですよ」

「ふーん。で、交通手段は？」

「船が出てますね。一日一回、クルーザーが往復してます」

「じゃあ、行けるね」

「ちなみに料金は、片道二千五百円となってますけど……」

　ぼくも、きららも沈ちん黙もくしてしまった。

「中学生以下は子供料金で、半額ですよ」

「ひかる、いくら持ってる？」

「五百八十六円」

「キャンディは？」

「一応、千二百円ほどありますけど。きららさんは？」

「わたし？　五十円」

　結けつ局きよく、三人とも船に乗れるほどのお金はないのだった。そもそも、お金がないからこそあんなことをしてここまで来たんだから。

　さて、それじゃあどうやって行くか……。

「言っとくけど、わたし、カナヅチだからね」

　再び沈黙。

「自転車を売って、お金に変えるとか」

　ぼくは言った。実のところ、この自転車とはおさらばしたいと思っていたんだ。

「あの、ふつう、船のチケットを買うために自転車を売ったりはしないんですけど」

「だいいち、そんな変な自転車、買う人がいるわけないでしょ？　有名なお坊ぼうさんが乗ってたスクーター、なんてやつならプレミアがつくかもしれないけどさ」

　……きららは時々、他の追つい随ずいを許さないような発想をする時がある。

「じゃあ、どうすりゃいいんだよ！」

「ひかる、その自転車、海はだめなんですか」

「ああ。飛行モードとか潜せん水すいモードとかを試ためす勇ゆう気きがあれば、話は違うけどね」

　キャンディは沈黙した。

「仕し方かたない。黒くろ幕まくの力を借りるか」

　ぼくは何なに気げなく言ったが、よく考えると、まさにぴったりの表現だったと思う。

「黒幕？」

「うちに連絡するんだよ……電話、ない？」

　昔ながらの電話は、まだまだ生き残っている。ネット上での交信と違って簡単で手軽だし、テレビ電話と違って相手の姿が見えないから気楽でいい。

　見渡すと、すぐに電話は見つかった。広ーいペントーラスのロビーを横切って、移動する。電話はちょうど植うえ木きの陰にあって、ひそひそ話にはもってこいだった。まあ、世の中には「植物さんにも人間の話が理解できる」なんて言っている人もいるけど……。

　うちの番号をまわすと、すぐにつながった。

「もしもーし、水み無な月づきでーす」

　能天気な声。普通、別姓夫婦の家では、相手が「勝かつ亦またさんのお宅ですか」なんて聞いて来るまで名乗らないものだけどね。

「あ、お母さん？　ぼくだけど」

「はい？　ボクさんですか？」

　わざとやっているのか、天然ボケなのか……。

「水無月英え水み子こさんの息子の、勝亦ひかるですけど」

「あ、あたしの子かぁ」

「……頼みたいことがあるんだよ」

「何？」

「今、ペントーラスにいるんだけど、ここからデアトラウムクリニックに行きたいんだ」

　しばらく沈ちん黙もくが続いた。

「聞いてる？」

「うん、聞いてる。ま、ほんとは自分たちで何とかしてほしかったんだけど……。ま、いいか。あんまり関係ないし」

「何に関係ないの？」

「ん、ま、とにかく。チケットは、三枚？　四枚？」

　お母さんの話に脈みやく絡らくがないのはいつものことだ。なにしろ、「心の声」があるんだから……。

「三枚に決まってるよ」

「分かった。じゃあね、今からドクドナルドへ行って」

　ドクドナルドというのはファーストフードの店で、友とも井い町ちようにもチェーン店がある。

「へ？　どうして」

「行けば分かるよ。その電話から北へまっすぐ行ったとこだからね。それじゃあ」

　電話は唐とう突とつに切れた。
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「北、ってどっち？」

　友井町にいる時は、富士山の方角から東西南北の見当がつく。でも、残念ながら、ここからは富士山が見えなかった。

「あっち、ですね」

　キャンディが一方を指さして、歩き出した。

　はたして、その方向にドクドナルドはあった。どうもお母さんは、ぼくがどこから電話をかけていたか、知っていたらしい。

「ここに何があるってんだ？」

　ぶつぶつ言いながらも店内に入る。ドクドナルドペントーラス支店は、友井町にあるそれよりもはるかに大きくて、賑にぎわっていた。

「せっかくだから、なんか食べようよー」

　きららが両手を振り回して懇こん願がんした。

「きららさん、朝ご飯食べたばっかりじゃないですか」

「きららは、大食いなんだよ。まあ、きららのためにハンバーガーでも買ってくか」

　ぼくら三人は、カウンターに続く列の後ろについた。列は少しずつ消化されていくけれど、一向に短くなる気け配はいがない。昼飯時ともなれば、もう大変な混雑だろう。

　やっとカウンターにたどり着いたぼくらを、制服のお姉さんはスマイルで迎えた。

「いらっしゃいませ、ご注文は？」

　前の客にも、その前の客にも、全く同じ台詞せりふを、全く同じ音程で全まつたく同じアクセントで全く同じ口調で言っていた。ぼくは、このお姉さんはアンドロイドだと確信した。

「ご注文を、どうぞ」

「えーっと、アンドロイド……じゃない、なんだっけ？」

　後ろを振り返る。

「トリプルチーズバーガーごま塩スペシャルわさび風味、よ」

　きららが言ったことを、ぼくはそのまま繰り返した。

「ご注文は、トリプルチーズバーガーごま塩スペシャルわさび風味お一つ、でよろしいですね。付け合わせに船のチケットなどいかがですか？」

「ポテト、えーっと、ポテトは……」

　またも後ろを振り返る。アンドロイドお姉さんの言葉なんて、誰だれも聞いていなかった。

「ポテトはつけて。あ、シェイクはいらない。おなかこわすから」

　ぼくはそのままを繰り返した。

「かしこまりました、少々お待ちください」

　三十秒もすると、巨大な包みとポテトがやって来た。

「お持ち帰りですか？」

「イエース」

「消費税を合わせて、一千三百七十五円いただきます」

　あくまでにこやかにお姉さんは言ったけれど、この瞬しゆん間かん、ぼくの小こ遣づかいは消え去り、キャンディの財政にも危き機きが訪おとずれたのだった。




「結局、チケットはどうなっちゃったんですか？」

　ドクドナルドを出てから、キャンディは言った。

「あっ、すっかり忘れてたよ。もう一回、電話してみるかな……」

　けれど、その必要はなかった。

「ねえ、なんか入ってたよ」

　トリプルチーズバーガーごま塩スペシャルわさび風味を頰ほお張ばりながら、きららは小さな紙きれをひらひらさせた。全部で三枚ある。

「あっ、これ、船のチケットですよ。どうしたんですか？」

「紙袋に、ポテトと一いつ緒しよに入ってたよ」

　それは、お母さんの用意したものに違いない。しかし、お母さんの人じん脈みやくって、一体どうなってるんだろうね？

　ずいぶん前、お母さんが言っていたこと……中学生の時、水泳の授業が嫌いやで、某ぼう国こくの軍事衛星を操そう作さして学校のプールを破壊しただとか、情報操作でそれを爆ばく弾だんテロのせいにしたとか、さらには嫌いだったいじめっこの親を犯人に仕立て上げて刑務所に送ったとか……もちろんぼくは信じなかったけど、それもひょっとしたら事実なのかも知れない……？

「まあ……いいか別に。害があるわけじゃなし」

　ぼくはつぶやき、首をひねりながら船着き場へ向かった。
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　ペントーラスから外に出ると、強きよう烈れつな光に、思わず目を閉じたくなった。中は冷房が利きいていたのに、外は炎えん天てん下か……あまりの温度差に、めまいさえ感じる。

「きらら、おまえよくそれで暑くないな。キャンディも」

　きららはばっちり長なが袖そでを着ているし、キャンディにいたっては何と革かわジャンだ。二人とも、信じられない。見ているこっちが暑くなって来そうだ。

「しっかし、暑いなぁ」

　ぼくが一人で暑いを連発する。荷物を乗せたママチャリーナⅡ世号も引いているので、余計に暑い。えっちら、おっちら歩くと、やがて船着き場が見えてきた。

「あ、あれがクルーザーか？」

　ハッキリ言って、木の桟橋に小さなボートがついているだけだった。それは二十一世紀の象しよう徴ちようであるペントーラスのすぐ側にあるのに、まるで二十世紀、いや、十九世紀の物ではないかと錯さつ覚かくさせる。

「なんなんだ、このボロさは……」

　クルーザーという言葉とのギャップは、かなり大きい。

「ま、とにかく乗ってみましょう」

　桟橋は、半分腐くさりかけているのではないかと思えるほど、ボロい。船もまあ、あわれあわれ。いちおうエンジンは積んでいるけど、十人乗ったら沈むんじゃないか？

「けどまあ、こういうのに限って頑がん丈じようだったりするんだよな。まあ、歴戦の勇ゆう者しやだし、沈まないさ。ははははは……」

「ひかる、自分をごまかしてない？」

「まあ……ね」

「とにかく、これに乗ればいいんです。心配無用ですよ」

　見ると、船の上には、はげでひげ面づらのおじさんが一人と、少年が座すわっていた。おじさんの方は船頭さん、かな？　で、少年はといえば……。

「あーっ、てめーらは！」

　その少年は振り返るなり、ぼくらを指さした。

　なんとそいつは、ぼくの知り合いだった。それも、最悪の。

　赤いシャツに、坊ぼう主ず頭。浅黒い顔、そこだけ日焼けを免まぬがれた目のまわり……。

　伊い藤とう薫かおる。きのう、ぼくに血を見せた逆パンダ男が、そこにいた。
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　逆パンダは、ぼくのことを嫌っている。ぼくもこいつは嫌いだが、それは単なる逆さか恨うらみだ。そして、この男とぼくとが出会うと、大たい抵ていけんかになる。

「なんでおまえがこんなところにいるんだよ！」

　伊藤の第一声。

「うるせえ！　どうだっていいだろ。第一、伊藤、おまえはどうなんだよ」

　これはぼくの台詞せりふだ。伊藤に対しては、どうしても乱らん暴ぼうな言葉遣いになってしまう。

「どうって、何だよ」

「動物園のドウだよ。ドウ君のドウだよ」

「うそつけ！　またわけの分からんことを！」

　言い争いは奴の言うとおり、まったくわけの分からない方向へと進みつつあった。

「まあまあ、二人とも待ってくださいよ」
















　そこへ割って入ったのはキャンディ。キャンディは誰だれとでも仲がいい。

「雨あま森もり、そのですます調やめろよ。きもちわりい」

「まあ、いいじゃないですか。これも何かの縁です。仲良くしましょう」

　後で考えれば、その「縁」ってのは……。ま、それはともかく。

　きららがぼくの手から離れて、逆パンダに人指し指を突き付けた。

「ねえ、あんただーれ？」

「お、オレ？　オレは伊藤だ。伊藤薫。おまえこそ誰だよ」

「わたし、きららって言うの。水み無な月づききらら。ちょっとお茶ちや目めな十歳だよーん」

　きららはにっこり笑って、意味もなくそこら辺を跳び回った。

「なんなんだ、こいつは……」

　さすがの逆パンダも、このノリにはついて行けないようだ。

「こいつ、おまえの彼女か？」

　なぜか伊藤は、キャンディではなくぼくに尋たずねた。

「あのなあ、あんなやつが恋人なわけないだろう。妹だよ、妹」

「そうだよーん。双ふた子ごなんだよーん。ちなみに血液型はＯ型だよーん」

「い、妹？　妹って、この子だったのか……。勝かつ亦また、おまえってつくづく不幸だな。だって、妹なんだろ？　妹じゃあ、どうしようもないもんなあ」

　どういう意味だ？

「双子ということは……うお座のＯ型か。オレとの相性ぴったりだな！」

「アホタレめ」

　ま、たしかにぼくはうお座だ。でも、なぜこいつがぼくの星座を知ってる？　それに、双子と言っても誕生日が一日ずれてるから、きららはおひつじ座なんだよな。

「ねえ。伊藤君」

　きららは突然あらたまった。

「え、え？　何？」

「伊藤君のこと、『リバース』って呼んでいい？」

　きららはまたまたわけの分からないことを言い出した。いや、もちろん、いつだってきららの行動には理由があるんだ。ぼくに理解できないというだけで、ね。

「なんだよ、そのリバースってのは？」

「リバース・エンジニアリングなんてかっこいいじゃない。いいでしょ、呼んでも。ね」

　きららは小首をかしげて、伊藤の顔をのぞき込んだ。伊藤もきららを見た。きららは目を閉じているから目が合うことはないのだが、ちょうどそれと同じ格好になった。

「うん、まあ……、ま、いいか……」

　ポリポリと頭をかく伊藤。この時点で彼の新しいあだ名、「リバース」が確定した。でも、どうして「リバース」なんだろう。

　リバースって言うと、テープの逆回転のことだよな。逆、逆……逆パンダぁ？

「プッ……うっく、くく、ししし……」

　ぼくは笑いをこらえるのに苦労した。

「なんだ勝亦。おまえ、おかしくなったのか？」

　リバース伊藤。幸せな奴だな。




「ねえ、リバースちゃん。ひかるのけんか友達が、なんでこんなところにいるの？」

「それはだなあ……。いや、それよりも、きみたちこそなんでここにいるのさ？」

　きみたちぃ？

「柿かき田たがあの病院にいるんですよ」

　キャンディがかわりに答えて、海の向こうを指さした。小さく、島が見える。

「えっ、柿田が！　柿田って、あのガリ勉泣き虫運動音痴の、柿ピー？」

「そこまで言うことはないだろう。第一、柿田はガリ勉なんかじゃないぜ。たぶん、お前の方が柿田よりもはるかにガリ勉だ」

「え、だってあいつ、ものすごくできるじゃん」

「できるのは、頭がいいからで、勉強してるからじゃないんだよ。それに、柿田は塾にも行ったことがないんだぞ」

「へえー。世の中に奇人変人はいるもんだな」

「まあな。リバースも変へん態たいの一種だけどな」

「フン。おめーんちの『勇ゆう者しや』にはかなわねえよ」

　ちなみに彼の言う「勇者」とは、実は、ぼくのお父さんのことだったりする。

「そんなことより、どうしてリバースがここに来たか、なんですけど」

　キャンディも早さつ速そく、新しい名称を使っている。

「おお、そうだったな。ま、一言で言うと、オレはサト先を追ってきたんだ」

「サト先？　サト先がここに来てるのか！」

　意外な言葉に、ぼくもキャンディもびっくり仰ぎよう天てんした。言うまでもなく、担任の里さと中なか先生のことだ。そしてさらに、リバースはこう言った。

「ああ。奴を一度ギュッと言わせてやらないと、オレたち、まともな人間になれないぜ」

　伊藤薫は隣となりの五年一組。そんなリバースに対してさえ、サト先は優越的地位の濫らん用ようを行っているのだった。まあ、これはサト先の威い光こうと言うより、リバースの性質そのものが、サト先を呼び寄せるフェロモンになっていると言った方が正しいのかも知れない。

　誤解のないように言っておくけれど、リバースはガキ大将などではない。断じてない。むしろ、命知らずの一匹狼おおかみという感じだ。だからこそ、集団でサト先にはむかうこともできずに、今こん日にちに至ったんだな。

「そだね、こてんぱんにやっつけちゃおう！」

「おいおい、まがりなりにも相手は先生だぜ」

「うんにゃ。わたしのひかるや友達をいじめるやつは、許せないもの」

「へー、勝亦ひかるはきららちゃんのものだったんだ。知らなかったなー」

　やかましい。まあ、きららは「ぼくの」きららだから、いいけどね。
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　ぼくたち三人は、船頭さんにチケットを見せて、「クルーザー」に乗り込んだ。船頭さんに言って、ママチャリーナⅡ世も乗せてもらう。

　やがて、十二時ちょうど、小型ボート「クルーザー」はゆっくりと桟さん橋ばしを離れた。船頭さんに聞いたら、なんと、この船の名前が「クルーザー号」というのだそうだ。

　ハッキリ言って、詐さ欺ぎだと思う。

「しかしおまえら、よくここまで来たな」

　リバースはそう言って、リュックを開けた。リュックと言ってもぼくのとは違う、雪山登山に持って行くようなバカでかいやつだ。リバースは中から日ひ傘がさを取り出すと、パッ、と開いてきららの頭の上にかざした。

「なんか、差別があるような気がするぞ」

「まあ、気にすんなよ」

　リバースは笑った。

「そう言えばリバース、おまえ、どうやってここに来たんだ？」

　ぼくはリュックから野球帽を取り出して、かぶった。

「オレは、普通に、さ。乗り合いバスで駅まで行って、あとは音速列車でシューッとひとっ飛び。一時間もかかんねぇよ」

　そうだった。こいつは、伊藤家の跡取り息子だから、金は腐るほどあるんだった。

　伊藤家は代々法律家の家系で、なんでも、リバースのひいじいさんが超有名な法学者だったんだそうだ。そのおかげか、伊藤家と言えば友井町では有数のブルジョワだった。

「音速列車かー。金持ちはいいな」

「まあな。それより、おまえらはどうやって来たんだ？」

　う、墓ぼ穴けつを掘ったか。

「まあ適当に、何とか、ね。なあ、きらら」

　ぼくはきららの肩かたを叩たたいた。

「うん。適当に、何とか。ねえ、キャンディ」

　きららはキャンディに振った。

「そうですねー。ははは」

　はははははっ、とぼくたちは笑った。

「おまえら、露ろ骨こつにごまかそうとしてるな。なんか、悪いことしたんだろう」

　リバースは、ぼくに詰め寄って来た。

「あっ、島が見えるぞ！」

　ぼくは前方を指さした。つられて振り返る、リバース。

　前方の島との距離は、少なくとも二キロくらいはあった。ここからだと、森の中から白っぽい塔が突き出ているように見える。

「あと、どのくらいで着くんですか」

　ぼくは船せん頭どうさんに尋ねた。

「もうすぐだでよぉ。焦あせらんと待っとってちょうよ」

　船頭さんはハンドルをにぎる手を休めて、髭ひげをなでた。
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「着いたでよぉ。降りてちょうよ」

　船頭さんは笑って、ぼくの肩を叩いた。

「は、はい……」

　ぼくは、青い顔で何とか立ち上がって、船を降りた。

「ひかる、大だい丈じよう夫ぶ？　ほら、陸よ、陸。どっしりした陸だからね、だいじょぶよ」

　きららは背中をさすってくれた。なんだかんだ言っても、やさしい子なんだ。

「しっかし、船に酔ようなんて、オメエ、ほんとに情なさけねぇなぁ」

　反論はしない。自分でもそう思うから。

「ひかる、ヒーリングしてあげようか？」

「いいよ、べつに」

　ぼくは断ことわったのに、きららはまたしても手をかざして、呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

「おっしゃられて貸そう釜かま、おっしゃられて貸そう釜……」

　またしても呪じゆ文もんが違うような気がする。ま、「ヒーリング」自体、眉まゆ唾つば物だけど。

「いいよ、きらら。疲れるだろ」

「べつに、疲つかれないよ。おなかすくけど」

　超能力を使うと、おなかがすく？　やっぱり、エネルギーを消費するからだろうか。

「とにかく、少し休んだ方がいいですね」

　桟さん橋ばしからは細い小道が伸びて、森の中に消えている。ぼくたちは森の入口に移動して、少し木こ陰かげで休むことにした。

「ひかる、麦むぎ茶ちや飲む？」

　きららは手て探さぐりで、ぼくのリュックから麦茶を取り出した。うう、やさしいなぁ。

「ありがとう。でも、ぼくはいいよ。みんなで飲んで」

「じゃ、遠えん慮りよなく」

　キャンディ、きらら、リバースは思い思いに腰掛けて、それぞれ弁当を取り出した。

　きららのは、ぼくのと同じ「宇宙海賊ゾルバッチョ」の弁当箱だった。いつの間に、おそろいのを買ったのかな？

「いっただっきまーす」

　三人は元気に声をあげて、弁当のふたを開けた。ぺちゃくちゃとおしゃべりしながら、楽しそうに飲み食いする。

「ねぇ、そうでしょう。だからわたし、困こまっちゃうのよー」

「そうだねー、ところでさぁ」

　なんだか、会話がはずんで楽しそうだ。

「……でね。ひかるがうわーん、て叫んだらね、窓が全部……」

「……窓と言えば、前映画で……」

　なんか、三人とも、とっても、ものすごく、ほんとに楽しそうだ。

　やがてキャンディが、次いでリバースが食べ終わった。

「ごちそうさま、っと」

　きららが弁当箱のふたを閉じて、それをぼくのリュックにしまった。

「ん？　ねえ、きらら」

　ぼくは、何とか質問するくらいの元気を取り戻していた。

「なあに？」

「弁当箱、なんでぼくのリュックにしまうの？」

「えっ、なんでって、元あった場所に戻しただけだよ」

　きららの言葉の意味が、しばらくの間分からなかった。

「……まさか、それぼくのじゃあ」

「うん。ひかるのよ」

　きららは平然とうなずいた。

「おまえ、自分のは？」

「持ってないよ」

　堂どう々どうと言い放つ。

「どうして？」

「だって、タオルケットを入れたら、もういっぱいになっちゃったんだもん」

　こ、こいつ！　自分のネンネ毛布のために弁当を捨てたばかりか、よりによってぼくのを食べるなんて！

「さて、じゃあ出発しよっか」

「おお。それじゃあ、行くか」

「そうですね。ああ、でも、森のせいで建物が見えませんね」

「この道沿いに行けば、大丈夫よ。さ、行きましょ」

　三人は、木こ漏もれ日の中を歩き出した。

「きらら、ごまかすな！　こら、おまえら！　ちょっと待て！」

　かなりの不平等を感じつつ、ぼくはあわてて三人を追いかけた。
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　ぼくときらら、キャンディにリバースを加えた四人は、デアトラウム神経クリニックを目め指ざして歩き出した。荷物はママチャリーナⅡ世に積み込み、それをぼくが押す。ただ、リバースの荷物だけは、本人に持ってもらった。

「その自転車、おまえのか？」

「ちがう。お母さんのだ」

「おまえんち、つくづく変へん態たいぞろいだな」

　リバースは、気の毒そうな顔をした。

　森の中には光の雨が降り注ぎ、地面をまだらに染め上げている。森の中はクマゼミの声にあふれ、それにときおり、つくつく法ほう師しの独どく特とくのリズムが交じる。

　ぼくは、つくつく法師が好きだ。うおーしーつくつく、おーしーつくつく……（中略）……おーしーつくつく、うぃー、うぃーよーす、うぃーよーす、うぃーよー、ジー。と、鳴き声がユニークで面おも白しろい。

　それに対してクマゼミは、しゃあしゃあしゃあ……と鳴くだけで、全まつたく芸がない。しかもその声は、気分によって「無視無視無視……」とか「死ね死ね死ね……」と言っているようにも聞こえる。しゃあしゃあしゃあ……。

「シャア専用ザク、か……」

　思わずつぶやいてしまってから、しまった！　と思ったけれど、誰も聞いていなかったらしく、ツッコミを入れてくる者はなかった。

　小道は森の中を蛇だ行こうして、五分ほどで終わっていた。

　森が切れて、ぼくたちの前に、デアトラウム神経クリニックがその姿を現した。

「でかい……」

　ぼくたちは感かん嘆たんの声をあげた。

　それはそれは大きな建物だった。ペントーラスと比くらべればドラム缶とチョコボールの筒くらいの差があるはずなのに、同じくらい大きく感じられる。

「まあ、でかいのはいいけど……」

　建物は、巨大かまぼこにロケットを合がつ体たいさせて手足とアンテナをつけたような、妙みようちくりんな格かつ好こうをしていた。そしてそれ以上に、その色がとんでもなかった。

　ピンク。それも、桃もも色などというなまやさしいものじゃない。ものすごいドピンク、ショッキングピンクなんだ。建物全体が一部の隙すきもなく、そのどぎついピンク一色でベッタリと塗りたくられている。わずかに出入口と窓だけが、かろうじてその被害を免まぬがれていた。

「すげぇな、こりゃあ」

　バックは青。抜けるような青。それが、この強烈なピンクをさらに引き立たせているのだ。この景色をぜひともきららに見せてやりたい。そう思って、ぼくはこの光景を頭の中に描き、強く念じた。

「あそこに、柿かき田たがいるんだな」

　ぼくはママチャリーナⅡ世のハンドルを、強くにぎり締めた。

　デアトラウム神経クリニックのまわりは、緑あふれる公園になっていた。たぶん、基盤のコンクリートの上に土を盛って、造成したんだろう。池や川には橋がかかっているし、ベンチあり、散さん歩ぽ道あり、とても人工の島とは思えない光景だった。

　ただ残念なことに、異様なピンク色が、それら全すべてを凌りよう駕がし、圧倒している。よくよく見れば、ベンチや橋もピンク色をしていたりするのだ。

　それに、もう一つ。ここには人の気け配はいがない。活かつ気きというものが全まつたくない。建物の入口に着くまで、ぼくらは誰だれにも出会わなかった。

「なーんか、嫌いやなところだな……」

「そうだね」

　入口の近くにママチャリーナⅡ世をとめて、中に入る。意外にも、内装はけっこうまともだった。白い色をしていたんだ。

「中はけっこう普通だな」

　普通の病院には及およばないが、ここには一いち応おう、人間の姿もあった。差し渡し二十メートルくらいの長いカウンターの向こうに、看かん護ご婦ふさんらしき人が何人かいる。

　ぼくたちは迷まよわず、カウンターから離れたところにある端たん末まつの前に移動した。

　例によってキャンディが端末を操作して、柿田の情報を照しよう会かいした。

「よーし、出ましたよ。Ｂ棟四階の七号室ですね」

「オーケー。案内してくれ」

　キャンディは無言でうなずくと、先頭に立って歩き出した。
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　階段を上って四階へ。いくつかの角かどを折れて、二つ目の部屋が七号室だった。

「柿田の部屋は、ここですね……」

　ノックもせずにドアに手をかけて、手前に引いた。ドアはすんなり開いた。

　病室は十二畳じようくらいの広さで、カーテンで仕切られてベッドが二つ置いてあった。

　そして、窓際のベッドに、パジャマ姿の少年が腰掛けていた。

「柿田……」

　振り向いた柿田は、驚おどろくほどやつれていた。独どく特とくのひょうたん型の顔は健けん在ざいだけれど、スポーツ刈がりは伸びきってボサボサだし、全体的に肉が落ちた感じだ。それに、活気とか生気とかが感じられない。十歳の少年というより、リュウマチと痛つう風ふうに悩み結けつ核かくと末まつ期きガンを患わずらう百歳の老人といった面おも持もちだった。

「あ……キャンディ。ひかるに、伊い藤とうもか」

　柿田特有のボーイソプラノも、音の高さは変わらないが、音量はずいぶん小さくて、抑よく揚ようもなかった。この高い声で、大声でハキハキ話すのが、柿田のよいところだったのに。

　ぼくも含め、柿田の元気な姿を知る三人は、皆、声もなかった。柿田がここに入院したのはつい先日のはずだ。わずか数日でこんなになってしまうなんて……。いや、柿田はそれ以前からこんな風になりつつあった。ただ、ここに来てそれが加速しただけだ。

　そこへ突然、妙みように明るい大声が。

「はじめまして、水み無な月づききららでーす！　ひかるとは、双ふた子ごの兄妹きようだいだよ」

　にっこり笑ってＶサインを出す。

「あ、はじめまして。柿田平へい太たです」

　柿田はぼそりと答えた。きららと同じくらい高い声なのに、全然違う。

「おい、どうしたんだよ、柿ピー。元気ねえぞ」

　リバースが肩かたを叩たたくと、柿田は、深いためいきをついた。

「おめぇ、自殺未み遂すいしたんだってな」

「……だから何だよ。おれが死のうとどうしようと、勝かつ手てだろ」

　柿田はひどく投げやりに、そう言った。なんだかよく分からないが、ぼくはそれを聞いて、だんだん腹が立ってきた。

「何言ってんだよ。おまえは全然悪くないだろ。悪いのはサト先だぜ」

「ホントだよ。『石せつ灰かい水すい事件』以来、風当たりが断然強くなったもんなぁ」

　柿田がどうしてこんな風になったのか、ぼくらには分かっていた。




　あれはまだ記憶に新しい、五月上旬のことだった。

　その時すでに、ぼくと柿田は理科のライバルだった。ある日のこと、理科のテストが返ってきて……ぼくは百点だったけど、柿田は珍しく満点を逃のがしていた。柿田らしからぬ失態だ。ぼくは、その理由を聞いてびっくり仰ぎよう天てんした。なんと柿田は、「石灰水」と書くべきところに「水酸化カルシウム水溶液」と書いてバツになっていたんだ。

　石灰水とは、水に消石灰を溶とかしたもの。消石灰というのは水酸化カルシウムのことだから、石灰水は、まさに「水酸化カルシウム水溶液」以外の何物でもないわけだ。

　当然、柿田は抗こう議ぎした。が、里中先生は即そく座ざに却きやつ下かした。棄き却きやくではない、却下だ。

　不幸にも、柿田は正義の人だった。特に理科に関しては、妥だ協きようのできない男だった。さらに不幸なことに、サト先の石頭は三さん葉よう虫ちゆうの化か石せきのように硬かたかった。

　そして、ついに、柿田は切れた。

「あんたは先生のくせに、どうして二酸化炭素で石灰水が濁にごるのか、考えたこともないんだろう！　それでも教師か！」

　信じられないかもしれないが、これは柿田の台詞せりふなんだ。

　そして次の日から、里中による陰いん湿しつな嫌がらせが始まった。里中の恐怖政治はすでに五年二組に浸しん透とうしていたから、里中を恐おそれた連中は、一人、また一人と柿田から離れていった。ある者は柿田を避さけ、ある者は無視し、またある者は反柿田のグループを作った。

　最後に残ったのは、四年からの親友二人、キャンディとぼく。そしてもう一人、かつて同じクラスで、今は隣となりのクラスにいる伊い藤とう薫かおる。この三人だけだった。




「おまえらには分からないんだ、おれがどんなに……」

　言いかける柿田を制したのは、キャンディだった。

「ええ、分かりませんとも。でもね、柿田。この人を見てください」

　キャンディはきららの手を取り、柿田の前に引っ張っていった。きららは「やっほー」と、手を振ってみせる。

「柿田。きららさんの前で、死にたい、って言えますか」

　柿田は、立ち上がってきららを見た。目を閉じて微笑ほほえむきららの顔を、きららのえくぼを、そしてきららの目と、杖つえを。

「ひかる、きららさんのことを柿田に教えてあげてください」

「ああ……」

　首を巡らせてきららを見ると、きららは小さくうなずいた。

　ぼくはきららの手をにぎると、淡々と語りはじめた。
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「あれは、そう……六年前のことだった」

　六年前、ぼくときららが、まだよちよち歩きだった頃のことだ。

　そのころのきららは元気いっぱいの女の子で、幼稚園の子をよく泣かせていた。もうそのころから、人一倍負けん気が強かったんだ。

　その年の十二月。

　ぼくたち家族はお父さんの友達の招待で、クリスマスパーティーに出席した……その帰り道。その夜は曇くもりで星も見えず、帰り道はとても暗かった。それなのに、四歳のきららは、一人で先に帰ると言い出したんだ。

　きららはお父さんの制止を振り切って、駆け出した。

「……それで、どうなったんだ？」

「ぼくたちが家に帰ると、きららはいなかった。途中で道を間違えたんだ」

「すでに方向音痴だったわけですね」

「…………」

「しばらくして、病院から電話があった。病院に駆かけつけたぼくたちは、そこで、何が起こったかを聞かされたんだよ」

「何が起こったの？」

　こう聞いたのは、きらら自身だった。

「おまえなぁ、自分のことだろう？」

「それがね、わたし、あの時のこと、さっぱり覚おぼえてないのよ」

　きららはぼくたちと別れたあと、違うルートを通って家に向かっていたらしい。ぼくの家の近くには総合病院がある。きららは、そっちの方を通って帰ろうとしたんだ。

　きららは、十字路にさしかかった。前後と左は見通しもよくて、街がい灯とうも点ともっていた。けれど、右側の道路はうねって、小さな山になっていた。山のむこう側はよく見えた……そこに立つ者の身長が、一メートル以上あればの話だが。

　きららは交差点を渡りはじめた。

　右側から車が迫せまって来ていることなど、知る由よしもない。四歳の女の子は、音もなく迫って来たスポーツカーに、あっさりとはね飛ばされた。

　きららの身体はくるくると回りながら放物線を描いて、二十メートルくらい先の路面に叩たたきつけられた。そこへ、その車は突っ込んできた。

「女の子は、やや左寄りに飛ばされてうつ伏せに倒れました。クルマは、倒れたその子のすぐ脇わきを通過する、かに見えたんですが……」とは、目撃者の証言。

　そのタイヤは、きららの足をとらえていたんだ。激しく回転するタイヤに足を巻き込まれて、きららはそのまま引きずられた。

　五十メートル進んだところで、車はようやく停止した。

　幸い、その場所は救急病院から三百メートルしか離れていなかった。きららはただちに病院にかつぎ込まれ、緊きん急きゆう手術を受けた。

「その車、きららさんをひいてからブレーキを踏ふんだんですか？」

「そういうことになるね。でも、その運転手には執しつ行こう猶ゆう予よがついたよ。事実上の無罪さ。裁さい判ばんのことは分からないけど、きららが赤信号を渡っていたっていう目もく撃げき証言もあったらしいね」

「夜だから見えなかった、赤信号を渡っているなど思いもよらなかった、ですか」

「だろうね。それに、慰い謝しや料りようとか賠ばい償しよう金きんなんかも、うやむやになっちゃったしね」
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「へぇー、そうだったんだー」

「おいおい、おまえ、今まで知らなかったのか？　自分のことなのに」

「だって、興きよう味みなかったしさ。今のわたしは元気だし、ちゃんと生きてるんだから、そんな昔のことはどうでもいいよ」

　まったくきららは楽天的というか、能天気というか……。

「柿田。聞きましたか、今のきららさんの言葉を」

　キャンディが、おもむろに言った。

「そうだぞ、柿ピー。こんなかわいい女の子がさ、こんな目にあって、それを『どうでもいい』の一言で片付けてるんだぞ。おまえの悩なやみなんて、小さい小さい」

「そんなに小さくはないかも知れないけど、死ぬ、ってのはゆるせないな。きららはさ、あの時、ほんとに死ぬところだったんだ。呼吸も、心しん臓ぞうも止まってて、身体からだ中内出血だらけで、頭ず蓋がい骨こつも割れてたんだぞ。そんなすさまじい状態になっても、きららはがんばったんだ。決して、生きることを諦あきらめなかった」

　キャンディ、リバース、ぼくが口々に言った。なんだかうまく言えなかったけど、気持ちだけは伝わった、と思う。

「ま、よく分かんないけど、わたしは、柿田君に生きててもらいたいな。それに、元気になってほしい。友達になりたいもの」

　柿田が、はっと顔を上げた。

「でも、さ。なんだかおれ、おれがおれじゃないような気がしてさ。前のおれは今のおれじゃなくて、すごくいい奴のおれがどこかへ行っちゃったって言うか……」

　柿田は、またベッドに腰こしを下ろした。

「うん。わたしもよく言われるよ。『この子は本当はいい子なんだ』って。だけど、それじゃあ今のわたしが噓うそのわたしみたい。今のわたしもほんとのわたしなのにね」

　きららは、柿田に微笑ほほえみかけた。

「おれ、今の自分が、なんだか、まるで鏡かがみに映うつった自分のような気がするんだ」

　柿田は言った。その口調は真しん剣けんそのものだったけど、ぼくはわざと大笑いして見せた。

「ははははは！　柿田、おまえ、鏡に物が左右反対に映るって言いたいのか？」

「え、え？　まあ、そうだけど」

　ぼくは柿田の目を見て、挑戦的な笑いを浮かべた。

「鏡は、物を左右反対に映したりはしないんだよ」

「はぁ？　おまえバカか？　鏡に映った物の左右が反対になるなんて、常じよう識しきだろうが」

　リバースはぼくをどついた。

「へぇー。じゃ、おまえは鏡が物を左右反対に映すって言うんだな」

「当り前だろう。なあ」

　リバースは、みんなに同意を求めた。けれど、柿田はぼくを警戒してか、首をかしげるだけだ。もちろん、きららがリバースに同意するはずもない。

　結局、残ったキャンディだけが話に入ってきた。

「たしかに、常識ではそうですね」

　リバースも満足そうにうなずく。

「ふふふ。じゃあさ、リバース。どうして左右が反対なんだ？」

「どうしてって、そりゃあ……なあ」

　キャンディは助けを求めるが、キャンディも首をかしげるだけだ。

「もう一つ聞くと、どうして『左右』なんだ？　どうして左右だけが反対で、上下は反対じゃないんだ？　説明してくれよ」

　キャンディは腕組みして、ムムムム……と、うなった。リバースもそれを真ま似ねする。

　柿田も腕組みをすると、ベッドに座すわり込んで、

「そう言われれば、ひかるの言うとおりだな。鏡が左右を反対に映すなら、横倒しにした時は上下が反対にならなきゃいけない。でも、決して上下は反対にならない」

　ボーイソプラノの声に、少し張りが出てきたみたいだ。

「だろ？　だから、そもそも、左右が反対になるって考えが間違ってるんだ」

　ぼくも腕組みをして言った。するときららも腕を組んで、小学生五人が腕組みをして考え込むという、変な光景が出現した。

「えーっ、でも、なあ。やっぱり左右は反対なんじゃねーのか？」

　これはリバース。

「そうですねぇ。たしかに、左右反対のように思えるんですが」

　これはキャンディだ。

「ひかる、答えは何だ？　ヒントをくれよ」

　柿田と目が合った。その目には、かつての輝きが戻りつつある。そんな気がした。

「ヒント？　そうだなぁ。ジオイド面に対して垂すい直ちよくに働く力、かな」

「なんだそりゃ？」

「重力よ重力。ひかるってばさ、わざわざ難むずかしいこと言って、嫌がらせするんだから」

　きららがヒントをばらしてしまった。いや、しかし、それでもリバースには分からないだろうな。
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　それから十分。柿田は、まだ諦あきらめずに考え続けていた。

「重力、か。重力のないところだったら、左右反対にならない？　いや、どこでも反対にはならないのか。上下は？　同じか」

　柿田は、極端にひとりごとが多い。授業中はもちろん、抜き打ちテストの真っ最中でさえもひとりごとが飛び出すことがある。

「まだ、ヒントがほしい？」

「うーん、ほしい」

「人と人とが向かい合わせになるんだよね、鏡を見ると」

「向かい合わせ、重力、か。重力のないところで人と向き合うと、どうなる？　変わらないよなぁ……。ん？　いや、待てよ。回転移動だろう？　とすると、ああ回転して、ああなるよな。ん？　そうか。他にもあるのか……そうか！　分かった！」

　柿田はパッと立ち上がって、飛び跳はねた。

「そうだよ、そうだ！　重力のあるところだと、人と人が向き合う時、必ず足が下になる。そうだよな、ひかる」

　嬉うれしそうに言う柿田に、ぼくはうなずいて見せた。

「今、おれは水無月さんと向かい合ってるけど、水無月さんの左手はおれの右側にある」

　言って、大だい胆たんにもきららの左手を取った。興奮すると何でもやらかす奴なのだ。

「つまり、おれと水無月さんは、左右が反対になっている。重力下で、普通に人と人とが向き合うと、上下はそのまま、左右だけが反対になるんだ。ところが、鏡には上下左右が正しく映ってしまうから、人と向き合った時と比べると、左右だけが反対になっている。だから左右反対だと感じるんだ。そうだろ、ひかる！」

　今や、柿田の目は光り輝いていた。興こう奮ふんして、カン高い大声を張りあげて跳とび回るその姿は、まさに失しつ踪そう前の柿田のそれだった。

「そうだよ。さすがは柿田だな」

　柿田はぼくの手をグイグイにぎって喜んだ。でも、他の二人は、

「はぁー？　何がなんだか、さっぱり分からん。さっぱりさっぱりだ」

「うーん、分かったような、分からないような……難しいですね」

　まだ悩んでいる。

「まあ、落ちついて考えれば、そのうち分かるよ」

　二人は、まだ納得の行かない顔だ。それもそのはずで、実を言えば……鏡は、左右を正しく映すわけではなくて、むしろ、実物とは全まつたく違う像を映すと考えた方がいい。たとえば、某うまみ調味料を鏡に映すと、とんでもない味になったりするらしい。

　しかし、そんなことはどうでもいいんだ。柿田が元気を取り戻してくれさえすれば。

「やっぱ、おれ、ひかるにはまだまだかなわないな」

「そんなことないさ。理科はともかく、他の科目はダントツじゃないか」

「いや。他の科目なんぞは、どうでもいいんだ。おれの夢は、科学者になることなんだから。そのために、ひかるを倒さないとな」

　柿田は笑った。

「柿ピーは科学者になるのか。じゃ、あの『勇者』みたいになるのかぁ。ふーん」

　リバースは意味ありげに、ぼくと柿田を変わりばんこに見た。

「勇者って、ゲームの話か？」

「あっ、そうか。柿ピーは転校してきたから、『勇者』の伝説を知らないんだ」

「柿田は、おととしの運動会を知らないでしょう」

　リバースにかわって、キャンディが言った。二人とも、ぼくを見てニヤニヤしている。

「うちの学校で『伝説の勇者』と言ったら、ひかるのお父さんのことですよ」

「ええっ！」

「ぼくが説明するよ……」

　運動会は、毎年九月に行われている。

　おととしの運動会。それは、開会式の真まっ最さい中ちゆうの出来事だった。

　これはどこの学校でもそうだと思うが、開会式には決まって、来らい賓ひんのあいさつというコーナーがある。どう考えても無意味で、何の価値もないことは明らかなのに、その年も例年通り、暇ひまな招しよう待たい客きやくたちは、飽きもせずに朝礼台の踏み台昇降を繰り返した。

　残暑厳しい炎えん天てん下か、演説は絶好調で延えん々えんと続く。そして、児童たちの体力が限界に近付いた時、いよいよ結びの一番、真打ちの登場。バーコード頭・ビール腹の校長だ。

　しかし、どうして校長というのはみんなハゲなんだろう？

　とにかく校長は、颯さつ爽そうと朝礼台に上がると、どこかの誰だれかのために語りはじめた。児じ童どうのためだって？　「健けん全ぜんな精神は健全な肉体に宿る」の繰り返しが、誰のためになると言うのだろう。一年生にはさっぱりだし、五年生には内容の薄さが見え見え、三年生ははなから聞いちゃいない。少なくとも、ぼくは三十分も前から、地面に〇×を描いていた。

　やがて炎天下の直立不動に耐え切れずに、一人、また一人と児童が倒れはじめた。

　その時である。観客席にいた一人の若い男が、おもむろに立ち上がったのだ。その男こそ、当時二十九歳だった若き大学教授、勝かつ亦また芳よし久ひさその人であった。彼は、燃えていた。男の身体からだから立ち上る正義のオーラが、我々にはたしかに見えたのだ。

「ひかる、また暴走してるぅー。オーラなんか出てるわけないでしょ。お父さんは一応、普通の人なんだからね」

「はは、まあ、ともかく、お父さんはスタスタと歩いて行って、朝礼台に上がったんだ」

「それで？」

「校長は……舞まった」

「怪け我がは？」

「アゴがちょこっと腫はれただけだろう。ただ、世せ間けん体ていの方はザボンみたいになっただろうけどね。ざまあみろだ」

　ザボンと言う表現が妙みようにおかしくて、ぼくたち五人は、爆笑の渦うずに包まれた。ここがどこなのか、今、どういう状況なのかをすっかり忘れて、ぼくたちは笑い続けた。

　……その笑いの渦の中で、ふと、ぼくの脳のう裏りによみがえったもの。

　それは、悲しげにたたずむお母さんの姿だった。

「校長先生……痛かったかな？」

　その時のお母さんの言葉を思い出し、ぼくは、なんとも言えないばつの悪さに襲おそわれた。
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「だけど、うちのお父さんは科学者なのかなぁ。大学の先生ではあるけど」

「でも、研究とかしてるんだろ？」

「うーん、ま、いちおう」

　うちで遊んでばっかりいるような気もするが。

「じゃあ、科学者ですよ」

　そうなのか、お父さんは科学者だったのか。知らなかった。

「ねえねえ、柿田君が科学者になるのは分かったけど、他のみんなは？」

「僕ぼくは、店を継つぎますね、きっと」

「オレは、そうだなぁー。宇宙船のパイロットかな」

「……無理じゃないか？」

「なんだとぉー。そういう勝かつ亦または、どうなんだ？」

　言いながらリバースは、ぼくにコブラツイストをかけてきた。

「うぎゃ、く、くるしっ……、きらら、兄を助けてくれぇ」

「うん。あのね、ひかるの夢はね、なんと、作家になることなのよ」

「誰がそんなこと言えって言った！」

「でも、無理っぽいよね。こんな鈍どん感かんな奴が作家になるなんて」

「う、うるせえ……ぐわっ」

　グイグイと締しめ上げるリバース。チビのくせにバカ力だ。

「でね。ひかるの書いた小説、読んでもらったんだけど、これがすごいの！」

「どんな風に？」

「いきなりタイトルから笑わせてくれるのよ。その名も『友井川連続殺人事件』！」

　きららが言ったとたん、またも、その場がわいた。何も笑うことはないのに。

「内容もすごいんだよ。死体の身元がＤＮＡ鑑かん定てい一発で判明しちゃうの。死体から採取したＤＮＡを何と比べたわけ？　どうやって本人のＤＮＡサンプルを採取したの？」

　きららはきゃっ、きゃっと笑って、

「それにねー、極きわめつけは主人公の名前！　なんて言うと思う？　なんとねー、なんと、勇者くんだって！」

　手を叩いて喜んだ。

　くぅーっ、悔くやしいが言い返せない。けれど、他のみんなは笑わない。ぼくがかわいそうになったのか、それともついてこられないのか……。

「へえー、でもおれ、読んでみたいな。今度読ませてくれよ。いいだろ？」

「ああ、いいよ。じゃあ、柿田はぼくらと一緒に帰るんだな？」

　きららも笑うのをやめて、柿田の方を見た……いや、柿田の方を向いた。

　少しの間、その場は沈ちん黙もくに包まれた。

　柿田はニヤリと笑って、言った。

「おう。こんなところ、さっさと抜け出しちまおうぜ！」

「おう！」

　元気よく手を突き上げた五人の顔には、笑顔があふれていた！







　第十一章　ダッシュ！
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　柿かき田たは、ぼくたちの目の前で素す早ばやく着替えた。女の子も一人いるけど、それはきららだから問題はない。

　でき上がった柿田の服装は、オレンジ色のトレーナーと緑の半ズボンだった。白い靴くつを履はいて、みかん色の帽子をかぶる。柿田だけに、オレンジ系統が好きなのかも知れない。

　続けて柿田は、荷物をまとめてバッグに放り込んだ。その量は驚おどろくほど少なかった。

「よし、行くか」

「おうっ！」

　ぼくたちは元気よく廊ろう下かに出た。キャンディを先頭に、ぼくときらら、柿田とリバースの順で続く。五人は騒さわぎながら、元来た方へ戻って行った。

　将来の夢のことや、柿田のこと、ぼくの小説のことなんかを話しつつ、歩く。

　クリニックの廊ろう下かは明るかったけれど、無意味な曲り角が多い。まるで迷路のようだ。人の姿もほとんどなくて、本当に迷めい宮きゆうを探検しているような気がする。

　ふと、きららが話すのをやめて、立ち止まった。

「向こうから、誰だれか来るよ」

「え？」

　ぼくたちも立ち止まって、耳を澄すませた。が、何も聞こえない。

「何も聞こえないぞ」

「ううん。だいたい身長百七十センチくらいで、革かわ靴ぐつをはいている。男みたい」

「百七十の男？」

　嫌いやな予感がした。きららもそう思ったからこそ、わざわざ教えてくれたんだろう。

「オレ、ちょこっと行って見て来るわ」

　リバースはちょこちょこちょこっと走って、廊下の角に消えた。

「なんだよ、一体？」

　一人わけの分からない柿田が聞いた。

「いや……。どうもサト先が、ここに来てるみたいなんだよ」

　何かを思い出したのか、柿田の顔色が変わった。

　リバースは、すぐに戻って来た。その顔を見れば、次の言葉は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「いたよ、いた。マジでサト先だったぜ。どうする？」

なぜか、みんなはぼくの顔を見た。

「どうするって……。できれば会いたくないな」

　ぼくたちは引き返して、反対側に進むことにした。反対側からでも出られるだろう、と考えたんだ。

　でも、それは甘かったんだよなぁ。
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　通路はほとんど一本道で、分かれ道はほとんどなかった。

　適当に道を選んで、進む。

　曲り角が格段に増えてきた。中ちゆう途と半はん端ぱな長さの階段もいっぱいあって、これはもう、完全な迷宮だ。自分が今どこにいるのか、全然分からない。

「なんだ、ここ？」

　ぼくたちは、かなり奥の方に入って来てしまったらしい。この辺はなんだか薄暗くて、廊下も不ぶ気き味みに曲がりくねっている。照明はあるけど、暗いオレンジ色だ。

「誰だれだよ、この建物デザインしたの？」

「どうせ、天才芸術家の類たぐいだろ」

　もしそうなら、とんでもない芸術家だ。

　くねくねと曲がる廊下の突き当たりに、大おお仰ぎようなドアがあった。黄色地に黒い字で「機械室・立入禁止」と書いてある。

「入りますか？」

「突っ切って外に出られるかもね」

　キャンディはうなずくと、ドアに手をかけた。宇宙船を拝はい借しやくしたことを考えれば、立ち入り禁止なんて平気の平太、もとい平へい左ざ衛え門もんだ。

　意外にも、ドアはすんなり開いた。

　中はやはり薄暗く、不ぶ気き味みに照らされていた。大型機械が所ところ狭せましと肩かたを並べ、太いパイプが縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。機械の立てるゴォーとかブーンとかという低い音が、頭の中にまで響ひびいて来るみたいだった。空気も悪い。ほこりっぽい匂においがするし、なぜだか異様にひんやりして肌はだ寒ざむい、湿しめった空気だった。

　床は一段低くなっていて、入口のところにスチールの階段がある。

　まず、キャンディが階段を下りた。カン、カン、と乾いた足音がする。それに続いて、全員が機械室になだれ込んだ。団だん子ご状態になって、機械の合間を奥へと進んで行く。どうやら、この機械室は相そう当とう広いらしい。かなり進んだが、まだまだ広がっている。

　みんな無言だ。黙もく々もくと歩く。こつ、こつという足音が、機械の音に飲み込まれる。

　機械の間を縫ぬうように、通路が続く。

　通路が少し開けて、十字路に出た。

　きららはぼくの隣となりで、杖つえによりかかるようにして歩いていた。かなりの疲つかれが見える。

「大だい丈じよう夫ぶか、きらら」

　ぼくが声をかけようとした時、

「こらっ、誰だれだ、おまえたちは！」

　その声は、横手からかかった。

　はっ、となって見ると、右の通路に白はく衣いの人影が見えた。

　ぼくの思し考こうは、凍こおりついた。

「逃げるぞ！」

　誰かが言ったその言葉に、ぼくらは素早く反応した。くるりと振り向き、脱だつ兎とのごとく走り出す。

　そうだ、きらら！　きららひとりで曲がりくねった通路を走るのは、無理だ。

「きらら、つかまれ！」

　ぼくは振り向きもせず、リレー走者のような格かつ好こうで、手を後ろに突き出した。

　やわらかな手の感触は意外に早く来た。ぼくはその手を力一杯にぎって、走り出した。
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　曲がりくねった通路を、走る。

　角を曲がって、走る、走る。

　ちぎれんばかりに手を振って、走る、走る、走る。

　キャンディとリバースは、速い。ぐんぐん走る。リバースが一度曲り角で滑すべったけど、すぐに体たい勢せいを立て直してキャンディを追った。

　そのあとに続く柿かき田た。柿田にとってはかなりきつい疾しつ走そうだったんだろう、もうあごが上がって、ペースが落ちてきた。

　その後を、ぼくが走る。ぼくも走るのは得意ではないし、おまけにきららの手を引いている。きららの様子を確かめる余よ裕ゆうはないけど、今のところ、しっかりついて来ている。

　目の前の柿田が、左に曲がった。来た時は右の方から来たはすだ。きっとキャンディとリバースが、そっちへ進路を変えたのだろう。ぼくからはリバースは見えないけど、前にいる柿田には見えているはずだ。

　当然、ぼくも左に曲がる。

　だだだっ、と走ると、すぐに曲り角があった。右に曲がる。

　そこは長い廊ろう下かで、左側に窓があった。すぐ前に柿田、そしてリバースがずっと前を走っているのが見える。キャンディはさらに前にいるのか、姿が見えない。

　ぼくも全力で追いかける。白衣やパジャマの人とすれちがったが、そのうちの何人かは「廊下を走るな」と無む駄だな注意をしてくれた。もちろん聞き流す。

　廊下の突き当たりは両開きの扉とびらで、完全に開け放たれていた。

　そして、その向こうは光に満ちていた。白い光と、緑の光が踊おどっていた。

　そう！　ぼくが外に飛び出すと、そこは外だった。文字どおり、外だったんだ。

　キャンディやリバースは、ずっと先にいた。もう追手はなかったけれど、念のため建物から離れたのだろう。

　柿田が二人と合流し、続いてぼくもその場所にたどり着いた。猛もう烈れつに走ったせいで、肺はいが灼やけるように痛い。屈かがみ込んでひざに手を当てて、ハアハアと肩を使って酸素を取り込む。立ち止まったためか、汗が一度にどっと噴き出してきた。

　隣となりを見ると、柿田も同じ状態だった。

　首だけを回してキャンディとリバースを見る。この二人は全然こたえていないらしく、ちょっと汗あせばんではいたものの、息は乱れていなかった。

　ただ、二人とも何か怪け訝げんそうな、困こまったような顔をしている。お互いに顔を見合わせて、ぼくや柿田の方を見ては首をかしげていた。何かをためらっているようにも見える。

　キャンディが一歩進み出て、ぼくの肩をぽんぽん、と叩たたいた。

「ハァ、ハァ……なんだよ、キャンディ」

　見上げると、キャンディは恐る恐る人指し指を立て、ぼくの後ろを指さした。

「誰ですか？」

　えっ、そんなの、きららに決まってるじゃないか……と思いつつ、振り向いた。

「え？」

　そこに、きららはいなかった。

　そのかわり、全然知らない、白衣姿の女の子が立っていたんだ。
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　その子は、ぼくと同じくらいの背せ丈たけだったから、きららよりもちょっと背が高いことになる。だぶだぶの、白い貫かん頭とう衣いみたいな服に、同じ色のスリッパ。背中まである髪は、バサバサでよれよれだった。それに、何か眠そうな目をしている。仏像なんかがよくやってる、半眼というやつだ。

　顔つきや目の色、髪かみの色からして、日本人であることは間違いなさそうだった。もっとも少女マンガなんかを見ていると、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの日本人や、赤い瞳ひとみで紫の髪の日本人、なんてのも平気で出てくるから、断言はできないけど。

「おい……お前もなかなかやるな。わりとかわいい子じゃんか」

　ぼくの耳元で、リバースがささやいた。たしかに卵型のかわいらしい顔立ちだが、きららの方が数段かわいい。断然きららだ。

「あの、すみません。失礼ですが、あなたはどこのどなたですか」

「え、えっと、あの……。あれっ、あたし、ここで何してるのかしら？」

　柿田やきららに比べるとやや低い、落ち着いた感じの声だ。

「それをオレたちが聞いてるんだろ！」

「まあまあ……。まず、お名前をうかがえますか」

「名前……？　あたしの名前は……おりやまももこ……」

　おりやまももこ。折山桃子、だろうか。

「折山さん。あなたはどうして、ここにいるんですか？」

　キャンディはにこやかに微笑ほほえんだ。

「それが、よく分からないの。誰かが『逃げろ、つかまれ』って言ったような気がして、気が付いたら、この人に引っ張られて、走ってたの」

　折山桃子は、ぼくを指さした。みんながぼくに注目する。

「それで？　あなたはどこの、どういう人ですか」

「それが……。全然分からないの。名前は覚おぼえてるんだけど、他は何がなんだか」

　少女は首をひねった。

「まさか、記き憶おく喪そう失しつ……」

　柿田がつぶやいた。

「かっこいい……」

　不ふ謹きん慎しんにも、ぼくは思ったことを口に出してしまい、みんなに睨にらまれた。




　いろいろ質問してみたものの、彼女は、名前以外には何の記憶も持ってはいなかった。自分のこと、家族のこと、故こ郷きようのこと。全すべてが忘ぼう却きやくの彼方かなただった。そして彼女は、どうして自分がここに来たのか、この服装が何なのか、全く思い出せないという。

　たぶん、あの時、この子は十字路のところにいたんだろう。そしてぼくの、「つかまれ」という言葉に反応して、思わずぼくの手を取ったんだ。

「それじゃあ、きららはどうなったんだ？」

　みんな、首をかしげるばかりだった。

「きらら……」

　ぼくの脳のう裏りに、きららの姿が浮かんだ。ぼくのまぶたの裏で、きららは手を後ろで組んで、ちょっと小こ首くびを傾かしげて、にっこり微笑ほほえむ。ぼくの心の中で、きららはいつも笑っていた。きららはいつだって笑っていて、あのかわいいえくぼを見せていた。

「きららを、助けるんだ」

　ぼくがつぶやくと、キャンディがぼくの肩に手を置いた。

「もちろんです」

「いっちょ、暴あばれるかぁ」

「たぶん、何とかなるよ」

　リバースの無責任な発言も、柿田の頼りない言葉も、ぼくにはこの上なく心強かった。

「よし、みんな。ぼくらはこれから……」

「あれ、何？」

　かっこいい決め台詞ぜりふになるはずだったぼくの言葉は、桃子の発言にさえぎられた。

「あれ、何？」

　桃子はもう一度言った。ぼくは、首を巡めぐらせてそちらを見た。

「な、なんだありゃ？」

　一いつ瞬しゆん、電気温水器かと思ったが、いくらなんでも、電気温水器がこんなところを歩き回っているわけがない。それはどんどんこっちに近付いてきて、四本足で植え込みを乗り越えた。あの特徴のあるフォルムと、二本の腕は……。

「メガフェップスだ！」

　多機能型警けい備びロボット、ＰＭ─Ⅱメガフェップス。主に屋おく外がいの警備に用いられるんだけど、二年前に暴走事故を起こして製造中止になったという、いわくつきのロボットだ。

「四本足で走って、電気ショックと二本のアームで侵入者を捕らえます。気をつけて！」

「公園に人がいないのは、それでか」

　たしかに、こんなのがうろついているところで、のんびりしようと思う奴はいないだろう。

「ねえ、あっちにもいるわよ！」

　振り返ると、後ろにも同じのが二体、追って来ていた。

「囲かこまれた！」
















　ロボット三体は回り込みながら、じりじりと距離をつめてくる。このあたりには噴水もベンチもなく、ただ、広い芝生しばふに植え込みが点在するだけだ。隠れ場所は、ない。

「伊い藤とう、いっちょ暴れてくれ」

「オーケー」

　柿田に言われて、リバースはリュックを下ろした。でかいリュックの口からリバースが取り出したのは、なんと小型のクロスボウ。リバースは素早く弦つるを引くと、矢をセットして構かまえた。しかし、小学生がこんな物を持っていていいのか？

　次に、キャンディが動いた。

　左足をＳの字を描くように前に出し、腰を落とす。右の肘ひじを腰につけ、左腕を前に出すと、そこには固い拳こぶしがにぎられていた。

　キャンディは普段はおとなしいが、いざとなれば空手道初段の腕前を発はつ揮きするのだ。

「そら、使え！」

　リバースがリュックの中から、柿田に金属バットを放った。柿田は、それを素早く躱かわして、地面に落ちたバットを拾う。どうやら、そのまま受け取る自信がなかったらしい。

　これで、丸腰なのはぼくと桃子だけになった。空手の技はそれ自体、一つの武器だ。

「リバース、ぼくにも何か、武器をくれ！」

「わるい、もうない！」

　ぼくは、がくっとこけた。すると、こけた先にこぶし大の石が落ちていた。ちょっと情けないけど、それで武装する。

　桃子を囲むように四人が並んでいる。そのさらに外側を、三体のロボットが取り囲んでいる。両者は十メートルくらいの間を開けて、睨にらみ合っていた。

「うおりゃあっ！」

　まず、叫びと共にリバースのクロスボウがうなった。太い矢が放たれ、一直線にロボットに向かう。ボウガンは普通の弓矢と違い、トリガーを引いて発射するので、狙ねらいをつけるのは比較的簡単だ。おまけに威い力りよくも高い。

　矢はガシッ、とロボットに突き刺さった。

　……かに見えたが、あっけなくはじき返されていた。まがりなりにも、相手は警備用ロボットだ。ボウガンでやられるくらいでは、警備なんてつとまらない。

　そのリバースの行動で、ぼくらを敵と判断したのだろう。三体のロボットは、一気にぼくらに追って来た。

「これでもくらえっ！」

　ぼくは、石をぶん投げた。……しかし、はずれた。

「バカーッ！」

　ぼくに言ったのか、ロボットに言ったのかは知らないが、柿田が金属バットを振り回した。が、リーチがぜんぜん足りず、当たらない。柿田の運動音痴は半はん端ぱではないのだ。

「てゃーっ！」

　後ろで気合いの声が上かった。はっと振り向くと、キャンディが大きく踏み込み、腰を沈ませながら、右の正せい拳けん突きを繰り出したところだった。

　間合いは十分、タイミングも完かん璧ぺき。キャンディの正拳は半回転して、湯沸かし器のまっ正面に打ち込まれた。

　ミシッ、と音がしたような気がした。

「！」

　一瞬の後、キャンディは声にならない叫びをあげて、跳び上がった。右手をぶんぶん振りながら、踊る、踊る。

　ま、当然だ。空手の極ごく意いを極きわめたのならともかく……。

　三体のロボットは、ぼくたちから三メートルの距離を置いて、止まった。するとやつらは、ブーンと、うなりはじめた。

　その間にも、ぼくらの攻撃は続いていた。リバースのクロスボウ、ぼくの投石、柿田のバット攻撃。何発かは命中しているけれど、固い装そう甲こうにはばまれて、効果がない。

　そして、キャンディが気を取り直し、再び空手のポーズを取った。Ｓ字を描きながら踏み込み、右足を振り上げたかと思うと、身体を半回転させ、足に全体重を乗せて振り下ろす。それはロボットの足に炸さく裂れつした。

　ギシッ！　メキメキッ！

　嫌いやな音がして、ロボットの足が折れた。なんとまあ、すごい破壊力だ。

「うぐぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃっぎゃりゃ！」

　が、キャンディも奇怪な声をあげて、ひっくり返った。かなり強い電気ショックを受けたのか、仰あお向むけになってビクッ、ビクッと痙けい攣れんする。

「大丈夫か、キャンディ！」

　どう見ても大丈夫には見えなかった。一方、足を折られたロボットの方は残り三本の足でしっかり立っており、大丈夫そうだった。

「このぉぉぉぉっ！」

　柿田がバットを振り上げ、ぼくが、石をつかむ。

　その瞬しゆん間かん、目の前が激しく光った。

　何が起こったのか、ぼくには全く理解できなかった。







　第十二章　端末よ、よみがえれ
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　真っ赤なスポーツカーだ。

　赤い。とにかく赤い。濃こくも薄くも、明るくも暗くもない、赤としか形容できない色だった。あるいは、これは血の色なのかも知れない。

　けれど、タイヤやバンパーにわずかについた血は、それとはかけ離れた汚らしい色をしている。これがついたのは二か月も前のことだ……。

　二月の空は真っ青で、雲一つない。

　青い空、乾かわききったこげ茶色の大地、そして赤い車。

　ここには人が集まっていた。およそ十人、その中に、ぼくが知っている人が一人。すぐ隣となりにいる、ぼくのお父さんだ。

　もう一人、車のすぐ前にいる若い男。この人にも覚えがあった。ずいぶん前、うちにやって来て、帰り際に、取り巻きの人達とひそひそ話をしていた……。

「たまたま運悪く……たいへんな迷めい惑わく……示じ談だんの条件……無理難題を……ここは我が慢まん……示じ談だんの成立が裁さい判ばん所しよの心しん証しようを……そう、執しつ行こう猶ゆう予よさえ勝ち取れば、それでいいのさ」

　今、その男は、静かにたたずんでいる。物憂ものうげに、あるいは何かを覚かく悟ごしたような、あるいは……噴ふき出しそうになるのを堪こらえ、かえって表情を失っているような様子で。

　お父さんが一歩前に出た。その手ににぎられているのは。、長い柄えのついたハンマー。ぼくの背丈よりもずっと長い、とても大きな物だ。

　お父さんはそれをおもむろに持ち上げ、若い男は、それをそっと受け取る。

　男が、お父さんを見た。

　お父さんは、無言であごをしゃくった。

　男はのろのろと車に近付いて、車と向き合った。

　男が振り向く。

　お父さんは、何も言わない。厳きびしい目で、男を見る。

　男が、ハンマーを振り上げた。そして三たび、振り向く。

　ぼくはもう、お父さんの顔を見なかった。




　ぼくは、飛び起きた。

「何だったんだ、今の夢は……」

　よくは思い出せないけれど、なんだか、ものすごく嫌いやな夢だった。

「ん？　ここは……どこだ？」

　ここは、ぼくの布ふ団とんの上ではなかった。かと言ってソファーの上でもないし、ＡＳ─[image: Ⅱ]ソフイーの内部でもない。第一、あたりは真っ暗だった。右を見て左を見て上を見ても、やはり闇やみしかない。

「そうか。ロボットに電気ショックでやられて、気を失ってたんだな」

　全く何も見えない。というより、ぼくのまわりが「闇やみ」という物で埋めつくされているんじゃないか。それはスライムのような生き物で、ぼくを飲み込もうとしているんじゃないか。そんな気がしてくる。

　ぼくは、恐おそる恐る立ち上がってみた。幸い天てん井じようは百四十センチ以上あったらしくて、ぼくの頭は無ぶ事じだった。

　立ってみるといやに肌はだ寒さむい。今は七月のはずだけど……ひょっとして、半年も眠り続けていたとか？　それとも、南半球につれてこられたとか？　様さま々ざまな恐ろしい空想が、次々と生まれては消えていく。

「いや、これは単なる冷房だ。ここは日本だ」

　ぼくは自分に言い聞かせた。冷静に考えれば、当たり前のことなんだけど。

　手を前に突き出して、窓拭ふきのように動かす。

　手の届とどく範はん囲いに、障害物はない。手をアンテナにして、ゆっくり右足を繰り出し、右足が動ききったら、次に左足。そしてまた右足……。

　と、ぼくの三歩目が、何かに当たった。ぐんにゃり、やわらかい何かに。

　この感触は、まさか……死体？　ぼくは、恐る恐るしゃがんで、調べようとした。

「ぎゃああああぁぁぁーっ！」

　その時！　誰だれかの手が、ぼくの足首をつかんだのだ！

「うわーっ、誰か！　お父さん！　きらら！　キャンディ！」

　ぼくはパニック状態で、叫びまくった。

　カラカラののどが張はり裂さけそうだった。しかし、カラカラでよかったのかも知れない。もし、ぼくが何かを飲んでいたら、さらにとんでもないことが起きていただろうから。
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「まったく、ひかるは臆おく病びようだなぁ」

　柿かき田たが、のんきに言った。

「ほんとだぜ、まったく。やかましいったらありゃしない。バーカ」

　悪あく態たいをつくリバース。バカは余計だ。

「まあ、ひかるの気持ちも分かりますよ。それに、僕ぼくたちを起こしてくれたんですから」

　キャンディはいい奴だ。

「でも、あたしは蹴けられたわ」

　折おり山やま桃もも子こ。この子の行動パターンはまだ分からない。今の言葉も、ぼくを非ひ難なんしているのかどうか、判断がつきかねた。

「ごめん。真っ暗だったから。……今も真っ暗だけどさ」

「ま、いいわ。で、ここはどこ？　誰か明かり持ってないの？」

「ああ、それならオレのリュックの中に……って、リュックはどこだーっ！」

　一人でボケとツッコミをこなす、リバース。

「そういえば僕らの荷物、まだ外ですよね」

「外って、ここがあの建物かどうか、わからないけどな」

　柿田の声は、相変わらずやたらに高い。

「とにかく、何か明かりがないと」

「こういう時、きららがいればなぁ」

　きららなら平気な顔で歩き回って、この部屋、いや、部屋かどうかも分からないこの場所のことを、すくに調べてくれるだろう。

「いない人のことを言っても仕し方かたない」

「そうだな。よし、全員で手て探さぐりで探さがすぞ」

「何を探すの？」

「なんでもいい」

　こうして、五人全声が這はいつくばって、真っ暗闇の捜そう索さくがはじまった。




　みんなが調べ回った結果、ここは、五メートル四方の部屋らしいということが分かった。一方の壁に「頑がん丈じようそうな」（柿田談）扉とびらがあり、反対側には段ボール箱が積んであるようだ。段ボール箱は重くて、「なんか入ってる」（リバース談）らしい。

　他の二方には、ただ壁があるだけ。

「結局、おれたちは閉じ込められたわけだ」

　柿田が頭を搔かくポリポリという音が聞こえてきた。

「ねえ。段ボールの中に、明かりになるものはないの？」

　やわらかい手が正確にぼくの肩をつかんで、揺すった。

「開けてみるか」

「おう」

　気のない返事と共に、ごそごそ、ずりずり、ドスン、うぎゅっ、という音がした。最後のカエルみたいな声は、リバースのものだ。

「なんか、発はつ泡ぽうスチロールが入ってますよ。その中は、えーっと」

　ごそごそっ、と音がして、きゅきゅっと発泡スチロールのこすれる耳みみ障ざわりな音がした。

「これ、何でしょうね」

「どれどれ。うーん、鍋なべ……かな？」

　こんなやり取りが、何度も続いた。

　段ボールの中身は、一つとて同じ物はなかったが、そのほとんどは正体不明だった。なんの特徴もない、四角い箱型のものがほとんとだったから、闇の中では識別できない。

　やがて。

「おっ、この手て触ざわりは蛍けい光こう灯とうだ！」

　とうとうリバースが見つけたものの、

「やったな！　つけてくれ！」

「……電源は？」

　訪おとずれる沈黙。

「リバースのバカ」

　桃子に言われてしまっては、さすがのリバースも言い返せない。

「ちょっと、みんな何とかしなさいよ。ライターくらい持ってないの？」

　誰かがポケットに手を入れて、ごそごそやった。ぼくもそれにならった。

「あのねえ、折山さん。おれたち、小学生だよ。それも、タバコを吸わない、健全な少年なんだ。ライターなんて持ってるはずが……」

　柿田はそう言ったが、

「あ、マッチがあった」

　そう言ってポケットから手を出したのは、ぼくだった。

「ははは、忘れてたっけ」




　そして。

「オメェ、そのマッチ失敗したら、どうなるか分かってるだろうなー」

　リバースが、ぼくにプレッシャーをかける。

「そんなこと言うなら、おまえがやれよ」

　ぼくの座すわっている場所の、おそらくは五十センチほど前方に、ちぎった段ボールの山があるはずだった。

「いいえ、絶対、あなたがやるべきよ」

　桃子は相当頭にきているらしく、声が震ふるえている。

　ぼくは、覚かく悟ごを決めた。マッチを擦する……。

「あ」

「どうしました？」

「マッチ箱は？」

　ぼくのマッチはもちろん、黄おう燐りんのマッチではない。ごく普通の、赤せき燐のマッチだ。

「あ、そうか。箱がないと擦すれないよな」

「あなたたち、ほんっとにバカぞろいね」

　気持ちは分かるが、桃子に言われたくはないような気もする。自分だって、マッチに期き待たいしてたんだろうに。

　その時どこかで、カチッ、と音がした。

　カッ！　と光があふれて、闇に慣れきった目を刺す。目が痛い。

　目を何度もしばたたかせて、必ひつ死しに光と闘う。

　やっと目が光に慣なれてきて、まわりが見えるようになってきた。

　目をぱちぱちさせながら、見回す。部屋の様子は、ほば闇の中で把は握あくした通りだった。

　そして、他の四人とは少し離れたところに、キャンディは立っていた。ドアのすぐ横だ。

「なんで、明あかりがついた？」

　何となく想像がついたのか、柿田がおずおずとキャンディに尋たずねた。

「なんか、背中のところで……」

　キャンディが壁から離れると、そこにはあったのだ。スイッチが。

「さっき、ドアのところらへんを調べたのは、誰だっけ？」

　柿田は、とぼけて自分で言った。

「柿田あ～」

　この後柿田は、みんなにぽこぽこ殴なぐられたのだった。
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　とにかく、明かりがついたことによって、いろいろなことが判明した。

　まず、この部屋には窓がないということ。

　天井の高さは三メートルくらいで、その角に通気孔があるということ。

　そして、段ボールの中身が、パソコンとその周辺機器であるということだ。リバースが

「蛍光灯」と鑑かん定ていしたものも、実はディスクドライブ装置だった。

「へぇー、よくよく見れば、盗とう賊ぞくギルドおすみつきのＥＭ─８００シリーズじゃない」

　桃子がパソコン本体を取り上げて、上から下から斜めから、ためつすがめつしていた。

　ぼくは、おやっと思った。

　パソコンを外から見ただけで、その機種を特定するのは難むずかしい。キャンディの店でよくやっているように、メーカー品のケースに他社の基き盤ばんが入っていたりすることがあるからだ。パソコンは、使ってみないと分からない、一種のブラックボックス。

　それでも、お母さんなどに言わせると、「真のプロにはマシンの放つ『気』が感じ取れる」のだそうで、ひょっとしたら桃子も、その道のプロなのかも知れない。

「桃子、おまえ記き憶おくが戻もどったのか？」

「え？　そんなことないわよ。なんにも思い出せないけど、でも、これは知ってるの」

「知ってる？」

　何かを「知っている」のと「覚えている」のとは、全然別のことなのかな？

「ええ。ＥＭシリーズのパソコンはプロハッカー専用機で、盗賊ギルドのメンバーでないとなかなか手に入らないのよ。しかも恐ろしく高いの。その分、性能はたしかよ」

　桃子は言いながら、四角い機械にすりすりと頰ずりした。やはりこの子も、ただ者ではなさそうだ。そのあともしばらく、ＥＭシリーズの素す晴ばらしさを熱心に語ってくれた。ただ桃子も、ＥＭシリーズのマシンは盗賊ギルドの最高幹部が自みずから設計したもので、ＥＭというのはその人のイニシャルから来ている、ということまでは知らないようだったが。

「なあ、盗賊ギルドってなんだ？」

　リバース一人がボケをかます。

「プロハッカーの組合のことよ。ハッカーは、鍵かぎ開あけはする、不ふ法ほう侵しん入にゆうはする、情報や電子キャッシュは盗ぬすむ、まるっきり盗賊でしょ。そんな人達がうようよいるのにサイバースペースが平和なのは、盗賊の組合があるからなのよ」

「へー、すげえな」

　この「すごいな」は、「全然意味が分からないや」という意味だ。それを察したのか、

「あのねぇ、あんた、盗賊ギルドの恐ろしさが全然分ってないでしょ？　エミリー・ウォルターに睨にらまれたら、あんた、どうなると思ってんの？」

　盗賊ギルドの最高幹部にして、「サイバースペースの魔術師」の異い名みようを取る天才ハッカー、エミリー・ウォルター。百ひやく戦せん錬れん磨まのプロハッカーも、そのハンドルネームを耳にしただけで震え上がると言う。

　桃子は、畳たたみ掛かけるように言った。

「今、官かん僚りようの天あま下くだりが流は行やらないのはどうしてか知ってる？　かつては、ありとあらゆる情報、例たとえば許認可の基準とか何とかを、官僚が独占していたわけ。その構造を打破したのが、高度情報化社会……そして盗賊ギルドの存在なの。今まで官僚が独占していた情報を、むしろ盗賊ギルドが独占するようになった。しかも盗賊ギルドは、その情報をほとんど完全に隠いん蔽ぺい、自由な情報操作ができる。つまりある種の独裁とも言うべき……」

　と、一気に言ったところで、みんなが沈黙しているのに気付いたのか、桃子はひとつ大きな咳払いをした。

「ま、いいわ。とにかく、一度、段ボールの中身を全部出してみましょう」

　みんなで手分けして段ボールを開ける。

「これはイメージスキャナですね」

「あっ、無線通信モデム！　あたし、これほしかったんだー」

　どうやら桃子は、生前……もとい、記憶を失う前は、パソコン少女だったらしい。

「これだけそろっていれば、端末として機能しますね」

「そうね。キャンディ、あなた手伝ってくれる？」

　キャンディは、はい、とうなずいた。

　二人は端末の接続に取りかかった。慣なれた手つきで部品と部品、パーツとケーブル、ソケットとジャックをつなぐ。

　ぼくには何がどこにつながるのやらさっぱり分からないけれど、この二人は迷いもせずに手早くつないでいく。やがて十二個の機械が接続されて、端末は組み上がった。

「さて、と」

　桃子はプラグを手にして、なめるようにあたりを見回した。

「……電源は？」

　桃子も結局、リバースと同じことをしているのである。

「ももこの、ヴゥアーックァ！」（訳・桃子のバカ！）

　リバースが怒るのも、無理はなかった。

「困こまった！」

　結局、電気がなければ何もできないのだ。

「せめてバッテリーか、手回し発電機でもあればなあ」

「は？　サバの寿す司しがどうしたって？」

「それは、ばってら！」

　ボケる柿田に、四人がツッコミを入れた。

「ん？　あっ、ばってらと言えば」

　ぼくはポケットをまさぐった。案あんの定じよう、金属製の最も中なかのような物が手に触れた。

「これ、使えないかな？」

　それをポケットから出して、桃子に見せる。

「いちおう、バッテリーなんだけど……」

　言い終わる前に、桃子はそれをぼくの手からもぎ取った。

「なんか、見たことないバッテリーね」

「ほんとですね。これ、何のバッテリーなんですか？」

「きららの、足だよ」

「誰、きららって？」

　桃子が言った。そう言えば、桃子はきららとは会っていないんだっけ。

　ぼくは桃子に、きららのことを説明した。

「へぇー。どうでもいいけど、どっかのお米みたいな名前ね」

「関係ないよ。きららって名前は……」

　きららの名前の由ゆ来らいは、こうだ。

　高校時代、地学の先生から貰もらったという鉱こう物ぶつ標ひよう本ほんが、お父さんの宝物だ。特にお気に入りなのが、一抱かかえもある蛍ほたる石いしと、ものすごく立派な白雲うん母もの結晶。それを初めて目にした時、感動したお父さんは、「娘が生まれたら、蛍か雲母という名前にしょう」と思ったのだそうだ。けれど、「娘を蛍という名前にしたら、北海道に行かなきゃならない」というわけの分からない理由で雲母に決定したらしい。もちろん雲母は、きららと読む。

　ということで決定しかけたのだけれど、それだと「ウンモ、ウンモ」とからかわれるかも知れないし、女の子だから「雲子」という最悪のあだ名がつく恐れがある。それではこの子の将来は真っ暗だ、ということで、ひらがなで書くことにした。「きらら」と。

「ま、とにかく、そのバッテリーはきららの左足を動かす電源なんだ。それ一つで一週間は持つよ。予備もたくさんあるし、きららが歩けなくなることは滅めつ多たにないんだ」

「義足……だったんですか。知らなかった」

　キャンディをはじめ、男どもは沈黙した。一人桃子は、こくこくとうなずいて、

「そんなの、使っちゃっていいわけ？」

「非常事態だからね。きららも、納なつ得とくしてくれるだろう」
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　桃子は素す早ばやくバッテリーを調べると、歯を上じよう手ずに使って、パソコンから伸びる電源コードを切断した。

「ここに接触すると、ショートしちゃいますよ」

「そうね。誰か、適当な絶ぜつ縁えん体たい持ってない？　できれば薄っぺらいのがいいんだけど」

「なあ、絶縁体ってなんだ？」

　つくづく無知なリバース。

「簡単に言うと、電気を通さないものだよ。ま、厳げん密みつには……」

　柿田はくどくどと説明をはじめた。

「あ、これどうかな？」

　ぼくはポケットからクシャクシャのレシートを取り出し、手の上でそっと開いた。一センチにも満たない、黒くつやつやした海の苔りみたいなものが、いくつも顔を出す。

「黒雲母だよ。アルミニウムなんかも含んでるけど、主成分は二酸化珪けい素そ……」

　ぼくは言いかけて、口をつくんだ。桃子をちらりと見てから、言い直す。

「まあ要するに、ガラスみたいなもんだよ」

「あなた、ホントにいろんな物持ってるのね」

　桃子はその中から大きめの破片を一つを選んで、バッテリーに当てがった。キャンディにバッテリーを持たせて、コードを巻きつつ、小さなへこみのところに接触させた。

　ガピッ、ピリリッ、という電子音がした。振り向くと、パソコンのディスプレイが光を放ち、本体がカリカリという音を立てている。

「やったあ、桃子ちゃん。偉えらいっ！」

　桃子が万ばん歳ざいをすると、プツンッ、と言って画面は真っ暗になった。

「……誰か、これ押さえててね」

　桃子は「誰か」と言いつつ、明らかにぼくに向かってバッテリーを突き出した。







　第十三章　うなれ！　サイコセーバー！
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　カタカタカタ、という音が響く。桃子がリズミカルに指を動かすと、ポポポン、とキーが叩かれ、画面が切り替わる。

「おい、ひかる。パスか？」

「え？　いや、出すよ。ほれ」

　ぼくは自分の手から、自転車に乗ったピエロのカードを引き抜いて、ほいっと投げた。

「あ、お前、何かたくらんでるな」

「まあね」

　ぼくはハートの九と十、ジャック、クイーンを一度に出した。「革かく命めい」だ。

「なにーっ！」

「ああーっ、なんてことをしてくれたんですか！」

　すると、桃子がすごい形ぎよう相そうで振り向いて、

「こらーっ！　あんたたち、人が働いてる時に、何やってるのよ！」

「大富豪だよ。わりいかよ」

　リバースは開き直った。このカードは彼のポケットから出てきた物だ。

「開き直らないでよ。まったく！　少しは手伝ったらどうなの？」

「ぼくは、手伝ってるよ」

「お尻しりでバッテリーを踏ふんでるだけでしょうに」

　たしかにその通りだけど、他にすることがないんだから仕方がない。

「なあ、オレ、思うんだけどさぁ、あの……」

　リバースは立ち上がって、天てん井じようの隅すみを指さした。

「通つう気き孔こう。映画とかだとさ、大体ああいうとこから脱出するよな」

「アホか。映画は映画。現実には、意味もなく広いエア・ダクトなんてないの。だいいち見てみろ、あの大きさじゃ、密度の小さいおまえの頭も通らないぞ」

「だけどさぁ、この部屋って一体なんなんだ？」

　柿田もカードを置いて、立ち上がる。

「倉そう庫こかなんかでしょう。とりあえず僕たちを閉じ込めるのに、他にいい部屋がなかったんでしょうね」

「……そもそもなんで、ぼくたちが監かん禁きんされなきゃいけない？」

「おれが逃げようとしたから？」

「いいや、違うよ。それだったら、こんなところに閉じ込められるはずがない」

　その時、ぼくの頭に、一つの筋書きが浮かんだ。

「ひょっとして、この病院は『悪の秘密結社』の秘密基地だったんじゃないか？」

「はぁ？」

　ぼくの脳裏に、白装しよう束ぞくの怪しい人々の姿が浮かび上がった。彼らは不ぶ気き味みな仮面をかぶって、手に手にろうそくを持ち、輪を描いて踊おどっている。その中心には十じゆう字じ架かが立っていて、そこにはきららが縛しばりつけられて……。

　ぼくの心に、熱いものがみなぎった。

「どうした、ひかる？」

「ああ、ひかるは時々、一人で暴走しますから。ほっとけば大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、その時。桃子が大声をあげた。

「あ、出た出た！　デアトラウム神経クリニック、設計図」

　ついに、桃もも子こがハッカーの本領を発はつ揮きしたのだ。どうやら、ハッカーの技術は記憶喪失とは関係ないらしい。

「どれどれ」

　ぼくたち四人は、顔を寄せ合うようにして画面をのぞき込んだ。その瞬しゆん間かん、プツンッ、と音がして、画面は真っ暗になった。

「あ」

　桃子は、ぼくのお尻しりとバッテリーを変わりばんこににらみつけた。
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　気を取り直して、もう一度コンピューターに向かう。今度はぼくも最初から画面を見ているから、大だい丈じよう夫ぶだ。やがて、画面には再び設計図が呼び出された。

　デアトラウム神経クリニックは、地上十二階、地下六階。通路の大部分は迷めい路ろ状に曲がりくねっていて、階段も非常に多い。

　データによると、これをデザインしたのは岡本九つ十く九もという建築デザイナーだった。

「こいつが諸しよ悪あくの根こん源げんか」

　それはちょっと違うような気もするが、とんでもない奴だということは間違いない。

「もう一度、地下二階を見せてくれ」

　桃子の指がコンソールをすべる。速いけど、お母さんに比べると稚ち拙せつな動きだ。

「たぶん、ここが現在位置だな」

　柿かき田たが指さしたところには、正せい方ほう形けいの部屋があった。第七保管庫、となっている。

「なんで分かる？」

「この湿度とこの寒さを考えると、何かを保管する倉庫だという見当はつく。内側に鍵かぎらしきものがないから、なおさらだ。それに、地上部分なら窓があってよさそうだから、地下だろう。となると、この辺しかない」

「で、どうして第七なんだよ。隣となりの第六じゃないのか？」

「単に、おれの勘かんだ」

　一同はがくっ、とこけた。

「ま、いずれにせよ、地下二階のこのあたりだよ。間違いない」

　頭のてっぺんから声を出す柿田に、みんなはうなずいた。

「で、桃子さん。ドアは開けられませんか？」

「ムリね。電でん子し制せい御ぎよじゃない、原始的な鍵みたいだから」

「じゃ、オレたちはここでこのまま餓うえ死じにか？」

　背せ中なかを、冷たい風が吹き抜けた。

「まだ分からないさ。それより、きららがどこにいるか、分からないかな」

「うーん、それはちょっと」

　桃子は首をひねりながらも、次々と画面を切り替えた。

「ストップ！」

　柿田が頭のてっぺんから声を出す。

「この、やたらにでかいスペースは、なんだ？」

　確かにそこには、非常に大きな部屋があった。それも地下六階の、一番奥の部分だ。

「イド・ブレイク・ルーム、だって」

「井い戸どブレイクルーム？　なんだそりゃ」

　井戸と言えば、昔、お母さんが「ポイの源みなもとはイドの中にある」と言っていた。我が家には井戸なんかないのに、きららやお母さんがその力を使えるのはどうしてなのか、かねがね疑ぎ問もんに思っていたんだ。

「怪あやしいな」

　とにかく、その井戸ブレイクルームとやらに行けば、何かが分かるような気がした。

「そうですね。とりあえず、この図をなんかに書き写したらどうですか？　残念ながらプリンターは動かないので、手書きで、ですけど」

「ああ、鉛えん筆ぴつもあるよ」

　ぼくはポケットから四センチくらいの鉛筆を取り出して、柿田に渡した。

「あなた、ほんとに何でも持ってるのね」

「いやぁー、それほどでも。それより柿田、がんばってくれよ」

「任まかせてくれ」

　柿田には「マッパー柿田」というふたつ名がある。「柿ピー」というあだ名もあるにはあるけれど、これはサト先が「柿田平太はピーピー泣くから、平太じゃなくてピー太だ」

とおっしゃったためについた蔑べつ称しようで、もちろん本人は嫌いやがっている。

　柿田はさすがに「マッパー」と呼ばれるだけのことはあった。十分くらいで地下の地図を全部写し取ってしまったんだ。

「じゃ、今度は地上を出してくれ。……ん？　なんか、美お味いしそうな匂においがするな」

　柿田に言われて、ぼくは鼻をひくつかせた。何と言うか、スルメを焼いているような匂においがする。それに、ヤスデの粉こなと靴くつずみと鰹かつおだしを混ぜてカレー粉を入れ、漂ひよう白はく剤ざいにぶちち込んだような芳かんばしい香りもしてきた。

「何の匂いだ？」

「あっ！　パソコンから煙が出てるぞ！」

　はっ、となってパソコンを見た、その瞬間。

　パソコンは、ボンッ、と爆発した。変なバッテリーでごまかした、当然の報むくいだった。
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「こうなったら、ぼくの出番だな」

　ぼくは、おもむろに立ち上がった。

「あのドアを、ぶち破る。それで外に出られるだろう」

「おいおい、無む茶ちや言うなよ。厚さ五センチの合金だぞ？」

「何としても、ぶち破る。きららのためだ」

　ぼくはゆっくりと、ポケットの中に手を入れた。

　そして、ポケットから出たぼくの手には、銀色に光る筒状の物がにぎられていた。

　そう。ぶった……いや、もとい。ぼくはこれを、サイコセーバーと名付けることにした。「なんだ、それ。チョコボールの筒か？」

「さがってろ」

　ぼくは扉とびらの前に進み出ると、それを正せい眼がんに構えた。

　刃やいばよ出ろ！

　念ねんじる。しかし、何も起こらない。

　刃よ出ろー刃よ出ろ、刃よ出ろー……。

　心の中で念仏のように繰り返し唱となえたけれど、やっぱりだめだ。

「刃よ、出ろ！」

　声にまで出したが、出ない。まだ念が足りないのか。

「ぬおぉぉぉぉぉっ！　エクスカリバー！」

「バカか、おめぇ」

　リバースの声に、がくっ、と力が抜けた。たしかに、今のはちょっと恥はずかしかった。

「やっぱりだめか……」

（だめなんてこと、ないよ）

「え？　だれ？」

（わたし、ひかるのこと、信じてるから）

　その声は、ぼくの頭の中から聞こえて来るみたいだった。

「きららっ？　きららなのか？」

　が、それきり、その声は途と絶だえてしまった。

「ひかる、大だい丈じよう夫ぶ？」

　桃子が心配そうに、ぼくの顔をのぞき込んだ。

「大丈夫。ぼくには、できる」

　静かに、目を閉じる。

　輝かがやく光の帯をイメージする。強烈な光を、飛び交う光子を、イメージする。

　エネルギーの高まりをイメージする。燃もえ盛さかる炎ほのお、プルトニウムのアルファ崩ほう壊かい、水素の熱ねつ核かく融ゆう合ごう、物質と反物質の衝しよう突とつ……対消滅。全すべての質量が、エネルギーに転化する。そうして得た恐ろしいほどの高エネルギーを、チョコボの筒に集める。

　集中。

　集中する。

　膨ぼう張ちようする宇宙。うねる銀河。大宇宙の素そ粒りゆう子しを残さず集めて、一点に集中する。

　そして、ビッグクランチの瞬間をイメージする。この瞬間、宇宙の全すべての質量、全てのエネルギーが、その一点に収しゆう束そくした。

　ぼくは、目を開いた。

　目の前に、光が集まっていた。

　右手を振り上げ、すっと振り下ろす。光は、音もなく、扉に吸い込まれた。

　熱したナイフでバターを切るのと同じ手ごたえだった。

　扉はまん中からまっぷたつに分かれ、左半分だけが、ゆっくりと手前に倒れてきた。ぼくの肩をかすめて、扉が倒れる。神経が研とぎ澄まされているからか、その様子はスローモーションのように見えた。

　バターン！

　扉が床に当たって絶望的な音を立てると、時間の流れが正常に戻った。

「ふぅーっ……」

　大きく息を吐く。ぼくは急激な目まいに襲おそわれた。

　身体からだが溶けていくような感じがする。なんだか、とても充じゆう実じつした感じで、とても……。

　……はらへった。

　そういえば、もうずいぶん何も食べていなかったんだなと、今さらながらに思い出す。

「なんか食わせてくれぇー」

　振り返る。柿田も、キャンディも、リバースも、あまりのことに口をあんぐりと開けていた。一人桃子だけが、興味深そうにぼくの手を見つめている。

　やがて、我われに返ったリバースがポケットから板チョコを取り出して、割った。

「……ほら、餌えさだ。食え」

　ありがたかったけど、なんかムカムカした。
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　ぶった切った扉から外に出ると、細長い廊下になっていた。右はずっと続いているが、左は、すぐに右に折れている。

「な、おれが言ったとおりだ。現在位置はこの場所だよ」

　柿田は、地図を指さした。端末の情報を段ボールに写し取ったものだ。

「ああ、そうみたいだな。で、どうする？　外に出るか、それとも……」

「きららは、地下六階にいる。みんながどうしようと、ぼくは、助けに行く」

「どうして、地下六階にいるって断言できるの？」

　桃子は、上目使いにぼくを見た。

「どうしてかは分からないけど、断言できる。そんな気がするんだ」

「ふぅーん。兄妹きようだいか。いいわね」

「あれ、桃子は一人っ子？」

　ぼくが聞くと、桃子は首をかしげた。

「さあ、よく分からないけど。たぶん、そうだと思うわ」

「早く思い出せるといいな」

「うん……」

　桃子はちょっと微笑ほほえんだ。えくぼはできないけれど、桃子の笑顔も悪くない。

「さて、行くか。地下六階へ」

　柿田は、地図の一点を指さした。




　通路には等間隔に明かりがあって歩きやすかったけれど、警けい備びロボットも頻ひん繁ぱんに現れた。しかし、その大半は「ドレイントラップ」や「リトルマウス」のような旧型だったから、ぼくたちは簡単にやり過ごすことができた。

　それよりも手ごわいのは人間の方で、こちらは行動パターンが分からない。しかも、このあたりには白衣の集団がうようよしていて、あやうく見つかりそうになったのも二度や三度ではきかなかった。もし柿田の地図がなかったら、今ごろは大騒ぎだったはずだ。

　今も、ちょうど白衣の五人が、部屋の前を通り過ぎたところだった。足音が完全に聞こえなくなってから、隠れていた部屋を出る。まず柿田が、続いてキャンディ、ぼく……。

「うわっ、やべっ！」

「どうした？　……あっ！」

　ぼくたちの目の前で、電気釜を逆さにして車輪をつけたような機械が、アンテナを回していた。こいつの名は「ヘヒストカッツェ」、ドイツ製だ。やっばり警備ロボットだけど、戦闘能力はなくて、警報を発するタイプのやつだ。

　相手を認にん識しき、識しき別べつする十秒の間に破は壊かいするしかない。

「ひかるっ！」

　ぼくは素早くポッケからサイコセーバーを抜き、斬きりつけた。

　パッ、と青い光が閃ひらめく。と、ほぼ同時に、ギ、キ、キ、キュゥゥゥっ！　と、歯の浮くような音がした。よく研いだ爪つめで黒板をこすりながら、アルミホイルをにちゃにちゃと口の中で嚙かむところを想像すると、近い。

　最初の時もこの音はしていたらしいんだけど、集中していて気がつかなかったんだ。

　それが収まると、まっぷたつになった電気釜が、裂さけた床の上に転がっていた。

　そしてぼくの方は、身体中の力が抜けるような感じだった。そして、はらがへる。

「ほんとに、ひかる、すごいわね」

「ああ、はらへった……」

「はい、チョコレート」

　桃子は、ぼくの口にチョコレートを放り込んだ。それを、リバースが面おも白しろくない顔で見る。もともとこのチョコはリバースのものだったのだから、無理もない。

「おまえ、さっきから食ってばっかじゃねえか」

「でもさ、これ使うと、すっごくはらがへるんだよ」

　これは、お母さんが作った単なる機械のはずだけど、ひょっとすると、持ち主の精気を吸い取る魔剣なのかも知れない。

「おまえそう言って、オレのチョコ全部食うつもりじゃねえだろうな」

「いずれにせよ、あまり、ひかるに無理はさせられませんね」

　キャンディはそう言って、階段ヘ向けて慎しん重ちように歩き出した。
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　足音を忍ばせて、階段を下りる。一段、また一段。その一歩一歩は、ゆっくり、しかし確実に最下層へと近付いている。

　唐とう突とつに、階段が終わった。

　そこは広い、恐ろしく広い吹き抜けの空間だった。あの宇宙船のドックよりも、さらにひと回り大きい。部屋は円筒形で、直径は五十メートル以上、高さも同じくらいはありそうだ。

　ぼくたちが出たのは、その一番上の部分、天井の近くだった。壁には細い通路がへばりついていて、頼りない手すりが設けられている。通路のところどころにくの字型の階段があって、下に降りられるようになっていた。

　そして、部屋の中央の空間は、とてつもなく巨大な機械に占しめられていた。

　ここから見る限りでは、その機械は、金属製のタコをひっくり返したような形をしている。天てん井じように向けて枝のように伸びるパイプも、それぞれ直径２メートルはありそうだ。

　ぼくも含めて、みんな、驚おどろきのあまり声も出なかった。

「な、なんだこりゃあ……」

　ようやくそう言ったのは柿田だったが、そうと分からないほどその声はかすれていた。

「ここが、井戸ブレイクルームか……」

　ぼくたちはこの異様な姿に圧倒されながら、なかば本能的に下り階段へ向かった。

　息をひそめて、少しずつ階段を下りる。気ばかり焦って、足がなかなか思うように動かない。

　少しずつ、その機械の全ぜん貌ぼうが明らかになってきた。

　タコの頭の下には、タービンの羽は根ねに似た部分があって、ゆっくりと時計回りに回転している。その下からは六本の太いパイプが放射状に突き出て、壁に吸い込まれていた。そのパイプを支えるように、じょうご形をした部分があって、くびれた部分が床につながっている。もっとも、「くびれた」部分でさえも、直径五メートル以上はあった。

　その床の部分、中心からちょっと離れたところに、コントロールパネルと思われるものが据すえ付つけられていた。その前には白衣姿の男がいて、パネルをいじっている。その男の他には、この部屋に人影はないようだった。

「もっと近付いてみるか……」

　床から五メートルくらいのところまで、階段を下りる。男は作業に熱中しているのか、こっちに気付いた様子はない。

　そして、ぼくたちは見た。

　あの機械の最下部は空洞になっていて、中には飾かざり気けのないベッドがしつらえられている。そこには、上の機械から伸びる無数のコードやパイプがぶら下がっていた。そして、そのコードは、ベッドに横たわる小こ柄がらな少女につながっていたのだ。

「きらら！」

　思わず叫んでいた。

　ぼくたちは、一気に階段を駆かけ下おりる。

　白衣の男が、振り向く。

　振り向いた男と、ぼくたちの目が合った。

「おまえらは！」

「あっ！」

　桃子を除く四人は、息を吞のんだ。

　そう！

　その男は、リバースの追っていたぼくらの担任、里さと中なか茂しげ雄おその人だった。

　しかし、今のぼくには、そんなことは問題ではなかった。ぼくは立ち尽つくす男の横をすり抜けて、機械に駆け寄った。

　服は替えられていても、生まれる前からの付き合いだ、見間違えるはずもない。そこに横たわっている少女はまさしく、ぼくのたった一人の妹、きららだった。

「きらら！」

　きららは、ぼくの呼びかけにも応こたえる気配がなかった。

　ぼくはもう夢む中ちゆうで、きららの頭につながっている細いコードを残らず引きちぎった。

「きらら！」

　もう一度呼びかけて、ぼくはきららの身体を揺すろうと、手を伸ばした。

　そしてぼくの手が、きららの肩かたに触れたその時……。

「きらら、きらら、きらら！」







　第十四章　解けよ封印、呼べよきらら
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「きらら、きらら、きらら！　き……？」

　ぼくは一人で、だだっぴろいオフィスにつっ立っていた。

「え？」

　見回すが、まわりには無機質な事務机やコンピューターが並んでいるだけだ。それらは延えん々えんとどこまでも続いていて、壁も見えない。

　みんなやサト先、あの大きな機械、それにきららの姿もどこにもなかった。

「何が、どうなってんだ？」

　多少の空くう想そう癖へきがあると言われるぼくだけど、いくらなんでも、あんな状態で暴走するわけがない。

　気を失って、夢でも見ているのか？　その可能性はありそうだった。けれど、何か違う気がする。ここは、ぼくの場所ではない。そんな気がする。

「そうよ。ここはあなたの場所じゃないわ」

「誰だっ！」

　びっくりして振り返ると、そこにはきららが立っていた。

　が、どこか違う。目の前の少女は、きららそっくりだけれども、きららではない、けれどもやっぱりきららなのだ。なんというか、そう……きららの一部のような。

「きみ、誰？」

　ぼくは、勇ゆう気きを出して尋たずねてみた。

「わたしはここ前意識の住人、そしてイドの番人よ。さしずめ検けん閲えつ官かんってところね」

「井戸？」

「そう。あなた、この人のイドを見たいの？」

　そう聞かれても、ぼくには分からない。ただなんとなく、井戸に用があるような気はした。

「井戸は、どこにあるの？」

　少女は、首をかしけた。

「さあ……。イドはこの人の世界そのもの、宇宙そのものだから。どこにもないし、どこにでもあるわ」

「きみは『番人』なんだろう？　ぼくを入口まで案内してほしいんだ」

「あなたにこの人のイドに立ち入る権けん利りがあるとでも思っているの？」

　少女はぼくをにらんだ。

「ぼくが持ってるのは『権利』じゃない。『義ぎ務む』の方さ」

「そうね。でも、あなたに『勇ゆう気き』はあるかしら。イドの中に取り込まれたら、あなたはもう、この人の記憶の一部になってしまう。過去のものになってしまうのよ」

「関係ない。ぼくは、どうしても井戸の底に行かなきゃいけないんだ」

　ぼくは、力強く言い放った。

「なら、後こう悔かいしないでね。……こっちよ」

　少女は、足元を指さした。なぜかそこには井戸があって、少女はそこに入って行った。ぼくも、井い戸どに飛び込む。はしごも何もなかったけれど、ぼくは無事に下に降りられた。

　そこは細長い地下室のような通路で、左右には引き出しがずらりと並んでいる。

「ここは？」

「イドの上層部よ。このあたりには、まだ新しい記憶や、普段から頻ひん繁ぱんに使われている情報が集められているの。このあたりでは、検閲の必要もないわ」

　ぼくは、引き出しの一つに近付いた。そーっと、その引き出しを開けてみる。

　……目の前が、真っ暗になった。そして、その中にぼんやりと人影が浮かび上がる。姿はハッキリと見えないけれど、きららは彼をよく知っていた。きららはその少年に「ひかる」と呼びかけて、抱きついた……。

　ぼくは、引き出しを閉めた。

「そのあたりは、ひかるに関する記憶ね。その隣となりも開けてみる？」

「いや、いい」

　きららがひかるをどう思っているかを、ぼくは知りたいとは思わなかった。

「あれは、何？」

　ぼくの指さした先にも、やはり引き出しがあった。けれど、その上には重そうな漬け物石が置かれている。

「引き出しは、放っておくと下の方に沈しずんでいくの。でも、中には早く沈めたいものもあってね、そういうのにはおもしをするの」

　ぼくは、石をどけて、その引き出しを開けてみた。

　……目の前は、真っ暗。そして、声がした。「きらら、つかまれ！」この声は、紛まぎれもなくひかるのものだった。だから、わたしはひかるの手を取ろうとした。誰だれかの気け配はいがわたしの横をすり抜けて、そしてひかるは……走って行ってしまった……。

　ぼくは耐たえきれなくなって、引き出しを閉めた。絶望的な恐きよう怖ふと悲しみが、そこからあふれ出て来るようだった。

「こういうのは下に押し込めるの。上に出ないように検閲して、この人の心を守るのよ」

　少女は、淡々と語った。

「ぼくは、もっと下に行かなきゃ」

「あなた、一体何を探さがしてるの？　下の方は、恐怖、絶望、悲しみ、怒り、憎しみ、そんな物で一いつ杯ぱいなのよ。下に行けば行くほど、恐ろしい怪物がうろついているのよ」

「でも、ぼくは行くんだ。この深い井戸の、底に」

「どうなっても知らないわよ」

　ぼくは、少女に続いて井戸の「下」の方へ降りて行った。
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　このあたりには、頑がん丈じようそうな戸と棚だなが並んでいた。ぼくはその一つを開けた。

　……暖あたたかかった。温かいひざの上にわたしは抱かれ、わたしの頭を、大きな手がやさしくなでていた。「お父さん」……この言葉を口にしたい。けれども、それを言おうとすると、わたしの口はとつぜん、動かなくなってしまう。心の底から何かが突き上げて来るような気がして、とても恐おそろしくて……。お父さんはそんなわたしを、やさしく包んでくれる。「何も言わなくていいよ」そう言って、わたしをずっと抱いていてくれた……。

　ぼくは戸棚を閉めて、振り返った。

「このあたりは、まだ検閲に引っかからないようなものばかりだから、大だい丈じよう夫ぶよ。まだ下ヘ行くの？」

　ぼくはうなずく。そして、ぼくはさらに「下」へと移動した。

　さらに頑丈そうなスチール製の戸棚が、ずらりと並んでいた。その数は上よりもはるかに多い。ぼくはその中の一つに近付いて、戸棚を開けた。

　今度は、目の前は暗くならなかった。

　……四月の明るい日差しが、たんぽぽ組の教室をやさしく照らす。わたしの隣にはひかるがいて、見上げると、お父さん、お母さんがわたしに微笑ほほえみかけた。そして、……。

「あれ？」

　それは、唐とう突とつに、ぷっつりと途と絶だえた。ぼくは、まだ戸棚を閉めてはいない。

「これ、壊こわれてるよ？」

　ぼくは戸棚を閉めて、少女の方を見た。

「わたしのせいじゃないわ。仕事は、いつも通りにしているもの」

「自然に壊れるものなの？」

「まさか。この人が生きている限り、百年でも千年でも残るものよ」

　ぼくの脳のう裏りを、不ぶ気き味みな機械の姿がよぎった。それに白衣を着たきららの姿と、記憶を失った少女の姿とが重なる。

「とにかく、一番下へ……」

　ぼくは、さらに井戸の奥へと移動した。
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　井戸の中には、きららの思い出が一杯につまっていた。

　嬉うれしかったこと、面おも白しろかったこと、楽しかったこと。しかしそれよりも、悔くやしかったこと、寂さびしかったこと、悲しかったこと、恐ろしかったことの方がはるかに多かった。そして、下へ行けば行くほど、より恐ろしい、つらい、苦しい思い出がつまっている。

　それらは、普通なら決して思い起こされることのない記憶だった。あの少女によって「検閲」され、封印された記憶……。

「ここが、最下層、イドの一番奥の部分よ」

　そこは恐ろしく暗く、ねばつくような闇やみがうごめく通路だった。左右には監かん獄ごくのように扉とびらが並び、それぞれ厳げん重じゆうに鍵かぎがかけられている。

　ぼくは、通路を進んだ。

　通路は、すぐに行き止まりになった。

　突き当たりには、見たこともないような巨大な扉があった。その扉は信じられないほど頑丈そうで、驚くほど太い鎖くさりが何本もかけられ、がんじがらめにされている。鎖にも、扉にも、恐ろしく重い、堅けん固ごな南なん京きん錠じようがかけられていた。扉自身がその重みに耐え切れずに倒れて来るんじゃないかと錯さつ覚かくするほどだ。

「ここは……」

「門外不出の情報の監かん獄ごくよ。決して日の目を見てはならない物だけが、ここに永久に保存されるの。早い話が、恐ろしい怪物を閉じ込めた牢ろう屋やね」

「正面のやつは？」

「一番恐ろしいものが、封印されているわ」

　ぼくは、その正面の扉にゆっくりと近付いて行った。

「だめよ！」

　少女がぼくの前に回り込んで、両手を広げた。

「これだけは、開けさせないわ」

　ぼくは少女を見て、ゆっくりと首を振った。

「ぼくは、開ける」

「絶対、させないわ。どうしても開けるというなら、このわたしを倒しなさい」

　少女はぼくをにらみつけて、威い圧あつした。

「仕し方かたない。君には、どいてもらうよ」

　ぼくは一歩、少女に近付く。少女は仁に王おう立だちのまま、動かない。

　もう一歩。しかし少女は動かない。

　ぼくは間合いを一気に詰め、少女に迫せまった。

　そして、ぼくは、少女の身体からだを抱き寄せた。

「きらら……」

「えっ？」

　少女の身体を強く抱き締め、ぼくは続けた。

「きらら。恐こわがらなくていいんだよ。ぼくがついてるから、たとえ何があっても、ぼくはきららのことを嫌いになったりしないから」

　少女の頭をなでる。

「今まできららがどんな思いをしてきたか、ぼくには分かってた。安心していいよ。もう、怪物の影におびえなくてもいいんだ。さあ、恐がらずに、扉を開けて……」

　いつのまにか、少女の姿は消えていた。

　ぼくが正面の扉に手をかけると、鎖は、音もなく崩くずれ去さった。

　ゆっくり扉を押す……。
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　……目の前の信号が、青い光を放っていた。

　深い闇やみの中に不気味な青緑が満ち、一いつ瞬しゆん後には退ひいている。その明めい滅めつに合わせて、わたしの吐はく息が青く浮かび上がっては消え、浮かび上がっては消える。

　もちろん、四歳のわたしはその目で信号を見ることができたし、青がついていたら横断歩道を渡わたっていいのだということも知っていた。わたしは、幼稚園で交番のお姉さんに教わった、その通りの動きをした。ゆっくりと首を巡らせて……最初は右。

「えーっとぉ。しっかり、ゆっくり。みぎをみて、ひだりをみてー。……また、みぎをみてー」

　左を見、また右を見る。あたりは暗かったが、それでも車が来ていないことは分かった。ただ、右側の山の向こうだけは見えなかったのだけれど、それは取るに足らないことのように思えた。

　だからわたしは、横断歩道を渡りはじめた。向こうに渡るまでは一分もかからない。

　道路のまん中あたりまで行った時、右の方で微かすかな音がしたような気がした。

　あたりの景色は赤く染まっている。

「だけど、どうして最初は右から見るのかしら？　左じゃだめなのかなぁー」

　振り向く暇ひまもない。

　今まで経験したことのない、強い衝しよう撃げきだった。身体がすっ、と軽くなったと思ったら、ドン、ドン、と背中を叩たたかれて、ぐるぐる回った。間かん髪はつ入れずに左足を引っ張られて、ガン、ガン、と頭を打った。ぶつっというような感触がして、足を引く力がなくなると、固いアスファルトの上に投げ出されて、また転ころがる。身体は仰あお向むけになって、止まった。

　全すべては一瞬の出来事で、何がなんだか、考える間もなかった。

　どれだけの時が経たったのか。ほとんどの感覚は麻ま痺ひしていて、身体も動きそうにない。そして、うっすらと目を開けると、言い争う二人の姿が見えた。……そう、見えた！

　耳はキーンと鳴るばかりで役に立たない。そのかわり、わたしに聞こえてきたのは、二人の「心の声」だった。

　その若いカップルは、責せき任にんのなすり合いをしているようだった。そして、救急車を呼ぶか、それとも逃げるかについての相談をはじめようとした時、男はわたしに気付いた。

（こいつ、目を開けてこっちを見ていやがる！　バケモノか！）

　男は、混乱していた。異様なまでの興こう奮ふんと、圧倒的な恐怖とで満たされていた。自じ責せきの念ねんと、純粋な恐怖、不安などの入り交まじった、絶望的な感情だった。

　男は一瞬、神に祈ろうかと本気で考えた。

（俺おれはなんてことをやっちまったんだ……俺は……これは……俺が悪いのか？）

　ここで男の心は、無意識のうちに、自みずからを正当化しようと試みた。

（そうだ、何かの本に書いてあったぞ。確か……そう、俺には「クルマで移動する権利」があるんだ。こいつは、その権利を侵しん害がいしやがったんだ。痛い目にあって当然なのさ！）

　この男の主張によれば、彼らは「クルマで移動する権利」というものを持っているらしい。そしてそれは、わたしのちっぽけな権利よりも重要で、かけがえのないものなのだ。

　そうでなければ、そんなものを権利として主張できるはずがないのだから。

（それに……そう、俺だけじゃない、クルマは、日本経済の発展に不可欠だ。それを邪じや魔まするようなやつは、死んでも仕方ない。それが日本の国益につながるんだ！）

　男の心は、さらに防衛機制を働かせて、自らを被害者に仕立て上げようと試みた。

（第一、日本の法律は歩行者に甘すぎるんだ。明らかにコイツに責任があるのに、俺のせいにされるんだからな。何が交通弱者だ！　交通ルールを守れないような歩行者は、死んで当然だというのに。まったく、やってられねえよな……）

　こうして男は、自らを「被害者」として正当化することに成功した。男は全まつたく無傷であるが、運悪く人を轢ひいてしまった、かわいそうな被害者なのだ。

　つまり、昨日きのうまで、この男は何の覚かく悟ごもしていなかったのだ。人がクルマを運転する以上、クルマが殺傷力を持つ以上、こうした事態は避さけられないというのに……。

（……このガキはきっと、助からないな。助かったとしても、後こう遺い症しようは残る）

　男の頭の中は「賠ばい償しよう金きん」という単語で埋うめつくされた。

（もし生いき延のびても、誰も、こんなガキを信じたりはしない！　そうだとも、ガキの言うことを信じる大人おとななんていないんだ！）

　そして、ついに男は、声に出して言った。

「お前が！　お前が悪いんだぞ！　それにな、どうせ……どうせ、大人は誰も、おまえの言うことなんか信じやしねえんだよ！」

　その言葉は、ようやく耳なりのおさまったわたしに、微かだがハッキリと届いたのだ。

　そうか！　この時の男の言葉、これこそがきららを苦しめていた「怪物」の正体だったんだ。きららが大人と向き合うたびにこの怪物は暴あばれだして、今の台詞せりふを大声で何度もがなりたてるんだ……。

　記憶は、まだ続いていた。




　……男はわたしを蹴けり飛ばし、車から引き離した。わたしは為すすべもなく仰向けに転がった。男は右足を振り上げて……。

　その靴くつ底ぞこに打たれた鋲びようが、街がい灯とうを浴あびて鈍にぶく光っていた。

　……。

「やめろおおおおおおっ！」







　第十五章　教師を超える時
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「……おぉぉぉっ！　おっ、おっ？」

　自分の叫び声に、自分でびっくりしてしまった。

「ど、どうした！」

　振り向くと、みんながこっちに走って来るところだった。みんなというのはもちろん、柿かき田た、キャンディ、桃もも子こ、リバースのことだ。

　みんなはぼくのところまで来ると、ぼくを見て、きららを見て、それから反対側に目をやった。反対側、つまり操そう作さパネルのところには、白衣の男が立っている。

「あ、あれ？　ぼく、どうしてた？」

「どうもこうも、きららさんについてたコードを引きちぎって、やめろーって」

　なるほど。たぶん、ぼくはきららの精神世界に入ったのだと思う。だけどその間、時間は経たっていなかったんだな。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、ああ。ぼくは大丈夫。それより、きららは……」

　きららは、まだ目を閉じている。まあ、この子の場合は起きても滅めつ多たに目を開けたりはしないけど、今は、静かに規則正しく息をしている。別に苦しそうな感じもない。

　放っておけば大丈夫だろう。直感的にそう思った。

「お前達、こんなところで何をしている。まさか……」

　振り返れば、そこには白衣をまとったサト先が立っていた。中肉中背で、ごま塩頭を五ご分ぶ刈がりりにしている。顔がもともと四角い上に、四角い眼鏡めがねをかけていて、顔で数学ができそうだった。

「先生こそ、こんなところで何してるんですか」

　ぼくは、開き直った。どう考えても、こんなところにサト先がいるのはおかしい。最初は柿田の見み舞まいに来たのかと思ったが、見舞い客がこんなところでこうしているはずがない。

　考えてみれば、柿田がここに来たのも、裏でこの男が糸を引いていたからでは？

　サト先は、何かを思し案あんしているようだ。
















「露ろ骨こつに怪しいよな。すっげえ怪しいぜ」

　リバースは「サト先を倒しに来た」と言うだけあって、闘とう志しをむき出しにしている。

「とぼけるつもりか。そうか……話し合いの余よ地ちは、なさそうだな」

　サト先は操作パネルに向かうようなそぶりを見せた。

「させるかっ！」

　リバースは、サト先に向けて何かを投げつけた。サト先はさっと動いてそれをかわす。それはサト先の後ろの壁に当たって、跳はね返った。釜かま型ロボットの破片だった。

「そうか。お前達、私とやる気なのか……」

「へっ、オレにそんな趣味はねえよ」

　意味が違うぞ、リバース。

「いいだろう。かかってこい」

　サト先はバッ、と白衣を脱ぎ捨てた。その目に一瞬、悲ひ壮そうな決意の色が見えたように思えたが……気のせいか。

「なら、遠えん慮りよなく行かせてもらうぜ！」

　リバースは、サト先に突き進んだ。リバースはどちらかというと一匹狼おおかみタイプで、一対一のけんかの回数は数知れない。

　リバースは、サト先に強烈なボディーブローを浴あびせた……浴びせようとした。

　が、しかし、サト先も暴力教師の例にもれず、柔じゆう道どうをたしなんでいるのだ。「日本男児の心」がないリバースが、サト先にかなうはずもなかった。次の瞬間、リバースの身体はくるっと回り、宙に舞まったと思ったら、背中から床に叩たたきつけられていた。

「ぐはっ」

「リバース！」

「ちょろいもんだ。ちょうどここには問題児がそろっているようだし、性しよう根ねを鍛きたえ直してやるには、ちょうどいい機会だな」

　サト先はクックック、と笑った。「鍛える」という言葉は、「うっぷんをはらす」とか「八つ当たりする」とかとは違うということを教える必要がありそうだ。

「さあ、どうした。次は誰だれだ？　なんだ柿田、その目は。来るのか？」

　柿田はゴクリと唾つばをのむと、一歩踏み出した。

「流産安産元気な子、囲かこんで先公半殺し、ってことわざもある。人を甘く見るなよ」

　それはことわざじゃあないだろう、とツッコミを入れるような雰囲気ではなかった。だからかわりに、

「柿田。ぼくは、柿田の味方だからな」

「柿田君、なんかよく分からないけど、あたしもいるわ。あいつ、なんか嫌いよ」

　桃子だった。非力な女の子でも、そう言ってくれると心強い。

「ほう、三人がかりというわけか。雨あま森もり、お前はどうなんだ？」

　サト先は、キャンディを挑ちよう発はつするような態たい度どを取った。

「僕ぼくは……」

　キャンディは黙だまり込んだ。彼は他の三人と違って、サト先には気に入られていた。それに、空手をけんかに使えば破は門もんという厳きびしいおきてもある。

「僕は、先生は間違っていると思います」

　キャンディはハッキリと言った。

「そうか。ならば全員まとめて相手にしてやる。来いっ！」
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　サト先には、隙すきがなかった。ぼくも柿田も、もちろん桃子も、けんかはからっきしだ。対するサト先は、柔じゆう道どうの黒くろ帯おび。赤帯ではないから、ぼく達にも勝ち目はある……という結論にはなりそうもない。体格差もあるし、三人がかりでも勝てる見込みは少なかった。

　唯ゆい一いつの望みはキャンディだけれど、彼は先生に暴力をふるうような男じゃない。

　と、なると……。どうしよう？　だいいち、なんでぼくが先生とけんかしなきゃならないんだろう。柿田のため？　それともリバースの？　うーむ……。

「来ないなら、こっちから行くぞ」

　サト先は目をギラつかせて突っ込んできた。目標は……げぇっ、ぼくだ！　サト先が目もく前ぜんに迫せまり、鍛えられた太い腕でつかみかかる！　ぼくは思わず、目を閉じた。

「うおっ！」

　恐おそる恐る目を開けてみた。ぼくの前にはキャンディが立っている。サト先はその斜め前方で尻しりもちをついていたが、熊くまのようにのっそりと起き上がった。

「すみません。ひかるは僕の、友達ですから……っ！」

　言い終わらないうちに、サト先はキャンディに躍おどりかかった。が、キャンディも武道家のはしくれ。腰の位置から頭上へと左腕を跳はね上げて、その両手を払った。

　サト先は身体からだをひねって、再びキャンディの襟えりをつかもうとする。キャンディは素す早ばやく屈かがみ込み、手を躱かわすと、サト先の懐ふところに入り込んだ。その目の前には、がら空あきになったサト先のみぞおち。

　勝った！　キャンディが一撃を加えれば、奴は倒れる！

　しかし、キャンディは何もせず、そのまま間合いを外はずした。

　サト先は、執しつ拗ように攻撃を加える。が、そのことごとくはキャンディに躱され、あるいは受け流された。が、キャンディは反撃しない。チャンスがあっても、何もしなかった。

「くそっ！」

　サト先は叫ぶと、きびすを返して走り出した。

「逃げるな！」「待てっ！」

　口々に叫んだものの、彼を追いかける者は一人もいなかった。

　サト先は壁に取り付くと、壁の一部をいじった。すると、ビューンという音と共に壁が開いて、サト先はその中に消えた。と同時に、壁も閉まる。

　ぼくは、きららの様子を見ようとベッドをのぞき込んだ。ハッキリ言えば、サト先なんぞはどうでもいい。きららの方が十の千乗倍くらい大事なんだ。

　その時ちょうど、きららがもぞもぞと動いた。

「きらら？」

　きららはムクッ、と起きて、

「ふぁー、よく寝たぁー」

　大あくびをした。

「きらら、ぼくが分かるか？」

「んー？　ひかる、どうしたの？　ごはんまだあ？」

　ほっと胸をなで下ろす。とりあえず、ぼくのことは覚おぼえていてくれたみたいだ。

「お前、今自分がどこにいるか、分かってるか？」

　ぼくが聞くと、しばらく間があって、

「あれぇー？　交差点にいたような気がしたけど……夢だよね、やっぱり。ここどこ？」

「ここは、デアトラウム神経クリニックの、地下だ」

「ああーっ、思い出したぁー！」

　きららは、突然大声をあげた。

「ひかるぅー。あんた、わたしを見捨てて他の女と駆かけ落おちしたでしょ！　許せない！」

　あっと言う間にきららはぼくを引き倒し、四の字固めを極きめた。

「ぎゃあああっ、いててててててて！　放してくれぇー」

「あ、あのー、あなたがきららちゃん？　あたし、折おり山やま桃もも子こっていうんだけど……」

　この状態のきららと関かかわろうとするなんて、桃子も相当勇ゆう気きがある。

　きららは、ぼくをホイッと捨てると、立ち上がった。

「その駆け落ち女ってのは、あたしのことだと思うんだけど……」

「うん、分かってる。さっきのは冗じよう談だん。ひかるをいじめるための口実よ」

「…………」

　きららは、完全にマイペースだ。心や記き憶おくが破は壊かいされているようには見えない。処しよ置ちが早かったからか、きらら自身が強かったからかは分からないけど、とりあえず一安心だ。

「ねぇ、桃子ちゃん、この服何とかならない？　わたし、パンツもはいてないんだけど」

　きららが自分の身体をなで回して、ぼやいた。……え？　ということは桃子も？

　べしっ。

「うぎゃ！」

　きららに思いっきり殴なぐられた。どうやら「心の声」の能力も健けん在ざいらしい。

「よしっ、あったぞ！」

　声の方を見ると、柿田が壁を調べていた。

　ぼく、きらら、桃子、キャンディが柿田のところに駆け寄る。いつのまにか復活したリバースもやって来た。

　柿田は、言った。

「どうした、ひかる？　鼻血出てるぞ」

　ぼくはきららを横目でにらんでから、ティッシュを出しておもむろに血をぬぐった。
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　サト先に後れること、数分。柿田が扉とびらを開けて、ぼくたちは中になだれ込んだ。

　ぼくは別にサト先なんかどうでもよかったけれど、そのまま引き返すのも面倒だ。また警備ロボットと戦うことを考えれば、後を追った方がいい。そう思った。

　壁の向こうは、やや広い通路で、上りのスロープになっていた。暗いが、わずかに非常灯がついている。

「ひかる……」

　ぼくの肘ひじにつかまっているきららが言った。

「何、きらら？」

「……べつに、なんでもないよ」

「なんでもないなら呼ぶなよ」

　やがてスロープは行き止まりになった。突き当たりの壁には、はしごがへばりついていて、ずっと上まで続いている。

「よし、上るぞ」

　キャンディを先頭に、リバース、柿田、ぼく、きらら、桃子の順に続く。どうしてこの順番になったかにはいろいろとわけがあるんだけど、まあいいや。

　二十メートルほど上っただろうか。上の方に明かりが見えた。キャンディがその中に吸い込まれて消えると、アッ、と声をあげた。リバース、柿田もピッチを上げてキャンディを追う。もちろん、ぼくも。

　はしごを上りきって、よっこらしょ、と身体を引き上げる。頭を上げると、そこは小さなドックだった。体育館くらいの広さで、小型のシャトルが二機スタンバイしている。そのうちの一機はもうエンジンから火を噴き出して、ゆつくりと動きはじめていた。

　下からにょきっ、と出てきた手を引っ張って、きららを引き上げる。次いで桃子も出てきて、六人が顔をそろえた。

「ありゃ、何だ？」

「カツマティ社製の連絡用小型シャトル『スワロー』だよ。セスナ機に毛が生はえたくらいの大きさしかないけど、一応、単独で大気圏を離脱することもできるし、逆もできる。ただ、月まで行くにはちょっと……」

「うんちくはいい！　それより、あれに奴が乗ってるのか？」

「だろうね」

　言ったとたん、グゥオオーンという音がして、ドックの左側の壁が開いた。その外には道路が続いているが、等間隔に木が並んでいて、シャトルの通る幅はない。

　が、なんと！　ぼくらが見ている前で、その木々はゆっくりと外側に倒れ、滑かつ走そう路うろを作ったじゃないか。ぼくと柿田は、同時に叫んだ。

「こ、これは……サンダーバード二号だ！」

　お母さんが見ていたら、涙を流して感激しただろうなー。

　シャトルは速度を上げて、外に出た。木々の間を一直線に突っ切り、爆ばく音おんを立てて離陸した。その姿はどんどん小さくなって行く。

「ああ、行っちやった……」

「バカね！　あたしたちも行くのよ。ほら、おあつらえむきに、もう一機あるじゃない」

「そうよ。弱きを助け強きをくじく、友とも井い町ちようバスターズ、見けん参ざん！　ってね」

「友井町バスターズって……なんなんだよそりゃ。きらら、おまえ、お母さんのネーミングセンスがうつったな？」

「でも、なんで二機もあるんだ？　ゲームマスターの陰いん謀ぼうとしか思えないな……」

　柿田はため息をついた。

「どういう意味？」

「事実は小説より奇なり、ってやつさ。人間万ばん事じ塞さい翁おうが馬……こりゃちょっと違うか」

　何やらぼやいている柿田を引きずって、ぼくたちはもう一機のシャトルに乗り込んだ。

「ひかる、運転できるか？」

「ああ、カツマティ社のシャトルなら、だいたい操そう縦じゆうしたことあるから」

　小型シャトルの操縦系統は、単純にできている。セスナ機より簡単なくらいだ。

　ぼくは計器を確認しつつ、いくつかのスイッチを入れた。

　定員四名の小型シャトルに六人が乗っている。とはいえ、乗客はみんな子どもだから、重量オーバーというわけではない。全く問題ないはずだ。

「離陸するぞ。こら、後ろ、暴あばれるな！」

　後ろでは、狭せまいだの、触さわられただのと騒いでいる。

「静かにしろ、機体のバランスが崩れる！」

　一いつ喝かつしておいて、滑かつ走そうをはじめる。エンジンの調子は今一つだったけれど、ググッと操縦桿かんを引くと、機体はフワリと浮き上がった。後ろでどよめきが起こる。

　そのまま出力を上げてフラッブを戻し、高度を上げた。

　落ち着いたところで、レーダーのスイッチを入れる。先行するシャトルの機影がくっきりと映うつし出された。その距離、およそ五十キロ。

「このまま帰る？　それとも、サト先を追う？」

「追うに決まってるだろ！」

　リバースは勢い込んで言って、ついでにぼくの頭をけとばした。がくっ、と操縦桿が揺れて、シャトルは大揺れに揺れた。

「バカーッ！　パイロットを殴なぐる奴がいますか！」

　後ろではぼくにかわって、きららと桃子がリバースに制せい裁さいを加えた。
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　幸さいわい、燃ねん料りようはたっぷりあったので、ぼくはフルスロットルでぶっ飛ばした。あっと言う間にマッハ八、四時間で地球を一周するスピードに達する。

「ひょえーっ！」

　これはぼく自身のことばだ。マッハのスピードを自分でコントロールしているかと思うと、背せ筋すじがゾクゾクッ、としてくる。快感？　とんでもない、恐こわいんだ。チビりそうなくらいに。震ふるえる手に、操縦桿は重い……それは、六つの命、六つの宇宙の重さだった。

「ひかる、しっかり」

　時々、きららが声をかけてくれる。

　サト先のシャトルが視界に入った。と、思った時にはもう、シャトルは目と鼻の先だった。あぶないっ！　と言う暇ひまに、ものすこい勢いきおいで脇わきをかすめて、追い抜いた。

「……ぶねぇー」

「…………」

　色を失うリバースと桃子。こいつらは普通だけど、

「ひかる、気を付けてね」

「ニアミス、ってやつですね」

　きららとキャンディは全く動じていない。柿田も、

「うーん、マッハ八はもうローレンツ変換の世界か？」

　どうでもいいけど、小学生が「ローレンツ変換」なんて知ってていいのか？

　そんなことを考えていると、ぼくもだんだん落ち着いてきた。ぼくは一気にスピードを落として、サト先のシャトルと並んだ。百メートルの距離を隔へだてて、二機のシャトルが並進する。我ながら、すごい腕だ。

「よっしゃ！」

　後ろでバンッ、という音がしたと思ったら、ものすごい風の音がして来た。まさかと思って振り返ると、なんとリバースがハッチを開けて、半身を外に出している。そこから風が吹き込んで、シャトルの中の物はみな、ばたばたとはためいていた。

「バカっ、何してる！」

「あっちに乗り移る！　ひかる、寄せろ！」

　ぼくは計器頰にざっと目を通した。現在のシャトルの速度は、ほぼ音速に等しい。高度はおよそ一万フィート、約三千メートルだ。

「アホか？　お前、死ぬぞ、絶対」

「うるせぇっ、ガタガタ言わずにやれ！」

　ここまで言われては、さすがのぼくも腹にすえかねた。

「バカが！　勝かつ手てに死ね！　警けい告こくはしたからな。あの世で怨うらむなよ！」

　ぼくは叫ぶと、機体を右に旋回させた。どんどんシャトルが迫ってくる……が、相手も右旋回して回かい避ひした。

「ひかる、オレを殺す気か！」

　今のでもリバースは振り落とされなかったらしく、まだハッチのところにいた。しかも奴は、懲こりもせずにまだ大空に身を乗り出している。すごい度ど胸きようだ。すごすぎる。

　結局、二機のシャトルはブーメランのようにＵターンして、逆戻りをはじめた。

「ひかる、行け！」

「うおりゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　ぼくはスロットルをグイッと押した。シャトルは、サト先の右後方から一気に迫る。その距離は、どんどん縮まる。三十メートル……二十メートル……十メートル。

「てゃぁぁぁぁっ！」

　リバースが、跳とんだ。かつて、三千メートルの上空でシャトルからシャトルヘ跳び移った者がいたであろうか。いたとしても、まさか小学生じゃあるまい。

　リバースはタンっ、と翼つばさの上に着地した。途と端たんに音速の風がリバースを引き倒す。彼はパッ、と伏ふせて翼の縁につかまると、懸けん垂すいの要よう領りようで身体からだを引っ張って、ハッチのところにたどり着いた。

「こいつ、オリンピックに出られるな」

　柿田がつぶやいたが、普通なら、とっくに落ちて死んでいる。ひょっとして、きららの加か護ごがあったのか……そう思って見ると、きららは後ろで寝たふりをしていた。

「うぉりゃぁぁぁっ、柿田の怨みじゃ！」

　リバースは、ハッチを引きちぎって、ポイッ、と投げ捨てた。

「なんだ、意外にもろいな……」

　そんな馬鹿な！　きららの超能力だって、あれを壊すほどの力はないはずだ。

「超能力じゃないよ、ポイだってば」

　きららは言ったが……。

　リバースは、ひょいっとハッチをくぐってシャトルの中に入った。

「ど、どうなるんだ……」

　息を飲んで見守っていると、突然、サト先のシャトルは右に左に蛇だ行こうしはじめた。

「やべっ！」

　慌あわてて回避行動をとったけれど、遅かった。

　左翼に衝撃。大きくバランスが崩れ、揺れる。

「うわぁぁーっ」

「ひかる、落ちついて」

　落ちて、の間違いじゃないのか？　落ち着くも何も、シャトルがぼくの言うことを聞いてくれないんだから。

　シャトルは主人を裏切って、吸い込まれるようにもう一機に近付いていった。

　ガシャン、メキッ。

　意外に軽い音がして、二機のシャトルとその破片、および乗組員は団だん子ご状態になった。そして地球の重力に引かれ、不吉な放ほう物ぶつ線せんを描えがきはじめる。

「やべぇ！」

「なんとかしなきゃ」

　ぼくは割れたフロントガラスから顔を出して、前を見た。うまいことに、「デアトラウム神経クリニック」のピンク色の建物は、ちょうど進行方向にあった。

　ぼくはポケットから、手のひらサイズのリモコンを取り出すと、ボタンを押した。そのボタンには、こう書いてあった。

『飛行モード』

　そして、ぼくにはハッキリと見えた。ママチャリーナⅡ世が飛び上がり、まっすぐこちらに向かって来るのが。現在の高度、推定一千メートル。墜つい落らくするシャトルに向かって、ピンク色の稲いな妻ずまが走った。

　その小さな自転車が、肉眼でハッキリと確認できる大きさになった時。

　そこでママチャリーナⅡ世は力尽きたのか、ひゅるるるる……と落ちて行った。

「しょえーっ！　今度こそだめだ！」

　ママチャリーナⅡ世は落ちて行く。シャトルはそれ以上のスピードで落ちている。

　もう、どうにもならない。このまま水面に叩きつけられるか、最悪の場合、デアトラウムに突っ込む可能性もあった。

「うぉーっ！　まだ死にたくない！」

　見れば、後ろの連中もパニック状態だ。ただ一人、きららを除のぞいて。

「ねえ、気が付いたことがあるんだけど」

「オッ、なんだ？」

　きららに起き死し回かい生せいの策が？

「今、リモコンを見て思ったんだけど」

「うん」

「自転車が海に落っこちた時、慌あわてなくてもそれを使えばよかったんじゃない？」

　ぼくはポン、と手を打った。

「なるほど、言われてみれば……って、おい。そんなこと言ってる場合か！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ひかる。ほら、上を見て」

　きららが言った時、ガツン、という音がした。同時に、胃いが押し上げられるような……下りエレベーターが止まる時の感覚。

「落下速度が落ちたぞ……」

　窓から身を乗り出して見上げると、西日に照てらされた真っ白な機体が見えた。

　白い機体、緑のストライプ、そして意味不明なえびのマーク……。

　ＡＳ─Ⅱが、ソフィーがぼくらを拾い上げてくれたんだ。
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「おっ、友とも井い町ちようだぞ」

　ほとんど眠りかけていたぼくは、柿かき田たの言葉に目を覚さました。

　壊こわれたシャトルの扉とびらから下を見ると、見なれた町並みが目に飛び込んでくる。

「帰って来たんだ……」

　ＡＳ─Ⅱに吊つり下げられたぼくたちは、吊り下げられたまま運ばれて、友井町までやって来たのだ。

「でも、引き上げてくれりゃあいいのにな」

「無む理りですよ。シャトル二機を、あんなちっぽけな船が、収容できると思いますか？」

　全長五十メートルあまりの船は、友井町の真上で静止して、ゆっくりと降下をはじめた。

「だけどさぁ、おれたち、一体何してたんだろうね」

　柿田のボーイソプラノが響ひびいた。

「そりゃお前、オレたちはお前を助けに来たんだよ」

「リバースはサト先を追って来たんだろう」

「ああ、そうだったな。でも、もうあんな奴、どうでもよくなった……」

　だんだん友井町が近付いて来る。そのまん中には、夕日にきらめく池がある。どうやら遊ゆう水すい池ちに降おろしてもらえるみたいだ。

「だけど、何だったのかな、あのバカでかい機械」

「イド・ブレイカー……か。そうだな。なんだろうな」

　ぼくは、あのきららの心の中を思い出した……思い出そうとした。けれども、何も浮うかんでこなかった。何かがあったはずなんだ、何かが。けれど、それがなんなのか、全く分からない。

「記き憶おく破は壊かい装そう置ちみたいなものなんじゃないの？」

　桃もも子こが言った。そう言えば、桃子は記憶喪そう失しつだった。

「きっと、そうだね。わたしは強力な精神バリアーで守ってたから、平気だけどね」

　そうだろうか。それでも、その精神バリアーは破れた……そんな気がした。

「それにしても、どうしてサト先があんなところにいたんだろう？」

「さあ……それは、本人に聞いたらどうですか」

　キャンディは隣となりのシャトルを一いち瞥べつした。リバースはさっさとこっちに移ってきていたけれど、サト先はまだ向こうにいるはずだった。

「教えてくれるとは思えないわね。きっと、悪の秘密結社の一員とかじゃない？」

　誰も、何も言わなかった。

　遊水池は目前に迫せまっている。池の上をすーっと横切ると、水鳥たちが驚おどろいて、いっせいに飛び立った。

「ほら、見てみろよ。でっかい夕日だ」

　柿田に言われて西を見ると、夕日が山の影に沈むところだった。

「柿田らしくない台詞せりふだな」

「おれにだって、けっこうロマンチックなところはあるんだよ」

「宇宙は男のロマン、か……」

　ぼくは、お父さんの言葉を思い出して、つぶやいた。そう言えば、つい昨日きのう、宇宙にも行ったんだっけ。

「なんだか、やたらと長い二日間だったなぁ」

「そうですね……」

　池を横切ると、その向こうの広い空あき地が迫ってくる。川が氾はん濫らんしようとする時、猛たけり狂う水を優しく受け上める……そのために、そのためだけに用意された広大な土地。

　ＡＳ─Ⅱは、その空き地の一角に向かっていた。その前方……空き地の西端に、ロープで四角く区切られている部分があった。広さは、学校のプールと同じくらいだ。

　その四角い領域のまん中に、赤い鉄てつ屑くずのような物が置いてある。冷れい蔵ぞう庫こを一回り大きくしたくらいのそれは、何度も水にさらされたためか本来の赤さを失っており、歪ゆがみ、ひしゃげ、ひび割れた姿は、さながら呪のろいを放つ堕だ天てん使しのようであった。すぐ隣となりにも、同じように四角く区切られた土地があるが、こちらは全く何もない更さら地ちだ。

「『勇者の聖地』か……」

　何も置かれていない方の土地に向けて、降下する。

　やがて、ごとん、と軽い音を立てて、かつてシャトルだったものは地についた。続いてパラパラッ、とワイヤーが降ってきて、機体にかかる。

　四角くロープで囲まれた、そのちょうどまん中に、二機の鉄屑は降ろされた。
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「やったー、帰って来たぁー」

　きららが無む邪じや気きな声を上げて、ぴょこん、と降りる。そして桃子が、続いてぼくと残りの男どもが降りてきた。

「ふうー」

「やっぱり地面がいい！」

「ハァー、さっぱりさっぱり」

　口々に何か言いながら、ぞろぞろと降りる。

「ここ、どこ？」

　桃子が聞いた。

「友井町の、遊水池の、空き地の……『勇者の聖地』ですよ」

　キャンディの声が、夕暮れにこだました。

「ゆーしゃのせーち？」

「そう。ほら、見てください」

　キャンディの指さした先には、大きな立て札が立っていた。桃子はその前に立つと、声を出して読み上げた。

「この柵さく内の二十五メートル×二十五メートルの土地は、二〇六〇年三月二十日より、勝かつ亦また芳よし久ひさが自じ己このためにする意思をもって占せん有ゆうしています。十六歳以上の方は、この土地に無む断だんで入ってはいけません」

　その下には署しよ名めいと、勝亦芳久氏の住所が記しるされている。ちなみに、隣の土地、赤い鉄屑の置かれている方にも同じ立て札があるけれど、そっちの日付はこっちより一日遅い。

「つまり、さ。子どもはこの中で自由に遊んでいい。そういうことさ」

　と、柿田は言った。

　一昨年、友井小学校の関係者はみな、運動会で校長を殴なぐった「勇者」の名が、勝亦芳久だということを知った。だからそれ以来、ここは「勇者の聖地」と呼ばれるようになったんだ。そういう事情を、柿田は桃子に説明した。

「ふーん。そうなの」

　桃子はそっけない。ぼくの姓せいが勝亦だということを知らないからかも知れないし、たぶん、柿田や他のみんなと同じく、この土地が勝亦芳久氏の所有だと思い込んでいるのだろう。だけど実は……。

　これは勝亦芳久氏の土地なんかじゃない。勝亦氏は十年前に大だい工く道どう具ぐを抱かかえて、ここに柵と立たて札ふだを作っただけなんだ。早い話が不ふ法ほう占せん拠きよ。まったくもってふてぶてしい。

　まあ……どっちにしたってこの土地、大雨が降ると水没するんだよね……。




「それにしても、里さと中なか先生は出てきませんね。まさか死んだんじゃあ……」

「それはないぜ。あんなヤロー、ギロチンでも殺せねえよ」

「きっと、おれたちがいなくなるのを待ってるんだよ」

「じゃあ、あんな奴ほっといて、とっとと帰ろうか。そうだ。桃子、おまえどうする？」

　桃子には帰る家がない……というか、家がどこにあるか思い出せない。

「あたしの記憶って、戻るのかしら？」

　それはこっちが聞きたい。

「桃子さん。夕日を見ていれば、記憶の糸が手た繰ぐり寄せられるかも知れないよ……」

　柿田の声に、こういう台詞せりふは似合わない。そう思ったのは、ぼくだけではないはずだ。

　とにかく、桃子はどこの誰だれなのか、それを調べないと……。

「勇者って人に頼たのんで、ここに住まわせてもらおうかな」

「テント暮らし？　悪くないな。でも、気を付けろよ。勇者は、変態だから……」

　リバースが「うわさ」をした。すると、

「おーい、悪ガキどもー」

　影がさした。走って来たのは言うまでもなく、「勇者」こと勝亦芳久氏だった。
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「よ、迎むかえに来たぞ」

　お父さんは気楽に右手を上げた。そしてキョロキョロして、

「首しゆ謀ぼう者しやは？……おお、いたいた」

　きららを発見して、駆かけ寄よった。間かん髪はつを入れず抱っこして、

「きららぁー。んー、かわいいかわいいかわいいなあーおまえはかわいいかわいい」

　早口で「かわいい」を連発しながら頭をなでて、頰ずりする。どこであろうと、誰が見ていようと、お父さんのきららへの愛は全く衰おとろえない。

　もちろん、他のみんなが黙っているのは、呆あきれて物も言えないからだろう。

　……十分くらい経たって、お父さんはきららを放した。

「さて、と」

　物もの欲ほしげな目でこっちを見るお父さんに、ぼくは黙だまって手のひらを見せた。

「ひかるは、人前では抱っこしてほしくないんだったな」

「当たり前だよ」

「クラッカー」

　柿田が意味不明の合の手を入れる。

「ひい、ふぅ、みぃ……おや、予想より一人多いな」

「あの、勇者さん」

　柿田がおずおずと進み出た。

「あ、あのなあ。俺は勇者じゃないぞ」

　お父さんは笑った。

「じゃあ、盗とう賊ぞく？」

　柿田はまたボケをかます。お父さんはただ苦笑した。

「とにかく、おじさん。この子、桃子っていうんですけど、記憶がないんですよ」

「記憶がない？　うーん、弱ったな」

　と言いつつ、ちっとも弱っているようには見えないお父さん。

「そうだ。うちに来るといいよ」

「うん、うちにおいでよ、桃子ちゃん」

「えー、お世せ話わになっちゃっていいんですか？」

　桃子は一応、しぶった。

「ああ、いいっていいって。ちょうど子どもがもう一匹ほしかったところなんだ」
















「ま、お父さんの子ども好きは、わたしが保証するから。おいでよ、桃子ちゃん」

「じゃ、おねがいしまーす」

「ま、とりあえず、英え水み子こちゃんに相談してみよう……」

　ということで、桃子はうちに来ることになった。
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「バイバイ」

「またねー、柿田君！」

　リバースと別れ、キャンディと別れ、そして今、柿田と別れた。

　夕日に染そままる柿田の後ろ姿が、友井町の路地の一つに消えて行った。

「柿田、明日あした学校に来るかなあ」

「来るよ、きっと。元気になったもん」

　ぼくはきららにうなずき返して、

「そうだな。また、楽しい毎日がやって来るよ。もう、あいつは恐くない」

　お父さんの右にぼく、きらら、桃子と数珠じゆずつなぎに並んで、夕日に向かって歩く。夕日のちょっと手前が、ぼくのうちだ。

「……そうかあ。すごい大冒険だったんだなあ」

「うん。でも、わけの分からないことばっかりなんだよ。サト先のことも、桃子のことも」

　お父さんはただ笑って、ぼくの頭に手を置いた。

「でも、いいや。サト先なんて、もう、どうでもよくなっちゃったよ」

　お父さんはただ一言、

「そうか」

　と言った。

「でも、面おも白しろかったよね？」

　きららが聞く。

「うん。それに、柿田も戻って来たし」

「新しい友達もできたし」

　ぼくは桃子を見た。桃子は「ん？」と小首をかしける。だぶだぶの白衣が夕日に染まって、美しい染物のように見えた。

「それに……」

「それに、何？」

　きららがふふ、と笑うと、ちっちゃなえくぼが顔を出した。

「ひかる君、かっこいい騎き士しみたいだったよね。エクスカリバー、とか言って」

　きららのかわりに、桃子が誉ほめてくれた。

「そう。わたしのひかるは、強いんだから！」

　きららはそう言って、ぼくのポケットからサイコセーバーを抜き取った。そしてバリバリッ、と音を立てて銀紙をむいた。

「え？　お、おい！」

　銀紙の下は、虹にじ色の筒だった。きららがふたを開けて筒を傾けると、茶色いまあるいチョコボールが、ころりと転がり出てきた。

　ぱくっ！　口に放り込んで、きららはにんまり笑った。ちっちゃいえくぼが顔を出す。

「それは……。そうか……そうだったのか」

「そうだったのよ。それに、ね」

　きららはまた微笑ほほえむと、手を後ろに組んで、お父さんの前に立った。

「お父さん……わたしね、お父さんのこと、大好きよ！　みんな大好き！」

　きららはそう言って、お父さんに抱きついた。







　終章　朝のテレビニュース







　二〇七〇年七月七日月曜日、朝七時。

　みそ汁を一口すすって、ぼくは壁のテレビに目を戻もどした。それは朝のニュース番組「ムードイン・生」で、キャスターは大関とアイドル歌手の結婚について、酢すのこんにゃくのとケチをつけていた。

　チャンネルを変えてみる。そのチャンネルでは、ハゲオヤジがおじいさんやおばあさんに袋ふくろ叩だたきにされながら、うわごとのように「小さな政府……」とつぶやいていた。

　その次のチャンネルでは、有名女優のファツションを誉ほめちぎっていた。

　そのまた次は、何者かに矢を刺されたカエルの話題だった。

「やってないな……」

　この時間帯は、どこもニュースだ。次々とチャンネルを変えてみた。一つくらいは、と思ったのに、どのチャンネルも、箸はしにも棒ぼうにもかからないくだらない話題ばかりだ。

「おかしい……」

　少なくとも、シャトルの墜つい落らくはペントーラス管制室で補ほ足そくされていたはずだ。

　シャトルの墜つい落らくともなれば、報道陣は猛もう禽きんのように襲おそいかかり、こぞって特番を組むはず。にも拘かかわらず、どこも全まつたく報道していないなんて、これはどう考えてもおかしい。

　それに桃もも子この件。彼女はお母さんに会った瞬しゆん間かんに記憶が戻り、早々と帰って行ったけれど、いくら超能力でも、記憶喪失が一いつ瞬しゆんで治なおったりするものだろうか。

　おかしい。おかしすぎる。

　ぼくの左側では、お母さんがズルズル、ざぱざぱと鮭さけ茶ちや漬づけけを食していた。

　そして、ぼくの頭の中で、ジグソーパズルの最後のピースがはめ込まれた。

「あれ全部、お母さんが仕組んだんだね」

「なんのこと？」

　お母さんは、とぼけて見せた。

「みんな、影で操あやつってたんだろ。その上で報道管制をしいて隠いん蔽ぺい工作をしたんだな？」

「あたしは、知らない。断じて、知らない。知らないってば」

　あくまでしらをきろうということらしい。ぼくはおもむろに立ち上がった。

「ちょっと、そこに座すわりなさい」

「はぁーい」

「あぐらじゃだめっ。正座！」

　ぼくが腰こしに手を当てて睨にらみを利きかせると、お母さんは渋しぶ々しぶながら正座した。

「さて、じゃあ尋じん問もんをはじめようか」

「えーん、ひかるがいじめるぅ」

　お母さんは目をげんこつでこすって、泣きまねをした。

「泣きべそかいてもだめっ。……かと言って無意味に笑ってもだめっ」

　お母さんはにっこり微笑ほほえんで見せたが、ぼくが言うとすぐに真顔になった。

「まず、これから聞こうか。柿田がさらわれたのは、お母さんの仕し業わざだな？」

「さらったなんて人聞きの悪いこと言わないでよ。あたしはただ……」

「ただ、何？」

「ただちょっと手を回して、あの病院を紹しよう介かいしただけだよ。柿田ちゃんが自殺しようとしたのは本当だし、あたしのせいじゃないもん。あたし、なーんも悪いことしてないよ」

「目的は？」

「あたしは、柿田ちゃんがどうして転校してきたかとか、いろいろ知ってるでしょ？」

　……非合法な手段で知ったんだろうな、多た分ぶん。

「だから、治療のためにはあそこしかないと思ったの」

「と、いうことは、放っておいても柿田は帰って来たってこと？　本当に？」

「ほんとだよ。それも、完全に正常でさ」

「でも、あの……誰だれだっけか、ほら」

「ケンちゃん？　ああ、あれはひかるたちを焚たきつけるための陰いん謀ぼう」

　お母さんは言い放った。何のためらいもなく、平然と陰謀の二文字を口にした。

「い、いんぼうって……？」

「だからぁ、ケンちゃんときららはグルでね。あ、これ宗教指導者って意味じゃないよ。でね、ひかるたちをだまして……」

　じゃあ、じゃあ、あれは全部お芝しが居いだったのか！　しかも、きららもグルだって？

「そう、途と中ちゆうまではね。だって、変だと思わなかった？　きららにかなづちを持たせたのも、いざどなった時は『トリプルチーズバーカーごま塩スペシャルわさび風味』を注文しろって教えたのも、この、あ、た、し。えへっ」

「えへっじゃなあああぁぁいっ！」

　ぼくは怒りに任まかせて、スーパー回し蹴げり・ひかるスペシャルを放ったが、お母さんは正座したまま、ひらり。なんと躱かわした。

「ちなみにあの先生も、たった一通の手紙で気持ちいいくらいに動いてくれたし。でも、柿田ちゃんは予想外に早く逃げちゃって。で、ああなったの」

「ああなった、ね。ぼくは死にそうな目にあったし、きららは誘ゆう拐かいされるし、キャンディは怪け我がするし、リバースは空を飛ぶし」

　ぼくは横目でお母さんを、窺うかがった。お母さんはそれを平然と受け流し、言った。

「まあいいんじゃない？　誰も死ななかったわけだし、大した怪我もしてない。それでいて、あれだけの冒険ができたんだから。ね」

「なんか、すごく、悔くやしいような気がする……」

「何言ってるの、ひかる。ぶった・ぎりお君はひかるの物じゃない。それにほら、きららを見てよ。よしりんときららを」

　言葉通り、ぼくはきららを見た。

　お父さんの膝ひざの中で、楽しそうに笑っているきららを。

　きららには、ぼくの微笑みは見えない。

　けれど、きららはぼくの微笑みを知ることができる。

　だから、ぼくは微笑んで、言った。

「そうか。ぼくは、きららの笑顔を手に入れたんだね。本当の、心からの笑顔を……」







　あとがき







　どうも、初めまして。作者のばけらです。

　えーと。

　そう、まずは自じ己こ紹しよう介かいを。一九七五年九月二十二日生まれ、大学四年生です。出身地は……本文を読めばバレバレですね。血液型はＯ型。身長、体重は秘密です。

　趣しゆ味みは読書（笑）。ゲームやコンピュータも好きですよ。

　私はどちらかというと、かっこいいものよりもかっこわるいもの、間ま抜ぬけなものが好きです。強い人より、弱虫さん、泣き虫さんが好きです。……だって、私がそうだから。

　友とも井い町ちようの人たちの中では、みーちゃん（水み無な月づき英え水み子こさんのこと）がお気に入りです。だって、可愛かわいいじゃないですか。もちろん、他のみんなも好きですよ。




　ではここで、小説のフォローを。

　友井町という地名は架か空くうのものです。地図で探さがさないでくださいね。

　時代設定は二〇七〇年、七月上旬となっております。

　いちおうＳＦ小説ですから、ハードな背景設定があるわけですが……政治経済に疎うといひかる君に代わって（政経に強い小学生ってのも珍めずらしいですけど）ここで私が解説しておきましょう。もちろん、理解しなくても全まつたく差さし支つかえありませんよ。

　二十一世紀に入ってからの科学技術の発展はめざましく、二十一世紀中頃に画かつ期き的てきな重力制御システムが考案されるや否いなや、数年後には重力波エンジンが実用化されています。ちょうど、宇宙進出の幕開けといった時代です。

　ただし、このころの日本は、もはや先進国ではなく「成せい熟じゆく国」です。経済成長が完了した日本は慢まん性せい的てきなスタグフレーションに悩なやまされ続け、かつての経済力は見る影かげもありません。背後に強力な軍事力があるため、国際社会での発言力は失うしなっていませんが……。

　というわけで、技術力はあるところにはあるのですが、それは市民の生活の中には入ってきておりません。一般庶しよ民みんは旧世代の（安価な）技術に頼たよっているわけです。工場で輸出用のパソコンを作っていても、従業員はゼンマイ式ラジオを使っているという、現在の発展途上国と同じような状態ですね。

　結局、人々の暮らしはちょうど現在と同じくらいのレベルになっております。




……ご都合主義かな。

　他にも、びっくりするほど細かい設定が山のようにあります。というのも、この小説は、かつて私が書いた（そしてボツになった）いくつかの話をベースにしているからで、「ナントカⅡ」という名前が多いのもそのためです。

「よしりんとみーちゃんのお話が読みたい」という強い要望がもしあれば、ひょっとしたら、また書き直すかもしれません。

　もちろん、ひかるたちのお話も、要望があれば続けたいと思っています。柿かき田た君のことなんか全然書いてないし……。




　最後に、スペシャル・サンクスを。

　担当のＹさん、同じく担当のＭさん、ファンタジア文庫ならびにドラゴンマガジン編集部のみなさま。大変お世話になりました。これからもよろしくお願いします。

　私に小説を書く動どう機きを与えて下くださったＩ先生、Ｈ先生。この小説のストーリーを思いつくきっかけを下さった、ダブルＩ先生とＫ先生。隠かくし通路のアイデアを下さったＳ先生。ありがとうございました。それから、「黒い」というただそれだけの理由でリバースの先祖にされてしまったＩ先生。ごめんなさい（笑）。

　それからそれから……私が個人的にもっとも尊敬している、Ｍ・Ｔさん。みーちゃんの人間としての魅み力りよくを、私に教えて下さいました。本当にありがとう。

　そして、もちろん、これを手にとって読んで下さっている貴方あなた。

　本当にありがとうございます。





一九九七年五月四日　　　水無月ばけら　　









　解説になってない解説







『なんか知らんが好き』

　それが、私がこの『友井町バスターズ』を読んでの印いん象しようだった。

　………………………………

　……『なんか知らんが好き』……

　自分で書いておいてなんだが、これほど無む責せき任にんなセリフがあるだろーか？

　とゆーよりも、解説者として言ってはならない言葉のよーな気すらしたりする。

　本来ならば、文体がどーとか構成がこーとか伏ふく線せんがあーとかいったふーなことだとか、物語の一シーンを抜き出し、批ひ評ひようやら賛さん辞じやらを送るのが、正しい解説のありかた、とゆーものなのだろう。

　そんなことは、百も承しよう知ちではあるのだが──

　しかしそれでも──『なんか知らんが好き』なのだ。私は。この『友井町バスターズ』が。

　むろん一応選考委員、一応解説書きとしては、自分が何を気に入ったのか、多少は考えてもみた。

　キャラクターたちも元気があってよろしい。しかしそれだけが、私を魅ひきつけた、というわけでもなさそうである。

　なら、ほかの要素は？

　いろいろつらつら考えて。

　で、結局。

『なんか知らんが好き』なのである。

　作者の水み無な月づきさんが、次にどんなお話を書くのか、それは私にはわからないが、ひょっとしたらそのあたりで、それが見えて来るのかもしれない。

　ま、自分の批評能力の低さはこっちへ置いといて。

　さて、内容についてなのだが──

　あとがきや解説を先に読むひとも多い昨今、浜〇淳の映画解説のよーにネタバラシになる可能性もあるので、内容に触れることは避けるが、このお話、つらつらつらっ、と流し読みするのと、ちょっとだけ考えながら読むのとでは、その味わいが少し異なって来たりするのである。

　もしもあなたが、先に本文を、つらつらつらっ、と流し読みし、この解説にたどり着いている人ならば、できれば今度は、少し『裏読み』をしながらもう一度読んでいただきたい。

　たぶんそこには、ちょっと違った味わいが生まれてくるでしょう。

　そしてもしあなたが、本文より先に、この解説になっていない解説をお読みなら、ちょっとだけ考えながら本文をお読みいただきたい。

　……などと言ってはみたものの、もちろん、本の読み方などとゆーものは、その人その人の自由。

　考えずに読もうが考えて読もうが、面おも白しろければそれでよし。

　そしてもしもあなたが、このお話を読んで楽しんでくれたら──

　ひかるくんや、きららちゃんや……この『友井町バスターズ』を『なんか知らんが好き』になってくれたら──

　私は、ちょっと嬉うれしかったりする。





以上・神坂一でした。　　









　限りなく老婆心に近い解説








富士見ファンタジア文庫編集部　　






　いかがでしたか。ひかる君やきららちゃん、キャンディたちの冒険を楽しんでいただけたでしょうか。

　子供の頃、陽が暮くれたことに気が付かないぐらい夢む中ちゆうで遊び回りませんでしたか？　で、そういう時はいつも遊んでいる範はん囲いより、ちょっと遠出したりするんですよね。子供にとってそれは大冒険です。

　なぜかこの作品は、そうした子供の頃の記憶が呼び起こされます。著者の水み無な月づきばけらは、年齢的にはもう少年とはいえません。でも、子供の頃の心を持っているからこそ、想おもいが伝わってくるのかもしれません。

　遠くなってしまったけれど、どこか懐なつかしい思い出。主人公のひかる君たちは、元気いっぱいに、そんな思い出の中を動き回ります。それは読んでいて、清すが々すがしささえ感じるほどでしょう。

　本書はひかる君たちの元気の良さが評価されて、第八回富士見ファンタジア長編小説大賞の準入選を受賞したのです。

　いま水無月ばけらは作家としてのスタートをきりました。とはいえ、スタートしても山あり谷あり、まだまだ油ゆ断だんはできません。というわけで……。

　作家を育てるのは、ひとえに読者の力。さあ、友達に薦すすめよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう！










友とも井い町ちようバスターズ








水み無な月づきばけら
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